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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「誰だれかに狙ねらわれてる気がするんだ……」

　大きなため息をついて、長谷はせ川がわ健けん太たは膝ひざにのせたショルダーバッグに顎あごをうずめた。

　目の下に浮うかんだ隈くまが痛々しい。眠ねむれていないのだろう。

　十四の身で徹てつ夜やは悲ひ惨さんだ。両りよう眼めのまぶたは隙すきあらば磁石のようにくっつこうとするし、身体からだはだるくてだるくて倒たおれてしまいたいぐらいだ。でも、塾じゆくをさぼることはいけない気がして、健太は一人、自分の弱さと戦いながらバスに揺ゆられている。

　そんな昼下がりの都営バスはがらがらで、排はい気きガスと赤字を吐はき出しながらのんきに走っている。車内にいるのは冴さえない風ふう体ていの運転手、赤あかん坊ぼうを抱かかえた若い母親、そして最さい後こう部ぶのベンチシートに左から、健太と弥生やよいほのか、白しら峰みね忍しのぶの計六人だ。

「どういうこと？」

　隣となりに座すわっていたほのかが反応した。

　小さな瞳ひとみがかわいらしい、楚そ々そとした雰ふん囲い気きの女の子だ。

　実は彼女、先ほどから心配そうな顔をして健太を見ては、文庫本に視線を落とすという動作をくりかえしていた。

　彼があまりにもやつれた顔をしていたので気になったのだけれど、とても眠たげにしている彼を起こすのも迷めい惑わくかも、と思い、結局何も言えずにいたのだ。

「なんかさ、何日か前から付けられてるみたいなんだよね」

　健太は親指で後ろを示す。振ふり向くほのか。ゆるくウェーブのかかった髪かみがふわりと揺れた。

　バスのすぐ後ろに、黒いライトバンが付いていた。

「あれ、家を出た時からずっと付いてきてるんだよね……」

　フロントガラスは黒い。どんな人間が乗っているのか、何人乗っているのか、外からはまったくわからないマジックミラーだ。

　ほのかはまじまじと車を見つめているうちに、本当に怖こわくなって、息を吞のんだ。

「も……もしかして、長谷川くんのこと、誘ゆう拐かいするつもりなんじゃ……」

　自分の言葉に恐きよう怖ふして、身をすくめる。

　健太は焦あせった。

「あ、いや、それはおおげさだと思うよ。そんな心配しないでも……あはは」

　両手を振ってうち消そうとするのだが、笑う声がかすれている。

　健太自身、怖こわいことは大の苦手だった。意気地とか度胸という言葉にはまるで縁えんがない。

　中二にもなって血を見るだけで気絶してしまうぐらいだ。たとえそれが自分の鼻血でも。

　でも、それでも女の子を守れないようじゃ男じゃない、という気持ちはある。

　実行には、あまり自信がないけれど……。

「僕ぼくなんか誘ゆう拐かいしたって仕方ないじゃない」

　あはははは、と鼻で笑う声がした。

　離はなれて座すわっていた忍だ。

「そうだよ、ほのか。長谷川みたいな冴さえない男子が狙ねらわれるわけないだろ」

　フォローになってない。

　健太は内心、ムッとしないでもなかったが、ほのかのこともある。

「白峰の言う通りだよ。ウチ、お金ないし」と、愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。

「長谷川みたいなのを自意識過か剰じようって言うんだよ。長谷川ってあれだろ？　すれ違ちがう人が笑ってたら、自分が笑われてるんじゃないかって思うタイプだろ？」

「…………」

　健太の表情が変わるのを見て、忍は満足した。

　他人を苛いら立だたせることを楽しむ人間がいる。それが白峰忍だ。

　親が名前にこめた願いに反して、彼女は遠えん慮りよという言葉を知らない。

　背は高く、スタイルもよく、顔立ちも大人おとなびた彼女であったが、心の年ねん齢れいはまったく追いついていない。そんな少女だ。

　そんな三人はクラスメイトでもあり、同じ塾じゆくに通うところだった。

　ほのかはまだまだ不安を隠かくせないのか、表情を曇くもらせたままだった。

「でも、気をつけたほうがいいと思う……ほら、ストーカーって」

「まさか、僕は男だし」健太は笑った。

「最近は男の人も狙われることも多いって、本で読んだことあるわ」

「えっ、そうなの？」

　健太はびっくりした。世の中どんどん進んでいく。

「……一いつ緒しよに帰る？」

「えっ、ダメだよ。女の子を」

　しまった。言ったあとで健太は後こう悔かいした。

　ＯＫしておけば、一緒に帰ることができたのに。

（ああ、そんなのダメだよ！　弥生さんは本気で僕のこと心配してくれてるのに）

　すぐに後悔したことを後悔する。

「──とにかく、白峰の言う通り気にしすぎなのかもしれない。毎晩毎晩屋根裏から変な音が聞こえてくるのも家が古いせいかもしれないし、夜中に窓の外を見たら、離はなれたマンションの一室から僕ぼくの部へ屋やを望遠鏡でのぞいている人がいたりするのも、ただの偶ぐう然ぜんかもしれない。外出してから家に戻もどるまで同じ車に後を付けられるのもたぶんそんなのぜんぜんたいしたことじゃないんだよ」

（充じゆう分ぶん、変だと思う……）

　そう思うほのかだったが、そうね、とうなずくことにした。

　自分が怖こわがりすぎると、却かえって健太の不安を深めてしまうのかも？　と思ったからだ。

「ごめんなさい、煽あおるようなこと言って」

「気にしてない気にしてない。平気だよ」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ぜんぜん大丈夫！」

　よかった、とほのかは笑った。

「ごめんね。愚ぐ痴ちっぽいこと言った僕が悪いんだし」

　健太が両手を振ふって否定すると、

「ううん、そんなことない」

　慌あわててほのかが首を振って否定する。

　で、お互たがいホッとする。

　不意に、視線が絡からんだ。

　二人は自然と見つめ合うカタチになってしまう。

「…………」

「…………」

　ちょっと顔が赤らんだりして。

　照れて視線を落としたほのかは、健太の腰こしのポケットからはみだしているドラえもんの携けい帯たいストラップを見つけた。

「……は、長谷川くん、ストラップ変えたの？」

　頭がちかちかと青く光っている。点灯するストラップなんて珍めずらしくもないが、なんでもよかったのだ。目の前の照れくささから逃のがれることができれば。

「あ、これ？　のえるのヤツが誕生日プレゼントだって贈おくってきたからさ」

「のえるさんって……。海外にいるっていう、幼なじみ？」

「もうすぐ帰国するからってさ」

「そうなんだ。何年かぶりなんでしょ？」

「ううーん」

　健太は複雑な顔をした。

　できれば再会したくない。そんな苦く渋じゆうがひしひしと伝わるような、そんな顔をしたので、ほのかは戸と惑まどってしまった。

「のえるさんって……そ、そんな人なの？」

「バースデーカードが入ってたんだよ、メッセージつきの……」

「優やさしい人じゃない」

「『首を洗って待ってなさい』って書いてあったんだ……」

　健太は遠い目をした。

「そ、そうなんだ……」

　どんな顔をしてよいのかわからず、ほのかは曖あい昧まいに笑った。

　バスが停車した。

　乗り込んできたのは高校生ほどの年格好をした男子だった。

　肩かたには黒いショルダーバッグ。母親に買い与あたえられたようなチェックのシャツとジーンズがぱつんぱつんにふくれている。かなりの[image: ][image: ]、肉付きのいい少年だ。

　汗あせで顔がてかてか光っていたが、さほど印象に残る顔というわけでもなかった。

　なのに健太は、彼の口元が不気味に緩ゆるんでいて、表情がなかったことを覚えている。

　なぜかというと、この直後、彼は金の代わりにある物を出したからだ。

　銀色に輝かがやく、アーミーナイフを。

「新宿に行け」

　包丁のようなナイフを入り口付近に座すわっていた母子に突つきつけた彼は、運転手に命じた。

　それを見て、健太はＴＶかと思った。

　そんなとぼけたことを初めに思った。

　見たことがある。ニュースだったろうか。ひどく現実感のない──生々しいものほど、テレビを通すことで作りモノのように見える──感覚に陥おちいったからだ。

　だから健太が恐きよう怖ふしたのは、ほのかの蒼そう白はくになった顔を見てからだった。

（えっ？　えっ？　えっ？　えっ？）

　現実に意識が追いつかない。忍を見る。表情に変わりはない。しかし──視線を落とすと彼女の手が震ふるえていることに気づく。それを見て、自分が危険な場所にいると初めてわかる。

「バ、バスジャック！」

　健太は立ち上がり、叫さけんでしまった。しかも犯人を指さして。

「ばかっ！」

　すぐに忍が健太を押おさえ込んだ。

「なに考えてんのよ！　殺されたいの!?」

　もちろん小声で。

「ご、ごめん……」

　健太は自分のしでかしたことに気づき、今いま頃ごろになって青ざめた。

　だが、男は笑った。

「安心しな。まだＴＶが来てない」

　赤あかん坊ぼうの首筋にナイフを突つきつけたまま、男は後ろの席についた。

　ぴたぴたと刃はを当てては感かん触しよくを楽しむ。

「さすがに子供の肌はだは柔やわらかいなぁ、牛肉みたいにさくっとナイフが入るのかなあ」

「や、やめてッ……」

「大きな声出すと、子供が起きちまうぜ。怖こわい思いさせたいのかい」

「ッ……」

「ひひ」

　タラコのような口が三日月に割れる。

　翌日の新聞にも少年Ａとして記され、健太たちは彼の名を知ることは一生ない。

　そんな殺人志望者が、運転手に命じた。

「さっさと発車しろ。新宿だと行ったろ」

　その言葉が何を意味しているのか。

　車内を言いようのない沈ちん黙もくが支配した。

（ど、どうしよう……）

　空気がまるで電気を帯びているようだ。張りつめた緊きん張ちようがピリピリと皮ひ膚ふを刺さす。空気は窒ちつ息そくしそうなほど苦しく、不気味な沈黙の中、自分の心臓だけがどくどくと音を立てていた。

　健太は気絶できるものならそうしてしまいたいとすら思った。

（誘ゆう拐かい犯はん、今こそ僕ぼくを誘拐してくれ）

　健太は半なかば本気で思いながら、後ろを見た。

　黒いライトバンの姿はどこにもなかった。

　悲しかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、長谷川くん。警察の人がなんとかしてくれる」

　ほのかがそう言って笑いかけた。

　その笑え顔がおがちょっと強こわばっていて、彼女のできる精せい一いつ杯ぱいの元気を見せてくれたのだと思うと、

　情けない、と思った。

（僕ぼくのほうが男なのに……）

　けれど、ナイフを持った犯人に殴なぐりかかるような勇気もない。

（やっぱり、僕は情けない──）

　そんな健太のポケットからはみ出たドラえもんは、あいも変わらずちかちかと光っていた。




「あのう、客がいるようなので、停車してもよろしいでしょうか？」

　と、運転手が言い出したので、健太は耳を疑った。

　外を見る。確かにバス停の前に女の子が立っていた。

　忍ほど大人おとなびてもいなければ、弥生ほどあどけなくもない。たぶん自分と同じ中学生だ。

（なに考えてんだよ、運転手！）

　犯人も外を見てＯＫを出した。そりゃそうだろう。人質が増えるのだから。

　バスが停とまった。

（ホントに彼女を入れる気なの!?）

　信じられなかった。憤いきどおりのような気持ちに背中を押おされて、健太は動き出した。犯人が彼女に目を移した隙すきに歩道側の窓際に移動する。

　両手で大きく×印を作る。声は出せないところが勇気の限界だけれど。

　しかし少女は気づかなかったのか、いたって陽気な顔でバスに乗り込んできてしまった。

（気づいてよ～～っ！）

　健太は心の中で怒ど鳴なった。

　だが、本当に驚おどろいたのはこの後だ。

　なんと彼女は男が母子に突つきつけていた刃は物ものを見ても、顔色ひとつ変えなかったのである。

「一番後ろに行ってろ」

　と言われたら、吞のん気きな声でこう言ったのである。

「はーい」

（な、なんなんだ、この子は!?）

　健太は混乱した。

　無む邪じや気きなポニーテールが、彼女のステップに合わせ、踊おどるように揺ゆれていた。

（なんて能天気な……）

　いや、混乱したのは声のせいではないのかもしれない。

　彼女のすべてが現実離ばなれしていたのだ。

　バスジャックに出くわしても動どう揺ようひとつ見せない態度、人質になったことにも気づいてないような振ふる舞まい、そして彼女の恐おそろしいほどの──美しさ。

（…………）

　健太は自分の置かれている状じよう況きようを忘れて、息を吞のんだ。

　こんなにキレイな女の子は見たことがない。

　もちろん健太のランキングではほのかが一番なのだが、彼女の可愛かわいらしさはどこか穏おだやかで、気づいた人にしかわからないような控ひかえ目めな美しさだった。しかし、いま、目の前を近づいてくる彼女は違ちがった。光を放ちかねないほど力に満ちた瞳ひとみ。すっきりとした唇くちびるはまるで重力のようだ。全身から放射されている強力な力のようなものが自分を捕つかまえているような、そんな輝かがやきを彼女は放っていた。

　キレイキレイとなんとかのひとつ覚えのようだが、他ほかに例えようがない。

　変な話だが、それが日常から切断されたバスジャックという空間の現実離れぶりと不思議に嚙かみあっていて、張りつめた空気などまったく意に介かいさずにすたすたと歩いてくる彼女の姿がすごく自然に見えて、彼女ならそれもアリだろうと思えて、健太は混乱した。

　彼女が隣となりに座すわった。健太はたじろいだ。

　自分なんかが触ふれたら、彼女の美しさに傷がついてしまうような気にすらなったからだ。

　それほどに美しく──。

「ありがと」

「えっ、あ、ああ」

　彼女に話しかけられて、健太は我に返った。

「乗るな、って教えてくれてたでしょ、さっき」

「知ってたの？　じゃ、なんで……」

　健太は驚おどろいた。

　すると彼女は健太の顔をのぞき込んだ。

　その笑え顔がおが、あまりにきらきらしていたので──、

「健ちゃんが、あたしを助けようとしてくれたからだよ」

　見も知らない彼女が自分の名前を知っていたことにも、気づかなかった。

「…………」

　バラバラバラ、とけたたましい騒そう音おんがした。健太を我に返す。ヘリが上空を旋せん回かいしている。マスコミか、警察か。

（うっとりしてる場合じゃないよ！）

　ここはジャックされたバス。世界から切り取られた、ルールを失った異空間なのだ。

　不ふ愉ゆ快かいな沈ちん黙もくが漂ただよう。

　新宿の高層ビル群が右手に見える頃ころになると、健太は──おそらくは健太の隣となりでくつろいでいる彼女をのぞいたみんなは──、犯人の口からどんな言葉が漏もれるのか、なにをするつもりなのか、それだけに神経をとぎすますようになっていた。

　早く知りたい。できれば永遠に知りたくない。

　張りつめた意識が火花を散らすかのようだった。恐きよう怖ふで充じゆう満まんした車内は、ほんのわずかなきっかけで爆ばく発はつする。そういう意味で、火花だった。

　そこへ、誰かの一言が。

「ねえ、殺すの？」

　ああ……、健太は絶望として天を仰あおいだ。

　火花を提供したのは──、そう、彼女だった。

「てめえ、刺し激げきすんなよッ」

　忍がつかみかかる。しかし彼女はまったく平気な顔で身をかわすと、

「こういうのはさっさと聞いたほうが、心の準備もできるでしょ」

「できねえよ！」

　そんな不和はＡにとって愉快な代しろ物ものであるらしく、彼は空いているほうの手で首筋に浮ういた汗あせをぬぐうと、不気味に笑った。

「ちょっと前に僕ぼくぐらいの年で、ナイフでバスジャックをしたヤツがいただろ」

「なーんだ、真ま似ねしたかったんだ」

　彼女も笑った。

「超こえたかったのさ」

「肥えてるじゃない」

「ばかっ！」

　健太が怒ど鳴なった。声に出して怒鳴った。

　彼女の口を手で塞ふさぐと、

「お続けになってください」とでも言いたげにＡには頭を下げ、

「な、なに考えてんだよキミは！　殺されてもいいの!?」と、彼女を叱しかる。

　その卑ひ屈くつな態度に満足したのか、Ａは、ふん、と鼻をならして腹を揺ゆらした。

「インターネットで調べたのさ。そしたら昔、新宿でバスの中にガソリンと火をつけた新聞紙を放り込んで六人も殺したヤツがいたんだ。だから全部を実行してやろうと思ってさ。そうすれば僕ぼくがナンバーワンだろ？　運転手を入れれば客は五人でいい。その人数のバスを待って乗り込んだんだけど、よく考えたら六人じゃ新記録にならないんだよね。どうしようかな、ってところにお前が来てくれて、ホント、よかったよ……」

　もがもが、と健太の手の中で彼女が何か言う。

　どうせ犯人に聞かせないほうがいいようなことだろうと、健太は思った。

　Ａは続ける。

「だから後は順番を決めるだけなんだけど……」

　男はニヤリと笑い、まだ据すわっていない赤あかん坊ぼうの首に刃はを押おし当てた。

「僕はニュースをよく見るんだ。エライだろ。キャスターが言ってたよ。ひどい事をすればするほど精神が異常だってことになって罪は問われないんだってさ。ニュースに影えい響きようされて赤ちゃん殺したとか言ったらどうなるかな？　ニュースを規制しようって話になるのかな？　しないよね。大人おとなは子供にはあれは見るな、これはするなって我が慢まんさせるくせに、自分たちの欲望を抑おさえたりはしないからね。ひひひひひ」

「やめて！」

　耐たえきれずほのかが立ち上がった。

「じゃあ、キミから死ぬかい？」

　唇くちびるが三日月に歪ゆがむ。彼女の顔に浮うかぶ恐きよう怖ふを味わうかのように舌なめずりをした。

　最悪だ、と健太は思った。コイツは最悪だ。

「…………」

　ほのかはしばしためらって、そして、うなずいた。

「弥生さん！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、健太は次の一言も口走っていたのだ。

「僕からやれ！」

　え……。

　言った本人が一番自分の言葉に驚おどろいた。

　目と口をぽかりと開け、信じられないような顔をする。

「ちょっ……」

　前言を撤てつ回かいせねばと口を開く。だが、その先が言えない。

（訂てい正せいしなくちゃ殺されちゃうよ！）

　でも言えない。言いたくない。

「カッコつけるなよ。足が震ふるえてるくせに」

「うう……」

　言い返せない健太を見て、Ａは薄うすい唇くちびるを歪ゆがめた。

「だったらここまで歩いてこいよ。……ふん、できないだろ。お前みたいに見てくれのいいヤツは口先だけはいいこと言って女の前でカッコつけるからな。本気で助ける気もないくせによ。いいから黙だまって座すわってな。そしたらお前だけは殺さないでやってもいいぜ」

　健太はわずかに首を巡めぐらせて、ほのかを見た。

　小さな顔を横に振ふって、健太のシャツをつかむ。行かせまいと、首を振る。

「…………！」

　ダンッ！

　床ゆかを踏ふみ抜ぬくような足音と共に、健太は一歩踏み出していた。

（僕ぼくは何をやってるんだ!?）

　今すぐ止まれ、引き返せと理性がサイレンを鳴らしていた。

　でも足は進む。止まらない。

　確かに怖こわい。恐きよう怖ふしかない。

　でも、女の子を犠ぎ牲せいにして自分は助かろうだなんて情けないヤツにはなりたくない。

　それだけだった。

「てめえ、ホントに殺すぞ！」

　Ａが激げき怒どした。

　席を立つと、ナイフの矛ほこ先さきを健太に向けた。

　窓の外には新宿の高層ビル群。

　ウィンドウに反射された陽光がバスの中に射さし込んで、銀の刃やいばがギラリと光る。

　その輝かがやきが、健太めがけて突とつ進しんした。吸い込まれるように、貫つらぬくように、突つき進んだ。

　そして──、

　ダンッ……！

　似ているけれど、違ちがう音がして。

　火薬の匂におい──それが、先ほどの女の子が手にしているモノから漂ただよっていることに気づく。

「あたしがしばらく留守にしてるうちに、日本もずいぶん危ない国になったもんね」

　拳けん銃じゆうを握にぎる彼女が、言った。

「な、なっ……！」

　Ａの顔が驚きよう愕がくに引きつる。

　彼だけじゃない、みんなだ。

　彼女は慣れた手つきで、天てん井じようへ向けていたベレッタの銃じゆう口こうを彼に向けた。

「器物損害、拉ら致ち監かん禁きん、暴行傷害、殺人未み遂すい、脅きよう迫はく、交通妨ぼう害がい、未成年者略取でアンタ、現行犯逮たい捕ほよ」

「お、お前だって、銃持ってるだろーが！」

「あら、知らないの？　あたしはいいのよ」

「ふ、ふざけるな！」

「アンタ、ニュースよく見てるんじゃなかったの？」

　彼女は肩かたをすくめて、大げさに呆あきれてみせた。

「ナイフ、拾っていなさいよ」

　言われてはじめて、Ａはナイフを落としていたことに気づいたようだった。

　あわてて拾い上げる。だがもう、彼の顔は焦あせりの汗あせでべとべとになっていた。

　健太は尻しりもちをついていた。避よけようと身を捻ひねったところまでは覚えているのだが、気づいた時には腰こしが抜ぬけていた。九死に一生を得たからか、それとも彼女の手にある銃に驚おどろいたからか。

　彼女が一歩進み出た。男は一歩退く。

　何歩か繰くり返すうちに、彼女は健太の隣となりに立っていた。

「あ、ありがとう」

「下がって」

　励はげますような笑えみ。その凛り々りしさが、あまりにも絵になる。

「ひ、卑ひ怯きようだぞ！」

　そして、それをぶち壊こわす見苦しい一言。

「よく言うわ、人質取っといて」

「うるさいっ！　僕ぼくは間ま違ちがってなんかない！」

　ナイフを握にぎる手がぶるぶると震ふるえていた。

「逆ギレ？」

「僕の邪じや魔まをするな！」

　言っていることが支し離り滅めつ裂れつだ。

（ヤバイ！）

　健太でさえわかる。人間、キレた時が一番危ないと。

　なのに！

「安心しな。アンタごときを相手にするなら、これで充じゆう分ぶんよ」

　そう言って彼女はベレッタを──、捨てたのだ!!

「何いッ！」

　誰だれが叫さけんだかわからない。誰が叫んだとしても間ま違ちがいではなかった。

「来な」

　と、彼女は人差し指と中指を立てて彼を誘さそった。

「な、な、な！」

　怒ど鳴なろうとして、健太は絶句した。

　何を考えているのか!!　なんでそんな馬ば鹿かみたいなことができるのか!?

　みたいな、じゃない。

　馬鹿だ。

　完全無欠の大馬鹿だ！　自分から命を危険にさらすようなことを。

　けれども彼女は健太を守るように前に出る。その時だ。

　──トラトラトラ。

　そうつぶやくのが、聞こえた。

　彼女の顔はもう、笑っていなかった。

　鋭するどい眼光を浮うかべると、軽く床ゆかを蹴けり、体格にしておよそ倍はある男に向かっていく。

「そんなに人を殺したいなら、自殺すればいいじゃない、自殺」

「世の中が狂くるってるって教えるのが僕ぼくの使命なんだよ！」

「世の中、とんだボランティアがあるものね」

「黙だまれッ！」

　Ａは鼻息荒あらく吠ほえた。

　銃じゆうさえなければ、年も低ければ腕うでも細い、ただの女ガキだ。

　そしてコイツの銃を手に入れれば、自分を抑よく圧あつする者はさらにいなくなる。

（もっと自由になれる！）

　男はそんな衝しよう動どうをナイフに込めて、彼女の頭上に──振ふり下ろした！

「ああっ！」

　叫んだのは健太だった。思わず目をつぶる。それでも最悪の光景が脳のう裏りに弾はじけた。

　音はない。悲鳴もない。

　健太は恐おそる恐る──、目を開いた。

「ああ……」

　悲鳴のような声がもれる。

　凶きよう刃じんは彼女の中に深々と埋うまっていたからだ。

「そ、そんな──」

　健太は絶句する。

　彼女がしっかりと笑えんでいたからだ。

「馬ば鹿かな……」

　健太の目がこれ以上ないほど見開かれる。

　驚おどろくべきことに、彼女の手のひらには血の一ひと滴しずくも浮うかばず、彼女を貫つらぬくはずだった刃やいばは、彼女の人差し指と中指にしっかりと挟はさまれていたからだ。

「真しん剣けん白刃取りっ!?」

「違ちがうなあ、日本のは両手を使うヤツでしょ？」

　彼女は軽く指をひねった。指先だけでＡの手はひねられ、ナイフは宙を舞まった。

　カツーン、と乾かわいた音がして、床ゆかを滑すべる。

　武器を失ったＡの顔が凍こおり付いていた。武器を持たない彼女は冷たいまなざしを向けた。

「狂くるってるのが、アンタか世の中かは置いといて──」

　そう言って、彼女が息をついた一いつ瞬しゆんだった。

　左手で男の左手首をつかんだ彼女は、腕うでの細さからは想像もつかない力で男を左へ引き寄せて、右足ごと腰こしをひねった。軸じく足あしは左だ。引き込まれた男の上半身は完全に崩くずれていた。あとは投手が振ふりかぶる要領で、限界までひねられた腰と足が溜ため込んだ爆ばく発はつ的てきな破は壊かい力りよくを相手の喉のど元もとに叩たたき込むだけだ。

「ぴぎゃああああ！」

　豚ぶたの悲鳴のような叫びが聞こえ──。

　肉は宙を舞い、無様な姿で床へ散った。

　やれやれ、と言いたげな顔つきで彼女は髪かみをかきあげる。

　後ろで結んだポニーテールが、かろやかに踊おどった。

「他人に迷めい惑わくかけた時点で、アンタは終わってんのよ」

「……あ、あう」

　Ａは気絶した。

　赤あかん坊ぼうが泣きはじめた。まるで今まで我が慢まんしていたかのようにぎゃんぎゃんと。

　それを見て、ほのかが笑った。つられて忍も笑った。

　健太はそれどころではなかった。

　尻しりもちをついていた彼の目の前には、新宿駅前の巨きよ大だいスクリーンがあった。

　その映像の中に彼女が立っているのだ。ナイフを指で受け止めた彼女が。

　それはニュースとかで何度か見たことのある映像だった。

　内閣が発足する時に、大臣たちが首相官かん邸ていの正面階段に勢せい揃ぞろいする記念撮さつ影えいの一場面。

　その最前列、その中央にいるのが──。

「キ、キミは……!?」

　わけがわからず健太の指がスクリーンと彼女を行き来する。

　彼女は口元に笑えみを浮うかべながら、言った。

「第九十代日本国首相、折おり原はらのえる──この国の総理大臣よ」

「はあっ!?」

　彼女の台詞せりふに、ひときわ声をあげたのは健太だった。

　健太だけじゃない。ほのかも忍も、ついでに赤あかん坊ぼうをあやしている女性も目を丸くしていた。

　Ａは気絶したのか、反応はない。

「今朝けさのニュース見てないの？　ダメねえ」
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「キミいくつだよ！　子供が総理大臣になんかなれるわけないだろ!!」

「現実を直視しなさいよ、ほれほれ」

　と、ＡＬＴＡビルの巨大スクリーンを指す。

　そこにははっきりと、あまりニュースは見ない健太でも顔を知っているぐらい有名な政治家たちに囲まれた彼女の姿があったのだ。

「う……うう」

「それに健ちゃん、『キミ』はないんじゃない？　せっかくの再会なのに」

「再会？」

　戸と惑まどう健太に、彼女は落ちていた携けい帯たいを拾って渡わたしてくれた。

「ちゃんとつけててくれたんだ」

　ドラえもんのストラップを見て、微笑ほほえむ。

「え──？」

　健太の目が点になる。

「なんだ、あたしだと気づいて、助けようとしてくれてたんじゃなかったんだ」

　当てが外れたような顔をした彼女は、耳から耳みみ栓せんのようなものを取り出した。それはイヤプラグといって、マイクとイヤホンが一つになった通信機だ。

　いっぽう健太はようやく彼女の正体にたどり着いていた。

「の、のえるっ!?」

　彼女は笑え顔がおでうなずいた。

　言い忘れていたことがあったのか、のえるはイヤプラグに向かって喋しやべりかける。大きさは親指のツメほどしかないが、送受信可能な通話機能のついたイヤプラグなのだ。

「作戦終しゆう了りよう、被ひ害がい者しやはゼロ……じゃなくて、赤ちゃんが一人泣いてるわ。狙そ撃げき部隊は撤てつ収しゆう。犯人用に救急車を用意して」

　思わず、健太は窓の外を見回した。

　これまで自分のことでいっぱいいっぱいで気づかなかったのだが、いつのまにか新宿東口前に停車していたバスの周囲は、警官隊によって幾いく重えにも幾重にも取り囲まれていたのだ。周囲のビルを見み渡わたせば、いくつかの窓から、キラリと光る何かが見えたりもした。

「まあ、中国もはるばる奥おく地ちの秘境で絶技をマスターしてきたあたしには、ナイフなんて怖こわくもなんともないんだけれど」

「……なんだよそれ」

「知らないの？　気功を使って……」

「そうじゃなくて、なんでそんな凄すごいことがキミにできるのさ！　五年も離はなれてないのに！」

「中国にいたのは半月ほどだったかしら」

「……はいはい、もういいよ。今のは見なかったことにするからさ」

「それに今の医学なら、取れても二時間ぐらいで、指ってくっつけられるのよ」

「そういう問題じゃないだろ～っ！」

　健太は思いきり怒ど鳴なった。

　そんな軽はずみな安心感で彼女が刃は物ものに向かっていったのかと思った途と端たん、冷ひや汗あせがどっと出た。

「人間の身体からだはおもちゃじゃないんだから！　くっつくんだったら取れてもいいだなんて考えないでよ！」

　のえるは何も変わっていない。昔となにも変わっていない。

　心配になるぐらいに。

　かたや、健太に怒おこられるのは意外だったのか、のえるはふくれた。

「なによぅ、あたしは命の恩人なのよ。常識的に考えて感謝されるべきなんじゃないのぉ？」

「あんな非常識なことしといて、よく言うよ！　まったく……中学生になって、ちっとは大人おとなしくなってるかと思ったけど、キミは本っ当に相変わらずだね！」

　と、心配そうに彼女の手を見る。

「ほら、ナイフ止めた指、皮ひ膚ふが切れてるじゃないか！」

　言って、もう一度手を見る。

「血っ！」

　たちまち目を回して、健太は気絶した。

「健ちゃんも相変わらずだね……」

　のえるは肩かたをすくめた。




　　　　○




　荒あらっぽいゆりかごに揺ゆられているような夢見心地ごこちの中で、健太は目覚めた。

「あ、起きた？」

　健太の目の前に飛び込んだのは、のえるの優やさしげな笑え顔がおだった。

　後頭部の温かくて柔やわらかい感かん触しよく。自分が横になっているという重力感。

　膝ひざ枕まくらっ!?

　健太は慌あわてて飛び起きた。

（恥はずかしい……）

　自分が気絶してたことにも、（のえるとはいえ）女の子に膝枕されていたことにも。

「こ、ここは？」

「リムジンよ」

　自分やのえるぐらいなら四人は並んで座すわれるふかふかのシートが向かい合うように配置されていて、その向こうが運転席になっている。座席と運転席の間は硬かたい壁かべで隔へだてられていて、声はおろか銃じゆう弾だんも通さない構造だ。

　向かいのシートには毛並みのいいペルシャ猫ねこが一匹ぴき、専用のソファであくびをしている。

　なんだか生意気そうな顔をして、健太を値ね踏ぶみするように見つめている。

「お金、大だい丈じよう夫ぶなの？　こんな車」

「だから言ったでしょ、総理大臣になったって」

「なに馬ば鹿かなコト言ってんだよ！　中学生が総理になれるわけないだろ！　確か──総理大臣になるには、国会議員にならないといけなくて、国会議員になるには選挙に当選しなくちゃいけなくて、選挙に立候補できるのは二十五歳とか三十歳とか、どっちだったか忘れたけど、とにかく大人おとなになってからなんだよ。それぐらい僕ぼくでも知ってるよ」

「そんなこと書いてあったっけ？」

　と、のえるはラックにあった本を見た。『ポケット六法』とある。その名の通り、手のひらサイズに収まるよう、基本的な法律だけを集めた六法全書だ。

　のえるに本を渡わたされ、健太はページをめくった。





　公職選挙法　第十条

　被ひ選挙権（国、都道府県、市町村選挙に立候補する資格）について






　これだ！

「いいか、ここにちゃんと書いて……」

　健太は条文を読み上げようとした。

　が、

「ないっ！」

　そこには「選挙に対するすべての年ねん齢れい制限を撤てつ廃ぱいする」という文字だけが、躍おどっていたのだ。

　あぜんとする健太に、のえるは言ってのけた。

「変わったのよ日本は」

「そんな馬ば鹿かな……」

　のえるが心配げな顔をして訊たずねた。

「健ちゃんって、つらいことがあると現実逃とう避ひするタイプ？」

「なに言ってんだよ！　なんで中学生が総理大臣になれるんだよ！　おかしい！　絶対におかしいよ！　のえるがなんて言ったっておかしい！」

「あたしがおかしい？　失礼ねーっ」

「充じゆう分ぶんおかしいよ！　こんなことありえるわけがない。ああ、僕は夢を見てるんだ……」

「あ、現実とーひしてる」

「こんな現実あるもんか！」

「じゃ、なんであたしたちがこんな車に乗ってるの？　あたしがコレ持ってても平気な理由わけは？」

　のえるはホルスターからベレッタを取り出してみせた。

「そうだよ！　なんで平気なんだよ！」

「教えて欲しい？」

　健太はうなずく。何度も何度もうなずく。

「実はねえ……」

　のえるは息をひそめた。

　真しん剣けんな顔をするので、ごくり、と健太は息を吞のんだ。

「ある朝、机の引き出しがいきなり飛び出して、その中からネコ型ロボットが……」

「ドラえもんじゃないか～っ！」

「そーよっ！　あたしのところにも、ついにドラちゃんがやってきたの！」

　はしゃぐのえる。

　あほらし、と健太は言い捨てた。

「わかったよ。しばらく会わないうちにのえるは現実と妄もう想そうの区別もつかない可哀かわい想そうな女の子になってしまったんだね……」

　すると、

「さっきから聞いていると、人のことをおかしいだとか妄想だとか、ずいぶんと失礼な口を利きくガキだな」

　えっ、と健太の目が丸くなった。

　目の前にいる猫ねこが、喋しやべった気がしたからだ。

「俺おれが喋っちゃ悪いのか？」

「ネコが！　喋った!?」

「あ、そか、まだ話してなかったわね。彼があたしのドラちゃんよ」

「その呼び方はやめろっていうのに」

　猫は機き嫌げん悪げにヒゲを揺ゆらす。

「ネ、ネコが！」

　さっきから健太は驚おどろきっぱなしだ。

「そう、ある日、机の引き出しからね、ネコが……」

「どっから飛び出したっていいよ！　なんでネコが喋るんだよ！」

「自分だって喋れるのに、ネコが喋るのは変なの？」

「一いつ緒しよにしないでよ。変に決まってるだろ！」

「のえる、コイツやっぱり嫌きらいだ」

「まーまー、健ちゃんは変わり者だってことで許してよ」

「なんで僕ぼくが変わり者になるんだっ!?」

　健太は立ち上がった。そして天てん井じように頭をぶつけた。

「痛つぅ……」

　防ぼう弾だん仕様の天井は特別固かった。ふんだりけったりだ。

「アタマ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……いっそおかしくなってしまいたいよ」

「まーまー、健ちゃん。喋しやべるぐらいなによ、そんなに慌あわてふためくなんて彼に失礼じゃない？　みんな地球の仲間よ。心は大きく持たなくちゃ」

「わかったよ、驚おどろかないよ、ごめん。いったい何者なのさ」

「悪あく魔ま」

「なんだそりゃーっ！」

　目め一いつ杯ぱい驚いた。

「あ、健ちゃん、噓うそついた」

「驚くよ、そりゃ！」

「なに言ってんの、二十一世紀はドラちゃんが生まれる時代よ。どんな不思議なことが起こってもおかしくない時代なのよ」

「おかしいよ！　それにドラえもんは二十二世紀だろ！」

「そだっけ？」

「二千百十二年だろ、百年も先だよ……」

　あれ、とのえるは首を傾かしげると、

「まあ、たかだか百年の違ちがいよ。地球の歴史にくらべれば誤差よ誤差」

「誤差なのかな……？」

「健ちゃん知ってるでしょ？　あたしが昔っからドラちゃんが大好きだって」

「悪魔って言ったじゃないか！」

「そう、何でも願い事を叶かなえてくれるのよ♪」

「あうあう」

　健太は頭を抱かかえた。

「絶対変だよ！　ネコが喋って、悪魔で、魔ま法ほうが使えるなんて。変だよ、変すぎ！　のえるはなんでそんなにあっさりと受け入れられるのさ！」

「だって、総理大臣になれちゃったんだもの。信じるしかないじゃない」

「そういう論法で来るんだね……」

　がっくりと肩かたを落とす。

「わかったよ。わかんないけどわかったことにするから、ちゃんと彼のこと紹しよう介かいして」

「彼の名はメフィ。魂たましいと引き替かえに一つだけ願い事を叶かなえてくれるの」

「そんなドラえもんがいるかーっ!!」

「似てるじゃない、ネコとか」

「それだけじゃないか！」

「さっきから健ちゃん、怒ど鳴なってばかりだよ」

「驚おどろきもするよ！　っていうか、それで頼たのんだの？　のえる、魂ってわかる？　命のことなんだよ。のえるは命と引き替えに総理大臣になりたいって言ったの？　そんなつまんない願い事を……」

「言わないよぅ」

　のえるは笑った。

「あたしがそんなくだらない願い事するわけないじゃない。バカねえ」

　健太は胸をなでおろした。

　思えば、のえるのことで健太がホッとしたのはこれが初めてかもしれない。

「そ、そうだよね！　いくらのえるが誇こ大だい妄もう想そう狂きようでも、底そこ抜ぬけのおバカでも、パッパラパーの変人でも、そんなこと言ったりしないよねえ。──で、なんて言ったの？」

「世界を支配する王になりたいって」

「もっとひどいじゃないか～っ！」

「そしたら、現実にないモノはダメなんだってーっ」

　つまんなそうに口を尖とがらせる。

　健太はメフィを見た。コクリとうなずかれてしまい、がっくりする。

（ホントにそんなこと言ったんだ……）

　健太は悪あく魔まのキマリに感謝した。

「で、まあ、のえるさんは妥だ協きようして、総理大臣になることにしたわけよ」

「したわけって、そんなのインチキじゃないか！　魔ま法ほうで総理になるなんて！」

「インチキって何？　じゃ、お金で選挙の票を買うのはいいわけ？　ホテルに爺じいさん連中が集まって、次の総理をひそひそ裏で決めるのはいーわけ？　どーなのよ？」

「なんで悪い例ばかりあげるのさ！」

「面おも白しろいから」

「面白かったらいいの!?　命あげちゃっても」

「いいかも？」

　イタズラっぽい目をし、からかうように笑う。

「よくないよっ！」

「あげてないわよ、魂たましい」

「だってさっき」

「一ヶ月はお試ためし期間なんだって」

「オタメシぃ？」

「信用できないって言ったら、自分の魔ま法ほうが魂と引き替かえにする価値があるのかどうか、一ヶ月試してから決めればいいって。ねー、メフィ」

「なんか騙だまされてないか……？」

「失礼な。お前たち人間と一いつ緒しよにするな。悪魔オレは一度結んだ契けい約やくを破ることなどしない」

　見下すような目つきを健太に向ける。

「う……」

「まーまー。二人とも仲良く仲良く。健ちゃんもさ、たまたまあたしに目を付けられてなかったら、バスジャックの一件だってどうなってたかわからないのよ」

「そ、そうだよ！　なんだよアレは!!」

　健太は思い出したように訊たずねた。

「プレゼントに送ったストラップがあったでしょ？」

「光るヤツだろ？」

　携けい帯たい電話は常に自分の位置情報を基地局と交こう換かんしている。その時に出る微び弱じやくな電流で点てん滅めつしている。そんなことは健太も知っている。

「あれ、発信器なの」

　受信じゃなくて、発信してたのか！

「健ちゃんには護衛ＳＰをつけてたのよ。そしたら連れん絡らくが入って、あたしのほうからバス会社に連絡して、運転手に停留所で停とめるように言って、乗り込んだってわけ」

「じゃ、なに？　何日か前から僕ぼくをストーカーしてた連中ってのは警察だったわけ？　のえるが差し向けた」

「ストーカーじゃないわ、護衛よ」

「怖こわかったんだよ！　夜な夜な屋根裏から変な音したり、外からのぞかれてたり」

「バレてたの？　ダメねえ、日本の警察も」

「反省する方向性が違ちがうだろ！」

　あははは、とのえるに笑われ、健太はがっくりと肩かたを落とした。

（もう一度気絶したい……）

　心からそう思った。

　全部夢だったら、どんなにいいだろう。

　しかしリムジンは彼の願いをあっさりと踏ふみにじって総理官かん邸ていへとすべりこんでいった。

　あぁ。




　　　　○




　総理官邸には専用の会見室がある。

　学校の体育館を半分ほどにした空間に、世界各国のジャーナリストが詰つめかけている。

　そこから少し離はなれたところに控ひかえ室しつはある。

　のえるはいよいよ総理就任初の記者会見に挑いどむところだった。

「緊きん張ちようする……」

　なぜか健太が言う。隣となりにいる女の子の十倍は動どう揺ようしていた。

「心配してくれてるの？」

　のえるが嬉うれしそうに聞いてくる。こちらには緊張のかけらもない。

「いや、心配って言えば、キミのすべてが心配なんだけど……」

「失礼ねー。あたしだって緊張してるんだから。もうどきどきして、どきどきして……」

「はいはい」

　相手にしない。

「あ、信じてないなあ～。だったら確かめてみなさいよ」

　と、のえるは胸を突つき出してきた。

　仕し草ぐさこそ、昔とおなじノリだったが、そこには幼よう稚ち園えん児じだったのえるにはなかったふくらみがあった。

「…………っ！」

　健太は焦あせった。焦りまくった。

　のえるが思いきり身体からだを近づけてきたから、かすかな匂においがして、それでもう体中の血液が頭のてっぺんに駆かけ上がって、血管が爆ばく発はつしそうになってしまう。

「い、いいよっ！」

　顔を真まっ赤かにさせた健太を見て、のえるはクスクスと笑った。

（絶対からかわれてる……）

　悔くやしいのに、甘あま酸ずっぱいような気持ちにもなって、健太は何も言い返せなくなる。

　昔からだ。

　のえるには絶対頭が上がらない。

　とはいっても、弱味を握にぎられているわけでも、腕うでっぷしで屈くつ服ぷくさせられてるわけでもない。もちろん彼女が好きなわけでもない。さっきはキレイだ美人だとドキドキしたけれど、中身がのえるとわかった途と端たんにどうでもよくなった。

　どんなにかわいくても、奇き人じん変人はごめんだ。

（というか、のえるにとって僕ぼくはおもちゃなんだから）

　のえるはとにかく人を驚おどろかせたり、大人おとなに怒おこられるようなことをするのが大好きだった。

　男子の制服を好んで着てみたり、ノートを最後のページから使い始めたりするのが好きで、十枚の作文と言われれば原げん稿こう用紙を十枚にちぎって提出してみたり、絵を一枚描かいてこいと言われれば画用紙を百枚くっつけてみたりする（それでいて絵は、真ん中の一枚にちっちゃく野球のグローブとボールが描いてあるだけだったりする……）。

　そして僕は女子の服を着せられたり、文章を下から上に書けと強制されたり、十枚は十枚でもマス目をはみだした巨きよ大だいな字を一文字一枚で「と」「て」「も」「お」「も」「し」「ろ」「か」「っ」「た」「。」という作文を提出させられたり、真夜中の体育館に忍しのび込んで画用紙を百枚張りつける作業を手伝わされたりする（そして叱しかられる）。

　それがまあ彼女の中の切実なる動機から発するものなら協力の甲斐かいもある。誰だれかを助けるためとか、寂さびしさを紛まぎらわすためとか、よくわからないけど社会に対する反はん抗こうとか、そんなものがあれば叱られ甲斐もあるだろう。

　ないんだ。

「面おも白しろいかなあ、と思って」

　これだけなんだ。

　さっきのえるがリムジンで同じことを言って、わかった。

（のえるは何も変わってない……）

　そして僕はただの思いつきに巻き込まれ、叱られる。それなのにのえるは僕が縮み上がってるそばで笑ってて、懲こりもせず新しいイタズラを考えては同じことを繰くり返し、しまいには、

『オレより強いヤツに会いに行く』

　と言って、日本を旅立ってしまったのだ（マジで）。

　小学四年生のことである。

　海外で活動している両親のもとへ向かったということになっているのだが、考古学者をしている彼女のお父さんも、冒ぼう険けん家かをしている彼女のお母さんも、中国に行ったという話は聞いてない。

　悪あく魔まの存在とか、魔法の存在を信じるかどうかはさておいて、これだけは断言できた。

「面おも白しろ半分で総理やろうとしてるだろ？」

「まっさかぁ、マジメもマジメ、大マジメよぉ」

　絶対ウソだ……。

「もう大人おとなにはこの国を任せておけない、ってよく言うじゃない。あはは」

「あははって何だよ！　ちっともマジメに考えてないじゃないか！」

　すると、のえるはしたり顔で言う。

「誰だれかが日本を変えなくちゃいけないのよ」

「やめてくれ！　頼たのむからキミが変えるのだけはやめてくれ！　男子の制服で登校してみたら面白そうってノリで政治をされてたまるもんか！」

　のえるは答えず、むふふふふ、と噂うわさ好きなおばさんのように口元に手を当て、笑うだけだ。

（何か企たくらんでる！　絶対なにか企んでる！）

「総理、お時間です」

「じゃ、行ってくるね～」

　そう言って、飛び出していった。

「激しく心配だ……」

　健太はしみじみとつぶやいた。




　控ひかえ室しつから会見室までは細長い廊ろう下かで十メートルもない。

「総理、これを」

「どうしたの？　白峰大臣」

　一見したところ、ふてぶてしいという形容詞がぴったりの男は、折原内閣でも引き続き厚生労働大臣を務めることになった白峰誠せい志し郎ろうであった。

「厚生労働問題で質問されそうな項こう目もくと回答のリストです。参考にしていただければと」

「気が利きくわね」

「それほどでも」

「でも、いらないわ」

　と、のえるはファイルを返した。

　これには白峰が驚おどろいた。

「僭せん越えつですが、メモがなければ、知らないことを聞かれた時にいらぬ恥はじを……」

「覚えてる時間ないし」

　あっさりと一言。のえるは小走りに会見場へ飛び込んでいった。

「総理っ！」

　彼の声は、彼女を包み込んだ光の渦うずのようなフラッシュに阻はばまれて、届かなかった。




　世界各国のカメラが彼女を凝ぎよう視しする。

　プレスルームは立りつ錐すいの余地もないほどの報ほう道どう陣じんによって埋うめ尽つくされていた。

　世界第二位の経済規模を誇ほこる日本、そのスケールゆえに、繁はん栄えいしようと没ぼつ落らくしようと世界に影えい響きようを及およぼす国家。その未来が十四歳の少女に委ゆだねられてしまったのだ。

　折原のえるは、何を土台とし、何を考え、何をしようとしているのか。

　世界中の目と耳が、ＴＶで、ラジオで、インターネットで彼女に注目していた。

　そんな有形無形の視線を浴びてもなお、彼女は落ち着き払はらった様子で、こほん、と一度咳せき払ばらいをすると、

「たぶん、聞きたいことが山ほどあるんじゃないかしら」

　と、報道陣に質問をうながした。たちまち百を超こえる手が上がる。

　最初にマイクを渡わたされたのは、国内の新聞社だった。

「鈴すず原はらです」

　その粘ねばついた声に、報道陣の中に小さなどよめきが走った。

　マイクを握にぎった男は、見るからに神経質そうな顔をした中年だった。

　鈴原は政府を攻こう撃げきすることがジャーナリストに課せられた唯ゆい一いつ無二の使命なのだと信じて疑わないタイプの人間で、これまで数々の政権が彼のペンによって支持率を落とし、崩ほう壊かいへの道を転がり落ちていった。

　だから彼にマイクが渡された時に起きたどよめきは、十四歳の少女に対する同情だった。

　人を小こ馬ば鹿かにした口く調ちようで、鈴原が訊たずねた。

「折原内閣はどんな政治をするつもりなのか、お聞かせください」

　これが彼の十八番おはこだった。

　一見、誰だれにでもできるような、そして誰にでも答えられるような質問にみえるが、実はそれこそが彼の罠わなであり、底なし沼ぬまへの誘さそいだった。

「減税する」と言えば選挙目当ての人気取り政策だと叩たたき、「増税する」と言えば国民生活を圧あつ迫ぱくする暴政なのだと叩く。「福ふく祉しを充じゆう実じつさせる」と言えば財源をどこから手に入れるのかと攻こう撃げきし、「公務員を削さく減げんする」と言えば行政サービスが低下すると切りかえす。

　結局、上流に橋をかければ下流の住民から文句が出て、下流に橋をかければ上流の住民から怒おこられる。それで中流に橋をかけることにしたら上流と下流から責められる。それが政治というもので、屁へ理り屈くつを持ち出せば何にでも文句をつけられるものなのだ。

　初老にさしかかった百ひやく戦せん錬れん磨まの政治家ですら鈴原の罠わなに気づかず、反論をするたびに逆を衝つかれ、最終的には「○×政権の政策は矛む盾じゆんだらけ！」と致ち命めい的てきなレッテルを貼はられて自じ滅めつしていった。ましてや十四歳の少女なら。

　だから鈴原は、何も知らない子こ狐ぎつねが罠にかかる瞬しゆん間かんを今か今かと舌なめずりしながら待ちうける猟りよう師しのような快感にあり、彼を知る者たちにしてみれば、笑え顔がおを見せながら質問に答えようとするのえるを見て、「子供なりに知ち恵えをひねったアイデアに自信満々なんだろうけど……」とか「何も知らないでかわいそうに……」といった感情を抱いだくのだった。

　しかし、総理はあっけらかんと言った。

「考えてません♡」

　この場にいるすべての人間が固まった。

　世界中が凍こおりついた。

　鈴原ですら頭が真っ白になり、二の句を継つぐことができずにいた。

「さあ、次の質問は？」

　後はもう彼女のペース。

　ワンマンショーの始まりだった。




Ｑ．総理のこれまでの経歴を教えてください

Ａ．父は考古学者、母は冒ぼう険けん家か。世界を回っているうちに十四歳になってた

Ｑ．総理大臣にしかできないコトとは？

Ａ．戦争

Ｑ．常識的な範はん囲いで何か

Ａ．戦車で秋名峠とうげを爆ばく走そうしてランエボをブチ抜ぬいてみたい。最終的には砲ほう撃げきも可

Ｑ．自衛隊についてどう思うか

Ａ．国が軍隊を持つのがダメなら、あたしが貰もらってあげてもいい

Ｑ．総理大臣に必要とされるものは？

Ａ．国民を騙だますテクニック

Ｑ．学業との掛かけ持もちは可能なのか？

Ａ．不登校するから大だい丈じよう夫ぶ

Ｑ．教育の荒こう廃はいをどう改善していきたいか

Ａ．月火水木金土日だと、五日も勉強しないと休みにならないから、木金を減らして、一週間を月火水土日にしてみたい。ついでに休みの日は学校で自由に遊べるといい

Ｑ．あ、あの……総理を目指した動機は？

Ａ．悪いことしても逮たい捕ほされないから

Ｑ．総理としてやってみたいことは……

Ａ．お金かね儲もうけ！　賄わい賂ろ大だい歓かん迎げい！




　たまらず健太が飛び出した。

「そんな就任会見があるか～～～っ！」

「あら、健ちゃん」

「賄賂大歓迎って！　そんな総理大臣があるか！」

「大勢いたと思うんだけど……」

「悪い大人おとなの真似まねしてどうするんだよッ！」

　突とつ然ぜん舞ぶ台たい袖そでから現れて総理に嚙かみ付く少年に、報ほう道どう陣じんから質問が飛んだ。

「いい機会だし、紹しよう介かいするわ」

　のえるは健太の腕うでを引き、笑顔いっぱいで発表した。

「あたしの婚こん約やく者しやの長谷川健太くんよ」

「えええええええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

　みんな驚おどろいた。

　健太が一番驚いた。

　した覚えがないからだ。




　　　　○




「はっ！」

　健太は目覚めた。

　小鳥のさえずり、カーテン越ごしに届くまぶしい朝日、ベッドの上の自分、見なれた空間、六畳じようほどの自分の部へ屋や。生まれて何回体験したか覚えてないほど平へい凡ぼんな朝。

「ゆ、夢……？」

　じっと手を見る。脂あぶら汗あせが浮うかんでいた。

　悪夢だものな……。脂汗ぐらい出るよな……。

　健太は解放された幸せを嚙かみしめるようにつぶやいた。

「良かったぁ、夢で……」

「どんな夢見てたの？」

「のえるが総理大臣になるっていうバカな夢だよ。もー、ホントにバカバカしくってさ。そんな話現実にあるわけが──」

　あったんだ……。

　彼女は勝手に人の部屋に上がり込んでいて、勝手に人の椅い子すに座すわっていて、勝手に僕ぼくの本ほん棚だなから取り出したアルバムを、勝手にパラパラとめくっていたのだ。

　健太はベッドから飛び起きた。

「な、な、なんで、キミがいるんだよ！」

「だって、夏休みの間しか総理でいられないのに、首相官かん邸ていから前の総理追い出しちゃ悪いでしょ？」

　ひどくまともな事を言うので健太は面くらう。

「どしたの？　変な顔して」

「あ、いや、のえるが常識を口にするからびっくりして」

「誉ほめてくれてるんだ♪」

「誉めてないって……」

　健太はあきらめるように首を振ふった。

　夏休みの間だけ我が慢まんすればいいことだ。たいしたことない。今年の夏はいつもと違ちがう体験ができるって考えれば、何だか得した気分になるではないか。

　ものは考えようだな、と思いながら健太は新鮮な朝の空気を吸おうと、窓を開けた。

「うーん、気持ちい……」

　言い終える間もなく、玄げん関かん前にひしめくマスコミが一いつ斉せいにフラッシュを焚たきはじめた。

　ＴＶカメラもある。アナウンサーらしき女性が何人も一斉にしゃべり出して、何を言っているのかもわからない。

（今年の夏は嫌いやな体験ができそうだ……）

　健太はうんざりとした顔で、窓を閉めた。




「のえるちゃんのご両親は海外にいるんだから、ウチで泊とめてあげて何が悪いの」

　息子むすこの不満に、母はまったく取り合おうとはしなかった。

「おばさんありがとー」

　十四歳と三十四歳。なのに二人は気の合う双子ふたごのようだ。

　はぁ、と健太はため息をついた。

（忘れてた……。のえると母さんは昔っから仲良かったんだよな……）

　平へい凡ぼんなサラリーマンであるところの父と、平凡な専業主婦であるところの母、そして平凡な男の子であるところの自分、そして平凡から最もかけ離はなれたところにいるのえるが一つのテーブルを囲みながら朝食を摂とっている。

　どういうきっかけで両親が考古学者と冒ぼう険けん家か夫妻と親友になったのか、健太もよくは知らない。しかし、そのせいで自分はのえるに幼い頃ころから付き合わされることになり、様々な悲喜劇を生んできたわけだ（悲劇＝自分、喜劇＝のえる）。

「はああ……」

　またため息。そんな息子の悩なやみをよそに、母は楽しそうにのえるのためにおかわりのご飯をよそっている。

「のえるちゃんはもちろん大おお盛もりよね」

「もっちろーん！」

「でもおばさん驚おどろいちゃった。知らない間に健太とのえるちゃんが婚こん約やくしてたなんて」

「僕ぼくも驚いたよ」と健太。

「あたしも驚いちゃった」とのえる。

「なぬ？」

　どういう意味だよ、と健太は訊たずねた。

「だって、あたしも健ちゃんと婚約した覚えないし」

「なんだそりゃあああああああああああ！」

　またか！

「またでまかせか！　また口からでまかせか！　またその場の思いつきで適当なことを言ったのか！」

　のえるはケラケラと笑いながら、

「みんな驚くかなーと思って♪　ねっ、驚いたでしょ？」

「そりゃ驚くよ！」

「面おも白しろかったよね」

「そんなの面おも白しろくないよ！　ぜんぜん面白くない！」

「そーかなー？　婚こん約やくってドキドキして、面白いと思うんだけどなァ」

「ハラハラの間ま違ちがいだろ、キミとだと。ヒヤヒヤでも、ビクビクでもいいけど」

「んまー、失礼ねー」

　と、ふくれてみせるものの、のえるはすぐにわははははと笑いだしてしまう。

（頼たのむから嫌いや味みに気づいてよ……）

　途と方ほうもない、健太は途方もない敗北感を覚えるのだった。




　８月２日




　黒い道路はまるでフライパンのようで、吉きち祥じよう寺じ行きのバスを待つ健太をじりじりと焼いていた。空は嫌いやになるほど青く、真夏の太陽の魅み力りよくを存分に伝えてくれる。

　暑い。無性に暑い。

　アスファルトで埋うめ尽つくされた街のどこに六年も潜ひそみ続けていたのか、蟬せみたちは今日も元気に鳴きわめき、憂ゆう鬱うつな気分をいっそう憂鬱にさせてくれる。

　気が滅入めいる理由はいくつかあった。そのひとつが新聞の見出しを飾かざっていた。

「内閣支持率〇％……」

　よく見ると、昨日のえるに意地悪な質問をした鈴原の新聞社だ。

「なんだよ〇％って……」

「〇じゃないよ、〇・八％だよ」

　アイスキャンディをなめていたのえるが口を挟はさんだ。

「同じだよっ！」

「そうよねえ。ここまで来たら完全なゼロを目指すべきよねえ」

「いいの？　それで!?」

「いーんじゃない？　人間大事なのはどう思われてるかじゃなくて、何をするかよ」

「ナニするつもりなんだよ」

　のえるは即そく答とうした。

「お金かね儲もうけ！」

「悪い事は言わない。のえる……今すぐ総辞職しよう」

　健太はがっくりとベンチに座すわり込んだ。

「あぁ、なんでこんなことに……」

　健太にとって、この時間は一日の中でもっとも胸はずむひとときだったはずなのに。

　昨日までは本当にそうだったのに。

「あーあ……」今はため息しか出ない。

「行きたくないの？」

　殊しゆ勝しようにものえるが心配げな顔をする。なんだかわかった風な顔をして、

「そうよねえ。昨日の今日じゃバスに乗るのもつらいよねえ～」

「違ちがうよ！　なに勘かん違ちがいしてるんだよ！　キミのせいだよ！　キミが婚こん約やくだなんて噓うそを言ったから気が重たいんじゃないか！」

「既き成せい事じ実じつをつくればいいの？」

「ちっがーう！」

　自分から余計に汗あせをかくような大声をあげる。

「だいたい、なんでキミが付いてくるんだよ。塾じゆくは関係ないだろ」

「光ちゃんのお見み舞まい連れてってくれるって言ったじゃない」

　入院中の健太の妹のことだ。

　彼女の話題が出た途と端たん、健太は神しん妙みような顔になる。

　それは自分の感情よりも重要なのか、健太は先ほどまでの怒いかりなどまるでなかったように真しん剣けんな面おももちで、のえるを見たのだ。

「言ってなかったけど、光のことだけど……」

　言いかけたところで、バスがきた。

　のえるは、車内にほのかを見つけた健太が乗り込むのをためらった様子を見せたので、

「ほうほう」

　興きよう味み津しん々しんな目で二人を見やると、健太をバスへと押おし込んでやった。




　バスは昨日と同じようにガラガラで、ほのかも忍も昨日と同じ場所に座すわっていた。

　三人は同じ塾に通っている。

　しかし健太は二人から離はなれた、先頭部に腰こしを下ろそうとしたのだ。

「なんで近くに座らないの？」

「いいだろ。どこだって」

　健太はわざと一人席についた。

「キミも座れば？」

　そっぽを向いて言う。一人席ならからまれることもない。そんな意地悪だ。

「うん」

　のえるは健太の前の席を選ぶと、くるりと後ろを向いて正座し、向かい合った。

「う……」

　作戦、崩ほう壊かい。

　健太の顔が一いつ瞬しゆん、情けなさそうに歪ゆがんだ。

　いつもそうだ。何を企たくらんだところで逆転される。

　一瞬で、あっけなく、しかも子供みたいな発想で。

　そんな目に遭あうたびに健太はちょっとのえるを尊敬し、敗北感も覚える。

「ねえ、なんでのえるは──」

「え、なに？」

「ううん、なんでもない」

　健太は首を振ふった。プライドが邪じや魔まをする。

「じゃ、あたしが質問」

「なにさ」

「あの子と付き合ってるの？」

「ち、違ちがうよっ！」

「なんだ、違うんだ」

（そんなにあっさり納なつ得とくされても寂さびしいんだけど……）

　複雑な健太である。

「ね、挨あい拶さつしてきていい？　光ちゃんの入院してる病院って彼女のお父さんが経営しているとこなんでしょ？」

「好きにしなよ」

　するとのえるは唇くちびるに指をあてて、意味ありげに訊たずねてきた。

「いいの？　あたし一人で彼女と話して」

　健太はのえるに付いていくことにした。

　なんでこんなに僕ぼくはのえるの思いのままなんだろう……、とか思いながら。




　ほのかが自分とのえるのことを気にしてない態度を見せてくれたことに、健太はホッとし、がっかりもした。

（ま、僕の存在なんてそんなもんだよな……）

　心の中でため息をつく。

　近くに来てみてわかったのだが、ほのかはどこか元気がない様子だった。

　それはのえるも気づいているようだった。

「あんなことあったんだもん。眠ねむれなくたって仕方ないわよ」

「半分はキミのせいだろ。ピストル撃うったり、素す手ででナイフと戦ったり……」

「なにか悩なやみ事があったりして～」

　のえるは冗じよう談だんめかしながら聞いた。

「え、そんな──ない、ないです！」

　ほのかはぶんぶんと手を振ふって否定する。だが、のえるはにんまりと微笑ほほえむと、

「口でウソをついたってわかっちゃうんだな～、あたし、目を見ただけで相手の考えてることわかっちゃうのよ。特技ってヤツ？　チベットで身につけた秘ひ奥おう義ぎ？」

（またデタラメなことを──）

　健太は呆あきれた。

　しかし、ほのかは言葉を失い、目を伏ふせると、

「わたしのお父さん。逮たい捕ほされちゃうかもしれないの……」

「ええっ！」

　健太はびっくりした。ほのかの発言にも驚おどろいたし、のえるが本当のことを言い当てたことにも驚いた。

　尊敬のまなざしで、彼女を見てしまう。

「あらま」

　のえるも驚いていた。

「やっぱり当てずっぽうだったのか！」




　　　　○




「お兄ちゃんねえ、いつもウソついてばかりなの。お姉ちゃん、逮捕しちゃって」

　甘あまえた声で言う光の笑え顔がおを見て、のえるは胸が痛んだ。

　五年ぶりに再会した彼女は、のえるが知っていた五つか六つだったころの面おも影かげをかなり残しており、あまりに変わらない小さな姿に、のえるは彼女を襲おそった心臓病の深さを思ったのだ。

「健ちゃん、どんなウソついたの？」

「ディズニーランドに連れてってくれるって約束、ずっとずっと先延ばしにするの」

　光はよほど嬉うれしいのか、頰ほおを真まっ赤かにしながら彼女にくっついていた。

　ベッドに腰こし掛かけるのえるにもたれかかったり、腕うでを取ってゆすったり。

　そんな妹のはしゃぎようを見ていると、健太も顔をほころばせ、のえるを連れてきてよかったな、と思うのだが、連れてきたのがのえるなだけに余計なコトを言われる前に釘くぎを刺さす。

「あんな混んでるところ連れていけるわけないだろ。人にん気きがなくなった頃ころに行こう」

「やだー。そんな頃に行ったってつまんないよぅ」

「じゃあ一日貸切にしちゃおうか？」

「できるの？　お姉ちゃん」

「簡単カンタン。百億もあればできるでしょ？　造ぞう幣へい局きよくに命じて、がしゃんこがしゃんこお札刷っちゃえば……」

「ヤバイだろ、それは！」

「なんで？」

「そんなわかりきったこと聞かないでよ」

「一万円札の原価って二十円ぐらいなのよ。百億なら二千万？　余計に二千枚ほど刷れば予算も確保できるのよ」

「そんなお金の造り方なんてあるもんか！　変だよだいたい」

「変じゃないよ」

「そんなんでお金造れるんだったら、好きなだけお札を刷ればいいってことになるじゃないか！　税金だっていらなくなる。っていうか、いくらでもお金を造り出せるんだったら、誰だれも働かなくたっていいだろ。国がお金をあげればいいんだから」

「あ、それ、いい手ね」

「だからそんなデタラメな話はないんだって！　絶対どこか間ま違ちがってるんだよ」

「健ちゃんは、常識に縛しばられすぎだと思う……」

「のえるが常識に縛られなさすぎなんだよ……」

　おどけるのえる、おろおろする健太。

　そんな二人を見て、光が言った。

「お兄ちゃんもお姉ちゃんも変わんないね。昔と同じだね」

　嬉うれしそうに言う。

　そんな光を見て、健太は胸がつまった。




　ガシャアアアン！




「だったら訴うつたえるしかありませんなァ!!」

　ヤクザのような怒ど号ごうと共に、ガラスが割れる音が聞こえてきた。

　すぐに飛び出したのはのえるだった。

「のえるっ！」

　健太も後を追った。もっとも全然追いつかないが。

　のえるは音の発生源に飛び込んだ。表札には院長室とあった。

　そこには縦たて縞じまのスーツを着た、いかにもヤクザ風の大男と、髪かみの毛の薄うすい中年サラリーマン。そして白衣に身をつつんだほのかの父がいた。

　部へ屋やは乱れている。応接用の机が仰あお向むけになって転がり、そばにはガラスの割れた本ほん棚だな。

　縦縞の大男は鼻息を荒あらくしていた。自じ慢まんできるようなことをしたと思っているのだろう。

　脳みその皺しわはきっと少ないんだろうな、とのえるは思った。

　かたや薄うす毛げの中年は、子供たちの乱入をさほど気にとめる様子もなかったのだが、その中にのえるの姿を認めると──すぐに彼女が総理だと分かったのか、さっきの怒ど声せいはどこへやら、たちまち額に脂あぶら汗あせを浮うかべはじめた。

「ど、どうして、総理がここに……」

　声色もおかしくなる。

「アンタたちこそ、新手の精神治ち療りようの売り込みにでも来たってわけ？」

　のえるの口く調ちようは冷たい。

「あはは、これはどうもウチの若い者は血の気が多くて、すみません……。弥生医院さんにはお世話になってます」

　彼は名めい刺しを差し出した。

「藩はん場ば製薬営業課長　影かげ山やま正まさ志し……カゲヤマ……ハゲヤマ……覚えやすい名前ね」

「総理にそう言っていただけると幸いです」

　のえるの意地悪まじった物言いにも、ニコニコとした笑顔で返す。

　ふうん、とのえるは鼻をならした。

「では私たちはこれで……。弥生さん、壊こわしたものは後で請せい求きゆう書しよを回してください」

　影山はそう言い、彼に対し、次の一言を付け加えるのだった。

「私たちは話し合いで事をおさめようと思っているということをお忘れなく」

「二度と来るな！」

「お父さん……！　きゃあっ!?」

　遅おくれて駆かけつけたほのかは、影山とすれちがいざまに部屋へ飛び込み、惨さん状じように悲鳴を上げた。

「話は済んだ。心配するな」

　そういって娘むすめを抱だき寄せ、背中を叩たたく。

　のえるは訊たずねた。

「ところでおじさん。どんな悪いことしたの？」

　彼がためらうのを見て、のえるは

「話しても大だい丈じよう夫ぶよ、おじさん」

　こくりとうなずくほのか。それを見て、院長は口を開いた。

　自分は輸入が禁止されている薬品を使っていたこと。そのことがバレてしまい、彼らに脅おどされていたこと。

　厚生労働省に報告されたくなければ、ウチの製品を納入することにしろ、という具合に。

「おじさん、なんでそんな危ない橋を渡わたったの？」

「効き目が同じで値段が十分の一なら、そのほうが安く治ち療りようできる。それだけだよ」

「お父さんは悪くないわ。患かん者じやさんのことを考えて、そんなことをしたの！」

　のえるは腕うで組ぐみをした。

「聞き捨てならない話ね。もっと詳くわしく教えて」

「おじさんを助けてあげるんだね！」

　嬉うれしそうに聞く健太に、のえるが訊ねた。

「その薬、あたしの権限で輸入すれば一ひと儲もうけできるかな？」

　健太はほのかたちに謝った。

　バカでごめん、と。




　８月５日




「ふむ、これが山やま吹ぶき色いろの菓か子しというヤツね」

　地元の名産で……と差し出された詰つめ合わせの中に何千人もの福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちを見つけたのえるは、どこから取り出したのか扇せん子すをパチンと鳴らした。

　彼女の膝ひざの上には黒いペルシャ猫ねこが鎮ちん座ざましましている。

　目の前には、三日前に病院で出会った薄うす毛げの中年、つまり影山がいた。

　そばでそれを見ていた健太は、賄わい賂ろを見て、なぜかホッとしていた。

「これでまあ、どっちの言い分が正しいのかわかっただろ？　のえる」

　ここは首相官かん邸ていの執しつ務む室しつ。
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　健太がここにいられるのは、首相秘書官というポストを与あたえられたからだ。

　むりやりに。

　影山は禿はげあがった頭に浮うかぶ汗あせをハンカチでぬぐいながら、のえるの顔をうかがった。

「今後も総理とは親しいお付き合いをさせていただきたいと……」

「賄わい賂ろってわけね」

「ハハハ、これは手て厳きびしい。これは先生の政治活動を支し援えんしたいという私たちの誠意です」

「つまり裏で悪いことやってるから見み逃のがして欲しいと」

「そんな意図は決してありません！　当方はあくまで純じゆん粋すいな気持ちとして」

「そうなんだ～」

　我が慢まんしきれず健太が割り込んだ。

「噓うそに決まってるだろ、のえる！」

「それも一興」

　パチン、と扇せん子すが鳴る。

「いただくわ、そのお金」

「のえるっ！」

「やーねえ、お金に罪はないでしょお」

「わかってんの!?　こいつら、薬を使って悪いことしてるような連中なんだよ！」

「だって面おも白しろそうじゃない。金かね儲もうけ」

　ダン！

　健太は机に拳こぶしを叩たたきつけた。マジで怒おこっていた。

「信じられないよ！　のえるはバカで乱暴者で音おん痴ちで大食いで寝ね相ぞうも最悪で……。おまけに口も悪ければ、頭も悪いし、性格も悪くて、おまけにお金にも意い地じ汚きたなくて、やることなすことむちゃくちゃだけど……悪い連中の仲間にだけはならないと思ってた！」

（どさくさまぎれにヒドイコトを言うヤツだな……）と、そばにいたメフィは思ったり。

　しかし、のえるはひょうひょうとした顔で、

「オンナは誰だれも魔ま性しようの一面を持ってるものなのヨ」

　などと、ふざける。

　健太は拳をぶるぶると震ふるわせながら怒ど鳴なった。

「キミみたいなのを守しゆ銭せん奴どって言うんだよ！」

　その瞳ひとみに、これまでにないほどの怒いかりの光が宿っていたせいか、のえるはびっくりしたように目を丸々とさせた。

　冗じよう談だんではごまかせないと思ったのだろう。のえるは素す直なおに謝まることにした。

「健ちゃん……、ごめん」

「あ、いや、わかってくれればいいんだよ。僕ぼくのほうこそ怒ど鳴なったりして、ごめん」

　神しん妙みような顔で、のえるは訊たずねた。

「シュセンドって、ナニ？」

　…………。

「お金に意い地じ汚きたない奴やつのことだよ！」

　バタン！

　大きな音を立てて、扉とびらが閉じられた。

「……健ちゃん」

　ぽつりとつぶやいて、のえるはうつむいた。

「そ、総理……」

　影山は焦あせった。総理の気が変ったのではないかと思ったからだ。

　しかしのえるは、むしろ好都合とばかりに笑い出すと、

「その悪わる巧だくみ、あたしも仲間に入れてくれない？」

　そんな女だった。




　８月７日




　今日も健太はバス停にいる。

　隣となりにのえるはいない。

　じりじりと肌はだを焼くような陽射ひざしを浴びながら、健太は一人、バスを待っている。

　そこへ、小さくて黒い足がひょこりと。

「さぼりか？」

　ベンチに上がってきたのは猫ねこだった。喋しやべる猫なんて健太は彼しか知らない。メフィだ。

　健太はシャツのボタンを一つ外すと、手にしていたファイルを団扇うちわにして扇あおぎ始めた。

「僕にとってはこっちが本職なの。秘書官なんて、のえるに付き合ってやってただけなんだから。それに、キミこそなんでのえるに付いてないんだよ」

「俺おれはあいつのお守もりじゃない」

「冷たいんだね」

「お前ほどじゃない」

「僕とキミは違ちがうだろ」

　健太は面おも白しろくなさそうに言う。なぜなのか、メフィを見るとそれだけで気持ちがざわつく。

「キミには責任があるだろ。のえるを総理大臣にした」

「なぜ俺おれが責任を取らなくちゃならないんだ？　願ったのはアイツなのに」

「ひどい！　だってキミが現れなきゃ、こんなことにはならなかったんだよ！」

「こんなことって？」

「のえるだよ！　拳けん銃じゆう持って悪党退治するならまだしも、人の命を預かる仕事で賄わい賂ろを受け取ったりするんだよ！」

「なぜ、それが俺のせいになる？」

「だって、キミがいなきゃ……」

「俺が与あたえるのは可能性だ。それをどう使うかはソイツの自由だ」

「そんな無責任な……」

　そうかな？　と、メフィは唇くちびるに笑えみを浮うかべた。

「そうだよ。あげてもいい人間といけない人間を見み極きわめるのが立派な悪あく魔まの仕事だろ」

「立派な悪魔、ねえ……」

「あ、いま笑っただろ、僕ぼくを見て笑っただろ！」

「お前の目から見て、アイツはそんな人間なのか？」

「え……」

「善悪の見極めも付かない……そんな人間なのか？」

　健太は口ごもった。

　遠目に見えていたバスが、近づいてくる。

「……キミは、どう思ってるんだよ」

「俺がそうだって言ったら、お前は信じるのか？」

　健太は答えなかった。

「今夜だそうだ。連中との密会は」

「そんなこと僕に教えてどうするんだよ」

　吉祥寺行きのバスが停とまった。

「……キミはいったい何がしたいんだ。僕やのえるに何をさせたいんだよ！」

「何もしないさ。見物するだけだ──俺は悪魔だからな」

　乗車口が開き、閉じる。

　そして走り出す。

　健太は、バスには乗らなかった。




　江え戸ど時代の昔から悪わる巧だくみの舞ぶ台たいといえば料りよう亭ていだ。日本の伝統である。

　バカ殿とのの格好をして行こうか、などと思いついたのえるだったが、マスコミに嗅かぎつけられては元も子もない。それは次の機会にとっておくことにした（やめたりはしないのだ）。

　夜もそれなりに深くなり、空が地上の光でほの明るく輝かがやく東京の夜半。

　女将おかみに案内された部へ屋やにはすでにメンバーが揃そろっていた。

（デブが三人に、ハゲが四人）

　のえるは失礼な数え方をする。確かにその通りの面々であったが、いずれも製薬会社の社長、会長クラスの大物たちであった。仲ちゆう介かいとして影山も末席に座すわっている。つまり大物は六人、つまり六社ということだ。

　意外と少ないのね、とのえるはつぶやきをもらした。

「なんですか、総理？」

「ううん。そろいもそろって悪党顔がそろってるなあ、って」

「これはこれは手て厳きびしい」

　男たちは笑いながら、のえるたちを上座に座らせた。

　そうなのだ。

　なぜか健太も付いてきていたのだ。

「来なくてもよかったのに……」

「いちおー秘書官だからね」

　ぶっきらぼうに言う。怒いかりが皮ひ膚ふにはみ出しているような顔だ。

（ホントに来なくてもよかったのにな……）

　のえるは心の中でもらした。

　うだうだ言い出されると、せっかく絡からめた話もおじゃんになる。

（ま、いざとなったら気絶させればいっか）

　軽く拳こぶしを握にぎる。まったく臆おくすることのない凛りんとした瞳ひとみを、悪あく魔まのように輝かがやかせた。

「さっそくだけど教えてよ。金かね儲もうけのロジックを」

　僭せん越えつながら、と影山が説明役を買って出た。

「総理は、日本の薬の値段は誰だれが決めているかご存知ですか」

「ぜんぜん」

「政府が決めているんですよ」

「ああ、だから政治家に賄わい賂ろを贈おくって、自分とこの薬を高くしてもらうわけね」

「そうです」

　すると別の社長が口を開いた。

「薬なら、『国民の健康を守る』という大義名分で、外国製品の輸入を禁止することも簡単ですしな」

「あとはこうやってカルテルを作って、どの薬をどこが独どく占せん的てきに作るかを割わり振ふれば」

「なるほどね～っ！　アンタたちは自分のところで作ってる薬の値段を高く決めてもらいながら、片方で国内で独占的に販はん売ばいすることで、一石二鳥の儲もうけを狙ねらっていたわけだ」

「そういうことです」

　にんまりと笑う影山。

　のえるも笑う。

　居い並ならぶ社長たちも笑う。

　キメの台詞せりふはこれしかなかった。

「越えち後ご屋や、そちもワルよのう」

　扇せん子すをパチンと鳴らす。

　完全なバカ殿とのだった。

　健太は思った。

（なにが越後屋だよッ！）

　さっきから黙だまって話を聞いていた健太だったが、はっきりいってキレかかっていた。

（やっぱりのえるは善いことと悪いことの区別が全然付いてないんじゃないか！）

　なにがなんでものえるを止めなくちゃ！

　たしかにのえるはバカで乱暴者で音おん痴ちで大食いで寝ね相ぞうも最悪だ。おまけに口も悪ければ、頭も悪いし、性格も悪くて、おまけにお金にも意い地じ汚きたなくて、やることなすことむちゃくちゃばかりだ。

　けれど、だからこそ、誰だれかが止めてやらないといけない。

「面おも白しろい」か「面白くない」かだけで行動するのえるにそれを教えなくちゃいけない。

　もう僕ぼくたちは中学生だ。何をしても叱しかられるだけで済んでいた子供じゃない。いいことと悪いことは自分で考えなくちゃいけないんだ。

（だから、僕がのえるを守るんだ！）

　決意を固めた健太はポケットに手をつっこみ、スタンガンを握にぎりしめた。電気ショックをくらわせられる武器だ。料りよう亭ていに入る前に護衛ＳＰのお兄さんから借りておいたものだ。

　のえるがこのまま調子にのって悪事に手を染めるようなら、これでのえるを気絶させる。

　もしかしたら怖こわいお兄さんたちが出てきて僕が痛い目に遭あうかもしれないけれど、仕方ない。

　そうしなくちゃ、のえるを守れないんだから。

　健太の悲ひ壮そうな覚かく悟ごも知らないで、のえるは能天気に笑う。

「いい話が聞けたわ。ここに来た甲斐かいがあったってもんよ」

（行くしかない！）

　覚悟を決め、腰こしを浮うかした健太の視界をさらさらとした髪かみが横切った。

　立ち上がるのえるの、やんちゃなポニーテールが揺ゆれたのだ。

　耳に、聞き覚えのあるキーワードが聞こえる。

　──トラトラトラ、と。

「え……？」

　すると、遠くからパトカーのサイレンがした。

「なんだ？」

　サイレンの音は次し第だいに大きくなり、やがて四方から聞こえてくるようになる。

　そしてそれは、この料亭を音で取り囲むように響ひびき始めたのだ。

　何事かと社長たちは浮き足だった。

「ここか？　誰だれか、バラしたのか！」

「慌あわてるな！　こっちには総理がいる。警察に踏ふみ込まれたところでどうということはない」

　希望の灯を見るかのようなまなざしを浮かべ、皆みながのえるに注目した。

「そうそう、言い忘れてたことがあったんだけど──」

　そう言いながら、のえるは胸ポケットからあるモノをつまみだした。

　それはＩＣレコーダーと呼ばれる、駆く動どう音おんなしに音声を記録できるもので。

　男たちの顔がみるみるうちに驚きよう愕がくした。

「そ、それは──ッ！」

「あたし、ウソつきなんだよね」

　ニヤリと笑って、再生スイッチを押おす。

　流れ出したのは、先ほどの会話だった。

「だ、騙だましたのか！」

「卑ひ怯きようだぞ！」

　腹黒い男たちの罵ば倒とうには耳も貸さず、のえるは一枚の紙切れを取り出す。

「そうそう、もらったものは返しとかないとね」

　と、指で挟はさんだ紙をカード投げの要領で影山に飛ばす。それは小切手だった。

　書かれていた金額は──、

「〇円っ!?」

「汚よごれた金はキレイに洗ってからじゃないと、汚きたなくて使えないしね」

「なにぃ！」

「ＵＮＩユニＣＥＦセフに寄付しといてあげたわ。みんなを健康にするために働いてきたあんたたちの稼かせいだ金が世界中の子供たちの薬代になるのよ。本望でしょ」

「ふざけるな！」

「ふざけてるのはどっちなんだか」

　と、笑えみを浮うかべた途と端たん、廊ろう下かから襖ふすまから、警官隊が踏ふみ込んだ。抵抗する間もなく彼らは逮たい捕ほされてしまった。

「覚えとけよっ！」

「忘れちゃった♡」

　めでたしめでたし。

「さ、あたしたちは帰りましょ」

　悪党どもの罵ば声せいを笑え顔がおで無視したのえるは、健太の手を引いた。

　すると健太は、ちょっとためらった様子をみせた。

　のえるを疑ってしまったからである。

「いいのよ、お互たがいさまだし」

「お互いさま？」

　と健太は首を傾かしげた。ひどいことを言ったのは僕ぼくなのに。

　すると、のえるは笑って首を振ふった。

「たいしたことじゃないよ」

　健太が暴れ出したら、面めん倒どうなことにならないよう、首筋に一発あてて気絶させてしまおうと思っていただけのことだ。

　ぜんぜんたいしたことじゃない。

「でも、やっぱり、ごめん。ひどいこと言ったりして」

「気にしない気にしない」

　んふふふふ、と笑うのえる。

　冗じよう談だんめかせて許してくれてるのかな、と健太は思った。

「ホントにごめん。のえるが悪いことしようとしてるとか、守しゆ銭せん奴どとか、誤解して……」

「明日、遊びに行こうよ。あたしが奢おごったげるし」

「そんな、奢るのは僕のほうだよ」

「だって、健ちゃんの言ってること、間ま違ちがってないよ」

「え……」

　健太の首筋をたらりと嫌いやな汗あせが流れ落ちた。

　悪い……とっても悪い予感がする……。

　のえるは健太の手を引くと、部へ屋やを出て、警官たちのいないところまで来たところで、とっておきの代しろ物ものを見せた。

「寄付する前にこっそり抜ぬきとって置いたんだ。十万円ほど」

「あ、ああ！」

　彼女の手には十人の福沢諭吉が、輝かがやいていたのである。

「の、の、の、のえる～～～～っ!!」

　叫さけんだ。叫ぶしかなかった。

　やっぱりこの子には、かなわない……。
















　８月９日




　健ちゃんとデートした。

　あたしはユニバーサルスタジオジャパンに行きたかったんだけど、健ちゃんが大反対したので後楽園ゆうえんちになってしまった。あのお金を使うのは絶対にダメなんだって。

　そんなわけで十万円は、コンビニのレジ脇わきにおいてあるチャリティボックスに消えてしまうのでした。あーあ、なんまいだー。

　そうそう、驚おどろいちゃったことがあるのよ。

　なんでこんなに安いわけ!?

　ハンバーガーが六十円！　六十円よ！

　思わず「百個ください」と言ってしまい、みんな（健ちゃん、店員、店長さん）に止められた。

　だって百個頼たのんだって六千円にしかならないのよ！

　ＣＤ二枚だ。ゲームなら一つ。

　恐おそろしい……。

　日本が不景気、不景気ってのは外国でもよく耳にしたけど、こりゃー、ホントに不景気だわ。

　こんなに安くしないとモノが売れないんじゃあねえ～。

　あ、そうそう、バーガー百個が六千円というのは間ま違ちがいね。

　五％の消費税がかかるので六千三百円になりまーす。

　……なに考えてんだろね。みんなが汗あせ水みずたらしてみんなにお金を使ってもらおうとしてるのに、わざわざ消費に税金をかけて値を釣つり上げる政府は頭おかしいんじゃないだろか。

　景気よくする気あんの!?

　決めた。

　新しい税金を導入してやろう。

　みんな驚くぞ、フフフフフ。




　８月10日




　消費税の税率をマイナス五％にした。

　モノを買えば買うほど、税金が戻もどってくるわけよ。

　差し引き十％分の税収減になるけれど、どうせバブルが崩ほう壊かいして、消費税の税収は以前の半分に落ちてるんだから、どうってことはない。

　というか、売り上げが少ない時は大おお幅はば値下げのバーゲンセールをするのが普ふ通つうでしょ。

　みんながモノを買うようになれば、企き業ぎようが儲もうかるから、そこから税金を取るようにすればいいわけよ（みんながモノを買わなければ、国が戻す消費税額も少なくなるので問題ない）。

　消費税の税率がマイナスなんて、世界中の歴史を調べてみても前例がないと財務大臣が怒おこってきたから、アンタの名前が歴史に残るいいチャンスじゃない、と言い返してやった。

　そしたら大臣、ブルドックみたいにたるんだ頰ほおをぷるぷる震ふるわせてたけど、大臣がこの前逮たい捕ほされた製薬カルテルから受け取っていた裏うら献けん金きんをどう処分するか悩なやんでいたことを知っていたあたしは、いっそのことそれで薬でも買って外国に寄付したらどうかと言ってやった。

　せっかくのお金だ。東京湾わんに沈しずめるぐらいなら、おおっぴらに使ってしまえばいいし、なにより戻ってくるマイナス消費税分は公然と財さい布ふの中に入れることができる。どうだ。

　すると大臣、途と端たんにまんざらでもない顔をして、部下に法案の作成を命じた。

　得をすることがわかった途と端たん、これだ。

　アンタみたいなのが隠かくし持ってる金が世の中に出回るだけでも、ずいぶんと景気がよくなるのよ。わかってんの？




　８月11日




　財務省の官かん僚りようたちがやってきた。

　マイナス消費税なんて前代未聞だ、というのだ。

「んなこといったら、税金そのものだって原始時代にさかのぼれば存在しなかったじゃない」と相手にもしなかったら、また明日来ます、と帰っていった。

　この世界に税というものが生まれて何百年だか何千年だか知らないけど、人類が誕生したのは四百万年前だ。

　あたしとアンタたちとじゃ、土台としている世界観が違ちがう。

　人間のスケールが違うのよ！




　８月12日




　またやってきた。

　税金を戻もどすシステムをどう構築すればいいのか、といちゃもんを付けてきたのだ。

「税金を取るシステムがあるんだから、それを逆にすればいいだけじゃない……」

　アホらしい。

　もともと消費税ってのは、消費者からいくら税金を取ったか帳ちよう簿ぼに記録しておいて、その金額を企き業ぎようが政府に納める仕組みになってるんだから、その額を今度は政府が企業に払はらえばいいだけだ。銀行振ふり込み一発で済む話なのよ。

　モノの値段を変える必要もない。レジスターの設定を変えるだけ。

　前代未聞大いにケッコー、コケコッコー。




　８月13日




　また来た。

　今度は、企業が売り上げを水増しして、税金をたくさん戻そうとする危険性があるといういちゃもんだ。

「いいじゃない。それで」

　売り上げを水増しするってことは、その分だけ法人税（企業が収入に応じて支し払はらう所得税）をブンどれるってことになる。企業だって苦しい苦しいって言いながら、いろんなやり方で所得隠かくしをしてるんだから、そういった売り上げを正直に申告してもらえるだけでも税務署はずいぶん喜ぶんじゃないの？　とか知ち恵えをつけてやったんだけれど、それでもメガネくんたちは渋しぶい顔をしていたので、

「バーゲンセールって、期限付きだからモノがたくさん売れるのよねえ」

　と知恵をつけてやったら、期限付きということならマイナス消費税もいいかもしれません、とか言い出して帰っていった。

　わかってんのよ、アンタたちの魂こん胆たんは。

　とりあえず今年は税金が戻るからと、企業に正直に申告させておいて、来年、消費税を元に戻した後で、申告額が減ったりすれば、

「おたくの会社、所得隠しをしてるんじゃないですか」と、雑ぞう巾きんを絞しぼるみたいに税金を取りたてるつもりなんでしょ。

　おあいにくさま。

　どうせあたしは夏休みだけの総理大臣なんだから、来年のことなんか知らないのよ。

　公約なんてのは破るためにある。

　あっはっは！




　８月14日




　健ちゃんとプールに行った。

　とは言っても学校のプールなんだけど。

　夏休み中に五回は来なければいけないという、体育の宿題なのよ。

　あたしは夏休み転校というやつなので宿題はないんだけれど、生徒の権利は行使することにして大いに楽しむことにした。

　なんたってタダだし。

　浮ういたお金で、アイスキャンディを食べて帰った。




　それにしても駅前で「めぐまれない子供に愛の手を」とか言いながら箱持って、金くれ金くれって頑がん張ばってる人たちはどーしたもんだかね。

　そんなに人助けしたきゃ、自分が働けよ！

　アルバイトして手に入れたお金を寄付したほうがよっぽど充じゆう実じつ感かんあると思うんだけどな。

　うーむ。不景気には色々と原因がありそうだ……。




　８月15日




　マイナス消費税の導入を発表した。

　しかも明日から。

　マスコミはそろいもそろってあたしをアホ扱あつかいした。

　気分が悪いので、冷れい房ぼうのよくきいた国会図書館で「まんが日本の歴史」を読んでいたら、面おも白しろい法律を見つけた。

『治安維い持じ法』

　官かん房ぼう長官を呼びつけて聞いてみると、この法律は停止されているだけなので、内閣（つまりあたし）のサイン一つで復活できるそうだ。

　あたしがニヤニヤしていると、官房長官が「それだけは絶対ダメです！」と言って、あたしを無む理り矢や理り国会図書館から連れ出した。途と中ちゆうまでしか読んでないのでよくわかんないんだけど、それを復活させると、世界中から日本が吊つるし上げられるようなとんでもない法律らしい。

「総理は余計な知識をたくわえないでください！」

　勉強しなくていいんだ。らっきー♪




　８月16日




　マイナス消費税が施し行こうされた。

　とはいっても、あたしは地球の裏側に移動中。

　夏休みを利用して、諸外国を訪問するわけだ。

　日本人、働き過ぎ！

　つーか、この三十年で、一国の代表が二人も過労死した国は二百ある国家の中でも日本だけなんだそーだ。ちなみに戦前、暗殺された総理も二人だというから笑えない。

　昨日、終戦記念日のイベントに出席して思った。この前の世紀は最初の五十年で戦争しまくって、後の五十年で平和しまくったけど、同じことを繰くり返している気がする。

　なんとなく、だけど。

　他人を殺すか自分を追いつめるか、そんなカタチでしか幸せになれない国は間ま違ちがっている。

　あたしはどうせ死ぬんなら、笑い死に、がいいな。




　８月23日




　帰国～っ！

　南米はやっぱ楽しい。あたしにはラテンの空気がぴったりね。

　中でも歓かん迎げいパレードってことで戦車に乗れたのが一番よかった。

　リムジンにしたところで所しよ詮せんはタイヤが四つ。キャタピラにはかなわない。

　というか、車なんてどんなに高級だろうと金があれば乗れる代しろ物もの。一いつ般ぱん人じんのアイテムだ。

　戦車ぐらいに乗らなければ、権力を握にぎったという気がしないじゃないの！

　いや、この際だから、自じ衛えい艦かん隊たいを指揮して軍事演習をしよう。

　赤組の指揮官はあたしだ（総理は自衛隊の最高司令官なのだから問題はないのよ）。

　リアル戦争ごっこだ！

　さっそく防衛庁長官に連れん絡らくを取ろうと官かん房ぼう長官に話をすると、烈れつ火かのごとく怒おこられた。

　どうせ訓練は毎年するんだから、そこに（最高司令官である）あたしが混ざるってだけなのに、どうしてそんなに怒られなくちゃいけないのか。

　日本の首相が、自衛隊に関心を持っていることが知られたら、まわりの国からめちゃくちゃ怒られて信用なくすんだって。

　そこまで言うなら自衛隊なくせばいいのにね……。

　あたしは「軍隊持たない」って憲法で宣言しておきながら、「これは軍隊じゃない、自衛隊だ」などといって、しっかりと武器を持ってるほうがよっぽど外国の信用なくしてると思うんだけどな。みんなはどう思う？

　あたしには、大人おとなの考えることが全然わかんない。




　８月24日




　大当たり～っ！
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　マイナス消費税が施し行こうされてからというもの飛ぶように物が売れているらしい。

　安いものは普ふ段だんとあまり変わらないけど、高い物ほどよく売れているというのだ。

　言わんこっちゃない。金持ってるのにケチな連中がこぞって財さい布ふの紐ひもをゆるめだしたのだ。

　財務省から報告に来たメガネくんたちは驚おどろいていたけど、あたしにしてみれば、あんたたちのこれまでの発想のほうが驚きよ。

　税収が少なくなったから、これまでお金を取ってない人たちから取るようにしようって思う神経そのものが狂くるっている。

　お金のない人間から搾しぼり取るっていう発想そのものが矛む盾じゆんしてるんだから、難しいに決まってるし、成果なんて上がらないに決まってる。

　金はあるヤツから巻き上げるに限るのよ！

　不景気不景気とみんな言っているけど、実は前の世紀に日本人が働いて働いて貯ため込んだお金は千四百兆円ほどもあるのよ。噓うそじゃない。インターネットで調べればいい。銀行は千四百兆円分の利息をまかなうのがイヤで、低金利にしているぐらいだ（おかげで年金を銀行に預けて、利息で暮らしていたお爺じいちゃんお婆ばあちゃんが困っている）。

　問題はその千四百兆円が、なぜ貯ため込まれたままになっているのかということだ。

　答えはカンタン。

　貯めたままでも暮らしていけるから、貯金が減らないのよ。

　この日本には、隠かくれ金持ちがたくさんいる。

　その合計が千四百兆円だ。

　ちなみに日本の国家予算は八十兆円。

　しかも借金が七百兆円。

　あたしの財布より、隠れ金持ちの財布のほうがよっぽどリッチなわけよ。とほほ。

　だったら税金使って景気よくするより、隠れ金持ちにモノを買ってもらったほうが世のため人のためというものじゃない。

　もっとも、ホントに賢かしこい人は無む駄だなお金は一円も使わないんだけどね。

　勘かんのいい人なら、そんなことをして実際に得をするのはごく一部だってことに気づいてると思うし、それでいいのよ。

　だって、ホントにみんな得をしたら意味がないから。

　一円でも多く税金を取り返そうと物を買いだす欲張りが損をすればいいわけ。

　ま、損っていったって、買ったものでそれなりに楽しめるわけだし、頭ごなしに税金取られるより腹も立たないんじゃない？

　やっぱり政治家の能力は国民を上手に騙だますことに尽つきるわ。うん。




　８月25日




　夏休みもいよいよ残り一週間。

　健ちゃんは宿題で大おお忙いそがし。夏休み転校のあたしは気楽なもんだけどね。

　そんなあたしも心残りがないように、

　自衛隊を心のおもむくままに動かすことにした。

　全国に展開している自じ衛えい艦かんを集結させるには一週間ほどかかるというから、富士演習場に行って九十式戦車を乗り回してきた。リアルにやってと注文を出したら、ヘリも出してくれる大サービス。雨のように掃そう射しやされるマシンガンを跳はね飛ばしながら、戦場を爆ばく走そうする九十式は問答無用にカッコイイわ！　ヘリが無人だったら、百二十ミリ砲ほうで撃うち落としていたところよ。あっはっは。

「総理がこれで満足してくれれば……」

　ぼそりと官かん房ぼう長官がそんなことを言ってたので問いただしてみると、マスコミにはまったく秘密のイベントだったらしい。

　あたしは、公務で一日首相官かん邸ていにこもっていたことにするそうだ。

　残念でした。

　この日記はぜんぶインターネットで公開しているのでーす！

　アンタたちが知らないだけで、検けん索さくエンジンで「折原のえる」「総理大臣」「日記」って打ち込めば、内ない緒しよで開いてるあたしのＷｅｂサイトが見つかるわよ。

　これも情報公開ってやつね♪
















　８月26日




　それはもううっとりと、夢見るようなまなざしで。

「……昼下がりのファストフード、人の行き交かう店内の賑にぎやかさ、とりとめのない会話、二つ頼たのんだポテトをわざわざ一いつ緒しよにして二人で分けるだなんて意味のないこともしてみたり、こうしてるとなんだか、あたしたちも……」

　普ふ通つうの恋こい人びと同士みたいだね、と言ってみる。

「誰だれが？」むすっとした声。

　あははは、と大きな口で笑いながらのえるは手を上下に振ふった。

「やーねー。ノリよノリ。そのほうが面おも白しろいでしょ？」

「面白くない」冷れい淡たんな返事。

　健太は窓に背を向けて、肘ひじをつき、ぶっきらぼうにストローをくわえている。

　のえるはそれを見て、

「訂てい正せい、普通の婚こん約やく者しや同士」

「ますます真実からズレてるじゃないか！」

「あー、健ちゃんこっち向いたこっち向いた♪」

「…………」

　楽しそうな顔で無む邪じや気きに自分を見つめる彼女の前で、怒いかりの拳こぶしが虚むなしく揺ゆれた。

（どうして僕ぼくはいつもいつもあっさりとひっかかっちゃうんだろ……）

　健太は大きくため息をついて、拳を下ろした。

「ったく、僕たちのどこが普通なんだよ」

　機き嫌げん悪げに眉み間けんに皺しわを寄せる健太だったが、赤らむ顔は照れているようにも取れる。

「こんなところに……、恥はずかしい……」

「特別な関係って言いたいの？」

　にたにたとした顔で聞くのえる。

「違ちがうよっ！　マクドナルドに戦車で乗り付ける中学生がどこにいるんだよ！」

　がたん、と椅い子すを押おし出して立ち上がった健太は、窓の外を指さした。

　窓いっぱいにふてぶてしく広がるアーミーグリーン。

　そうなのだ。店の前には九億円もする鉄の塊かたまりが、九十式戦車が駐ちゆう車しやしていたのだ。

　とほほ……。

　健太は所在なげな顔をした。

「店に入った時から、みんなの視線が突つき刺ささってたのに気づかなかったの!?」

「うらやましがってるのよ、きっと」

「……バカにしてるんだよ」

「健ちゃんは気にしすぎなのよ～」

「体中の神経が脳の手前でぶっちぎれているのえるとは違ちがうからね」

「誉ほめてくれてるの？」

「そういうのを言うんだよ！」

　言ったところで、通じるはずもないということはわかっているのだが。

（話すたびにエネルギーを吸い取られる気がする……）

　果てしのない徒労感に襲おそわれながら、健太は椅い子すについた。

「まーまー気にしない気にしない。こんなことですり減ってたら、健ちゃん早死にしちゃうよ」

「ホントに早死にしそうだよ……」

「あらま、今日はノリがいいじゃない。シャレたお答え」

「シャレじゃないよ！」

　どん、と机を叩たたく。

「なんで僕ぼくが秘書官になって、キミに連れまわされなくちゃならないのさ！　毎日毎日官かん邸ていでコピー取らされたり、地球の裏側まで連れてかれて、アマゾン記念にピラニア釣つりとか冗じよう談だんじゃないよ。川に落ちた時は死ぬかと思ったんだから！　キミが総理大臣になりたいってのは自由だよ！　でも、だからって僕を巻き込むことないだろ～っ！」

「だって……、健ちゃんしかいないんだもん」

　なんと、のえるがしょんぼりと肩かたを落とすなんて。

　健太はびっくりした。

　あののえるが、寂さびしそうな顔をしたのだ。

「あたし、友達いないし」

　うつむいて、唇くちびるを尖とがらせる。

　口を結び、むすっと膨ふくらんだ頰ほおが天使のように愛らしく、寂しげで。

　そんな顔を昔もしていたことを思い出し……、

「……そうだったね、ごめん」

　健太は、謝った。

　彼女は帰国子女だ。しかも一番孤こ独どくな夏休み転校というヤツだ。

　一ヶ月半もの間、遊び仲間のいない状態が続く、ある意味、無人島に置き去りにされたようなバケーションだ。

　しかし、のえるが戻もどってきたのは地元。

　小四の頃ころまでは和泉いずみ小学校に通っていたのだ。当然、クラスメイトだってたくさんいる。

　なのに、どうして友達がいないのか？

　健太は知っている。

　あまりに、ご無む体たいな性格をしているせいで、

　友達がいなかったのだ。

　小学校一の変人として、近寄りがたい（誰だれにも近寄ってもらえない）存在だったのだ。

　相手にしてくれるのは……というか、毎日のように首根っこをつかまれていたのは自分だけ。

（かわいそうと言えば、かわいそうだよな……）

　不ふ憫びんに思ったりする。

　たしかにのえるは人を驚おどろかすために総理大臣になるようなアホだ。恥はじ知しらずで、謙けん虚きよさのかけらもない人間だ。自信満々すぎて誇こ大だい妄もう想そうの世界に生きている奇き人じん変人だ。

　けれども、それは悪いことじゃない、……と思う。

　言葉じゃうまく説明できないけれど。

（……なんで、僕ぼくはのえるをかばおうとしてるんだろ）

　不思議だ。自分でもよくわからない。

　そんなことを考えていると、のえるが寂さびしげな顔でぼそりとつぶやいた。

「あたしには健ちゃんしかいないから……」

　ぶはっ、

　健太はむせた。飲んでいたコーラを吐はきかけた。

　どきっとしてしまったからだ。

　けれどのえるはうつむきがちに目を伏ふせたまま、言葉をつづけた。

「あたしには健ちゃんしかいないから……」

「…………」

「これでも手を抜ぬいてるのよ」

「抜いてるのかよ！」




　あっはっはっはと笑い飛ばして、のえるは細い首をのばし、健太の顔をのぞき込んだ。

「で、健ちゃん、なんで不ふ機き嫌げんだったの？」

「……過去形にしないでよ」

　戦車だよ戦車、と健太はぼやく。

「健ちゃん、戦車好きだったじゃない。よくプラモデル作ってて」

「プラモだろ？　しかも何年前の話だよ」

「やーねー。子供の時の夢は大事にするべきよ。タイガー・ウッズやイチローだって、物心ついた頃ころから努力しつづけたからこそ栄光を勝ち取れたのよ、うん」

「ぜんぜん今の話の例えになってないと思う……」

「わかっちゃった？」

　のえるは笑った。

　それがあまりに無む邪じや気きだったので、健太は大きなため息をついた。

「……ホントにのえるは何も考えてないんだね。昨日、戦車を乗り回して遊んだこと、新聞やニュースで叩たたかれまくってるの知らないの？」

「やだ、ホームページのこと、もうバレたんだ」

「そういう問題じゃないだろ～っ！」

「健ちゃんが教えてくれた、タダでホームページ作れるところで作ったのよ」

「まったく、人のパソコン借りて何やってるのかと思えば……」

「もしかしてマスコミにバラしたの、健ちゃん？」

「バラすぐらいだったら、閉へい鎖ささせてるよっ！」

「それもそうね、あはは」

　まるで危機感のない笑え顔がお。自分の歩いている場所が綱つな渡わたりのロープだということにまるで気づいてないような危うさ。健太の目にはのえるがそんな風に見えて仕方がない。

「マイナス消費税でせっかく評判も上がったのに、これで台無しだよ」

「みんなも戦車に乗ればいいのよ。そうすればわかることあるし」

「どんなこと？」

　のえるは何だかうっとりと、遠い目をして言うのだった。

「戦車に乗ってるとねえ……なんだか……、

　戦争してみたくなるのよ」

「余計ダメじゃないかっ！」

　のえるは両手を胸の前で組むと、大発見をしたかのような興こう奮ふんを顔中に浮うかべ、

「あたし、刑けい事じさんの気持ちがわかった気がしたわ。凶きよう悪あく犯はんとか追っかけてるとき、きっと犯人を撃うちたくてしょうがないのよ。だって、ここで逃のがしたら犯人はまた誰だれかを傷つけたり殺したりするかもしれないわけじゃない。そんなことになったら一生後こう悔かいするわ。だけど、傷つけなくても捕つかまえることができるんだったら、そうしたいわけでしょ？　その狭間はざまできっとすごく迷うのよ、うんうん」

「ものすごい例え話するし……」

「戦争反対って言いたいのよ」

「絶対伝わらない。戦車に乗って戦争反対だなんて絶対誰にも伝わらない」

「じゃ、なんで軍隊なんか持つの？」

「守るためだよ。学校で習っただろ」

「習ったっけ？」

　やれやれ。

「誰だって保険に入るだろ、大事な物は金庫に入れておくだろ、交番のない島に住みたいとは思わないだろ」

「……健ちゃんって、政治家みたいなこと言うね」

「常識を言ってるんだよ」

「持ってるのに使えないのってストレスたまらない？」

「そんなのキミだけだよ……」

「核かくミサイルってどうやったら手に入るのかな？」

「やめれーっ！」




　のえるは悪い子じゃない。

　物事の受け止め方が人と（かなり）違ちがうだけで、発想の基準が人と（かなり）違うだけで、

　悪い子じゃない！

　どうかそうありますように……。

　神に祈いのるような気持ちで、健太は天てん井じようを仰あおいだ。




　あのさー、とのえるが心配そうな顔で訊たずねてきた。

「健ちゃんってしばらく会わないうちに頭硬かたくなってない？」

「成長したからね」

「そういえば、身長、あたしに並んだもんね」

（……皮肉に気づいてないし）

　そんなことを思う健太は、自分の成長を嬉うれしそうな顔でのえるが口にしてくれていることに気づかない。

「健ちゃんの今の夢って何なの？」

「えっ……」

　答えにつまる健太。のえるはかまわず迫せまる。

「ねえねえ、教えてよ」

「急に言われても……」

「健ちゃん、しばらく会わない間に、あたしに隠かくし事するようになったのね……」

　そう言って眉まゆをひそめる。かなりわざとらしいが、本当かもしれない。

「違ちがうんだよ、そうじゃなくて」

「なんでもいいから言ってみてよ」

「ううーん」

　健太は本当に困った顔をして、のえるの視線から逃のがれるように視線を泳がせた。

「あ」

　何を見たのか、のえるは窓の外に手を振ふった。

　しかし、あさってを見ている健太は気づかず、ぼそぼそと、

「……ないわけじゃないんだけどさ、なんていうのかな、違うんだよ。僕ぼくがなりたいって思ったからってなれるとは限らないだろ。そういうのがわかってくると、現実味のない夢って、妄もう想そうと変わらなくなってさ、それで……」

　のえるは聞いていなかった。

　彼女は不ふ愉ゆ快かいなまなざしで外を見つめていて……、

「ゴメン、健ちゃん。これ、あげるから」

　と、飲みかけのシェイクを差し出すと、返事も聞かずに飛び出していったのだ。

「……なんなんだ」

　呆あきれる。

　しかし、のえるの気まぐれはいつものことだ。

（質問に答えなくてよかったし）

　実は言いたいことはあったりする。

　でも、のえるみたいに、全身から自信をオーラのようにほとばしらせている人には言いにくい。

　将来、何にもなれない気がして、夢を持つことが恥はずかしい、みたいな気持ちは。

　特に人気者というわけではなく、何の才能を持っているわけでもなく、人に自じ慢まんできるような特技も持ち合わせていない自分のレベルを考えると、そう思えてしまうのだ。

「んなこと、のえるには絶対わかんないんだろうなぁ……」

　夢を持て、なんてよく歌にあるけど、ＣＤを出せるような凄すごい人に言われても説得力がないと思う。僕ぼくまで届いて来ない。

　欲しいのは、無責任な言葉じゃなくて、どうやったら夢が持てるか、ってことなのに。

　健太は、のえるに渡わたされたシェイクのストローを無む造ぞう作さにくわえた。

　気づく。

「これって……」

　間接キスかもしんない。




　　　　○




　ぽいぽいぽい。

　運動会の玉入れみたいに無造作に品物が放り込まれていく。

　棚たなには品物が、中には人があふれかえるドラッグストア、その一角で、

「ほのかァ、これとこれとこれもお願い」

「オイル買っていい？　アロマ始めようと思ってるんだ。いいよね、ほのか？」

「かまわないさ、なあ？」

「…………」

　なぜか忍が答える。

　ひとかたまりになった集団には、頭ひとつ高い忍と、彼女をとりまく少女が数人、そして頭ひとつ小さいほのかがカゴを抱かかえてついてきていた。少しでも遅おくれると、彼女の後ろについているギャルメイクな仲間が足を蹴ける。ついてゆくしかない。

「さてと一いつ杯ぱいになったし、弥生、レジに行ってきてよ」

「あの……」

「ごめん、財さい布ふ持ってきてないんだ、あたしの分は後で払はらうから」

「あたしも」「あたしも」「あたしも」

「…………」

　ほのかは唇くちびるをかんだ。

「あたしも～っ！」

　すっとんきょうな声がして、ほのかを取り囲むクラスメイトたちの腕うでの隙すき間まから、どさくさまぎれに栄養ドリンクを紛まぎれ込ませようとする女が一人。

　それはもちろん……。

「折原っ！」

「はろー」

　驚おどろく忍に、のえるは能天気にも手をひらひらと振ふる。

「な、なんの用だよ」

　ぶっきらぼうに言い捨てる忍。相手を威い嚇かくするようなトゲが口く調ちようにある。

「やーねー、なに驚いてんのよぅ。クラスメイトでしょ。あ・た・し・た・ち」

「登校日に一日出てきただけだろ」

「二年五組、ニコニコ学級の仲間じゃない」

「言うな！」

　忍が首を振る。他人に聞かれるのが恥はずかしいのか。

「総理大臣さんが、あたしら相手に何の用だよ」

「見ちゃったんだよねえ、あたし」

　のえるがニヤリとした顔でつぶやいた途と端たん、忍との間に見えない稲いな妻ずまが走った。

「だからどうなの？　万引きなんかしてないぜ。チクリたきゃチクれよ」

　目にいっぱいの挑ちよう発はつをのせて、忍が凄すごんだ。

「誰だれも万引きしたなんて言ってないでしょ」

「何が言いたいの」

「外国で噂うわさには聞いてたけど……、これが世界最さい先せん端たんを行く日本のイジメなのねえ～」

　忍の目に殺気が走った。

「わ、わたし、買ってきますから！」

　あわててほのかがレジに向かおうとする。

「だってさ。友達なんだよウチら」

　勝かち誇ほこった顔をする忍。

　しかし、のえるはケロリとした顔でほのかの細い腕うでをつかんでしまうと、

「あいにくあたし、言われた言葉を真に受けるほどピュアじゃないんだよね」

　言い終わらないうちに、ほのかのカゴから抜ぬき取っておいたトリートメントを忍めがけてぶっかけてしまったのだ。

「……ッ！」

「なるほど、楽しいわこりゃ」

「忍に何するんだ！」

　取り巻きの一人が、棚たなにあったシャンプーを取ってやりかえそうとする。

「やめろっ！」

　とっさに忍が制止しようとするのだが、それより早くのえるの右みぎ脚あしが女子の手に決まった。容器だけが蹴けり上げられて宙を舞まう。割れた容器の中身が彼女の頭へと……。

「なっ、なっ、なによお～っ！」

　黒い顔に乳液がこぼれ落ちて、真っ白になる。

　騒そう然ぜんとなる店内で、のえるだけが不敵だ。

「言っとくけど、あたしは口よりこっちでカタをつけるほうが好きなのよ。格かく闘とう系総理大臣、なんちて」

「なにやってんだよ、のえる！」

　健太が割り込んできた。

「あ、健ちゃん」

「勝手に飛び出して何やってるかと思えば、店ん中で何暴れてるんだよ。迷めい惑わくだろ」

「あたしが悪いの!?」

　当たり前じゃないか！　と、のえるの右脚が飛び出したところからしか見ていない健太が怒おこる。店員は二人を見て、二人の身分に気づいて、どう対してよいのかわからず店長を呼びに行った。

　喧けん噪そうに紛まぎれて、忍はすっかり場の中心から外れていた。

　ただ髪かみの毛や顔にかかったトリートメントがべとべとと気持ち悪い。

　すると、目の前に真っ白なハンカチが差し出された。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　おどおどとした声、忍には顔を見るまでもなくわかる相手。

　忍はムカついた。なぜだかわからないが猛もう烈れつにイラついた。

「なんでお前が、そんなことするんだよ！」

　差し出された手を乱暴に弾はじく。忍はオイルに濡ぬれた顔にもかまわず店を出ていった。

「…………」

　受け取ってもらえなかったハンカチを握にぎりしめる、ほのか。

　いっぽう店の一角では、

　のえるからトリートメントを取り上げた健太が説教を始めていて。

「話そらそうったってダメだよ。だいたいのえるは……」

「いや……そうじゃなくて……そんなに強く握にぎったら……」

「なんだよ」

「中身出るわよ」

　出てた。
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「なんで僕ぼくがこんな目に……」

　もう何度言ったかわからない台詞せりふ。でも言わずにはいられない。

　シャワーを浴びながら、健太はヤケクソ気味に力をこめて髪かみを洗った。

　だいたい今日は一日宿題をする日だったのだ（南米外遊に付き合わされた分、真っ白なノートが僕を呼んでいるのだ）。それが図書館についたところで大事な用があると呼び出され、何かと思えば、戦車でドライブ。そのくせのえるは勝手に店を飛び出して、追いついてみればドラッグストアで乱らん闘とうだ。

　しかも「シャワー借りていこ」と言うからついてきてみれば、学校のシャワー室。

　もちろん無断使用。

　ちゃんとカギがかかっていたのにのえるときたら、ヘアピンひとつであっさりと開かい錠じよう。実に簡単に体育館の潜せん入にゆうに成功したのだ。

（いったいどこで身につけたんだよ、そんな技……）

　と、つっこもうとして、抑おさえる。

　ここで呆あきれるからマズイのだ。

　のえるを僕とおんなじ人間のカテゴリーに入れるから、驚おどろいてしまうわけで。

　宇宙人の仲間に入れてしまえばいいのだ。

　ナイフを指で簡単に受け止めたり、悪あく魔まとつるんで日本を征せい服ふくするような女。

　うん、やっぱり宇宙人だ……悪の宇宙人だ。

　この考えは我ながら名案だと思った。

（驚いたら負け、驚いたら負け）

　などと思いながら、ドアを開けた健太はあるものを見た。

　青地のタオルを一枚首にかけただけでシャワーから出てきた、

　生まれたままの姿をした、のえるを。

「ぎゃあああああああああああ！」

　悲鳴をあげたのは健太です。

「ご、ごめんっ！」

　とにかく焦あせった健太は、腰こしにタオル一枚巻いただけの姿で部へ屋やから飛び出した。

　表札が目に入る。

『男子シャワー室』

　…………。

「間ま違ちがえたの、のえるじゃん！」

「そだっけ？」

　きょとんとのえる。あまり驚おどろいてもいない顔で、大きく開いた口を手で隠かくす。

「口隠す前に、身体からだ隠せよ！」

「そうよね」

「そうだよ」

「悪いのは健ちゃんよね」

「え？」

　のえるはニターリと笑い、

「乙女おとめの柔やわ肌はだを見て、タダで済むと思ったら大間違いよぉ～」

　それはそれはもう兎うさぎを狙ねらう狼おおかみのような目をしていて、

「え……僕ぼくが悪いの？　なんで、なんでなんで!?」

「アンタも見せなさい！」

　のえるは飛びかかるや、健太のタオルをはぎとりにかかるのであった。

「ぎゃああああああああああ！」

「どうしたの！」

　こんな時に一番聞きたくない声が飛び込んできて、健太は死にそうになった。

　ほのかだった。彼女は絶句した。

　悲鳴を聞いて駆かけつけて、開いた扉とびらの向こうに見たものは──。

　床ゆかの上で一糸まとわぬ姿でもつれ合う、健太とのえるの姿だった。

「～～～～っ！」

　ほのかの白い肌が、みるみると赤くなり、

「ご、ごめんなさい！」

「ええっ！　どゆこと!?」

　驚おどろく健太。ドアをバタンと閉めて走り去るほのか。

「ちょっと、弥生さん！　弥生さーんっ！」

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かに、少年の絶ぜつ叫きようがむなしくこだまする。

「もーっ！　のえる、どうしてくれるんだよ！　こんなとこ見られて！　弥生さんにどう説明したらいいんだよ！」

「ん？　ん？　説明？」

　ちゃっかり健太のバスタオルを巻いて現れたのえるは、言葉の意味がとれなかったらしく、指を唇くちびるに当ててしばらく考えると、パッと電球がついたように明るくなり、

「もー、やだあ、健ちゃん、そうだったんだ～」

　このこの、と肘ひじで健太をつつきだした。

「か、からかうなよ！　からかったら怒おこるよ！」

「からかわないわよ～。そっかー、健ちゃんももう十四歳。立派な男の子だもんねえ～」

「なに、ニヤニヤした顔してんだよ！」

　今度は健太の顔がぽっぽと火ほ照てる番だった。

「わかってるわよ。そりゃ弥生ちゃんに見られたくないわよねえ」

「そうだよ！」

「ごめんごめん」

「もしやもしやと思っていたけど、驚いちゃった」

　のえるは、うふふと微笑ほほえむと、一言。

「あたしとそんなに、したいんだ？」

「ち～が～う～っ！」

　あはははははは、と少女の笑い声と少年の悲しい叫さけびが、薄暗い廊下にいんいんと響ひびき続けた。
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「服はもうすぐ乾かわくから」

　ここは学校から一番近いほのかの家。

　部へ屋やは微び妙みような空気に包まれている。

　彼女は紅こう茶ちやを出すと、健太と目を合わせようとはせずに、そそくさとリビングとつながったダイニングへと戻もどっていってしまう。

「あっ……」

　彼女の父親のパジャマを着ている健太は、気まずさに死にそうだった。

（もしかして、軽けい蔑べつされてる？）

　もしかしても何もあるもんか。のえるとはいえ女の子と裸はだかでもつれ合っていたのだ（押おし倒たおされたのは僕ぼくのほうなんだけど）。白い目で見られても当然だ。

　健太の絶望をよそに、彼女はうつむいたまま、黙もく々もくと洗い物をしている。

　水と皿が奏かなでるかちゃかちゃとした音だけが、沈ちん黙もくを埋うめている。

　それが健太には、まるで自分の存在を無視するかのような振ふる舞まいに見えて、とても悲しくなった。

（うう、僕が女子シャワー室を使っていれば、のえると鉢はち合あわせせずに済んだのに）

　それはそれで立派な変質者なのだが。

　しかし健太は絶望のあまり、そんなこともわからない。

　無視が敵意を示すとは限らないことなど、十四歳の健太にはわからない。

　黙々と洗い物をしているほのかの胸の内など、想像もつかなかった。

「……や、弥生ちゃん？」

「は、はいっ！」

　健太に呼ばれたことがそんなにびっくりすることなのか、ほのかは奇き妙みような声で返事をしてしまった。ヘリウムガスを吸ったような声。手にしていた皿すら落としてしまいそうなほどの動どう揺よう。

「あ、あの、さっきのことなんだけど、僕はのえるがいたこと知らなくて……いや、男子シャワー室にのえるがいるだなんて思うわけがなくて、その、ちょっとしたはずみで」

「それは、折原さんから聞いたから」

「いや、だから……」

「折原さんの勘かん違ちがいだったんでしょ？」

「そう、なんだけど……」

　健太はうなずきながら、もやもやとした気持ちを晴らせずにいた。

　話は通じた。

　でも、肝かん心じんな誤解は何も解けていない気がする。

「あ、心配してるの？　わたし、クラスのみんなに話したりしないし、安心して」

　ほのかは恥はずかしそうに手を振ふる。心なしか声がうわずっているのだが、自分のことでいっぱいいっぱいな健太にはわからない。

　だから、

「他の人がどう思おうといいんだけど、あの……」

「えっ」

「僕ぼくが言いたいのは、ホントに、のえるには迷めい惑わくしてるってことで──」

「あたしがどーかしたの？」

　いつの間にか、ほのかの体操服を借りて着がえたのえるが戻もどってきていたのだ。

「のえるっ？　あ、いや、なんでもないなんでもない」

　健太は顔を真まっ赤かにして首を振ふる。

「変なの。いつものことだけど」

　のえるはそう言って、壁かべ紙がみといい、カーペットといい、机といい、すべてといい、それなりの値段と落ち着いた色合いでまとめられたリビングを見み渡わたした。

「ほらほら、健ちゃん。サッシをさわってもゴミがつかないよ」

「キミは姑しゆうとめか……」

「お母さんが掃そう除じ好きなの」

　ほのかが嬉うれしそうに言った。

　本当に幸せな家なんだろうな、とのえるは思った。

　ぴーっ、と乾かん燥そう機きが鳴った。トリートメントで汚よごれた服が戻ってくる。

「ところでさ」

　唐とう突とつにのえるが切り出した。

「なんでハンカチを渡わたそうとしたの？」
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　そよ風にカーテンがはためいて、射さし込む光はまるで波打つように踊おどる。

　ぎい、と音がして、メフィは目が覚めてしまった。

（誰だれだよ、俺おれの安あん眠みんを妨ぼう害がいするヤツは）

　首相官かん邸ていを訪れるようになって一ヶ月。メフィは誰にも使われてない部へ屋や、使いたくもならないような部屋、そんな場所を探し、やっと二階の隅すみに官かん房ぼう準備室という、黄ばんだ本やら埃ほこりをかぶったダンボールやらしかないものの、窓は南に面し、ほどよく風の入る良室を見つけた。

　人のいない夜半を見計らってクッションやら毛布やらを運び込み、ようやく昼間からのうのうと眠ねむれるスイートルームが完成したのが昨日。今日は記念すべき一日だというのに、これだ。

（用事が済んだらさっさと出てけよ）

　ちょうど入り口からは死角になっているのを幸いに、メフィは寝ね太た郎ろうを決め込む。

　彼にとって睡すい眠みんとは、生きることそのものと同義と言ってもよいほどの愉たのしみなのだ。

　それはさておき、聞こえてきたのはどこかで聞き覚えのある声だった。

「──いやなに、官かん邸ていだからな。どこで誰だれが聞いてるかわからん。いや、ここは大だい丈じよう夫ぶだ。なにせ五・一五事件の銃じゆう弾だんも転がっている古こ部べ屋やだからな。他国の盗とう聴ちよう器きだって、ここには仕し掛かけられてはおらんさ」

（代わりに悪あく魔まがいるんだがな）

　ぴんぴんとヒゲが揺ゆれる。眠たい時の、それが彼の笑い方らしい。

「ああ、その法案か。それなら衆議院を通過した。夜までには参議院も可決する。総理か？　今日はプールに行ってらっしゃるよ」

　携けい帯たい電話で会話しているのだろう。片方の男の声しか聞こえてこない。何がそうさせるのか、男はのえるの不在がさも愉ゆ快かいなことのように笑いだすのだ。

　下品な笑い声をするヤツだな、とメフィは思った。

　声のしわがれ具合からいって、ニコチンの吸いすぎか、年寄りと言ったところかと値ね踏ぶんでみる。まどろみを妨ぼう害がいするには一番効果的な音だった。メフィはとにかく男がはやく出ていってくれることを願った。

　とにかく眠ねむりたい。そよ風とのどかな光の中でだらだらとまどろんでいたい、と。

　彼の頭にあるのはそれだけだった。だから、

「死体の始末？　それはそっちの仕事だろう。ワシは知らん」

　そんな男の台詞せりふも、メフィの耳を右から左へ通り過ぎていくだけだった。
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　そういえば厚生労働大臣の名前が白峰だったな、とのえるは思い出した。

　大臣の頭に髪かみの毛はなかったが、独特の吊つり目は娘むすめと似ているといえば似ている。

「昔は違ちがったんです。長谷川くんは、知ってるでしょ？」

「小学生の頃ころから白峰は、威い張ばってたと思うけど」

「小学生の頃？」と、のえるは首を傾かしげた。

「五、六年で同じクラスだったんだ。同じ小学校なんだよ」

「──知らない」

「わたしは折原さんのこと知ってましたよ」

「そなんだ、嬉うれしい♪」

「喜ぶなよ……、変人として有名だったんだから……」

「で、彼女はいつ頃ごろから、あんなんに？」

「中一の夏、だから……ちょうど一年前あたりから、ちょっとずつ」

「理由はわからないの？」

　ほのかは首を振ふり、悲しげなまなざしをしてうつむいた。

「何も話してくれないから……。昔はどんなことでも話してくれたのに」

「確かに、白峰は授業中も後ろの席と喋しやべってばっかで、いつもデコ先生に怒おこられてたよ。僕ぼくも覚えてる」

　デコ先生というのは、五、六年の担任のニックネームだ。

「それが無口で嫌いや味みな女に変わったと」

「遊ぶ友達も、全然違ちがう子になって……」

「他人の神経逆さかなでするようなこと言って喜ぶところは変わってないけどね」

「それは問題のある性格ね」

　しみじみとうなずくのえる。

（それはキミもだと思うけど……）

　しみじみとため息をつく健太。

　するとだ。

　二階から誰だれかがバタバタと降りてきて、首を出した。ほのかの父だ。

「ほのか、今日は帰れないかもしれない、夕食は先に済ましてしまいなさい」

　彼はのえるに気づき、先日の脅きよう迫はく事件の礼をした。

「どういたしまして」

「お父さん、急きゆう患かん？」

「おかしな患者が運びこまれてきたんで、病院に向かわないといけないんだ」

「おかしな患者？」

　のえるが訊たずねた。父親はちょっとためらって、答える。

　その患者からは一部の臓器がそっくりそのまま消失しているのだと。
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　影かげが二つ、下り坂に長く伸のびて。

　西の空は太陽と同じ色に染まりながら、ゆっくりと燃もえ尽つきようとしている。

「今日も結局、宿題できないまんま終わってしまった……」

　などとぼやく健太の声も、頰ほおをなでる冷んやりとした風が連れ去る夕方。

　健太の何歩か前をすたすたと歩いていたのえるは、くるりと振ふり向き、訊たずねた。

「なんで好きって言わないの？」

　いつものことながら、いきなりだ。

「な、なんのことだよ……」

「弥生ちゃん」

「ち、違ちがうよ！」

　健太の顔が夕ゆう陽ひと同じ色になる。

「なんだ、違うんだ」

「キミの頭にはＯＮとＯＦＦしかないのか……」

　呆あきれる健太。

　すると、のえるはのえるで思考を進め、

「わかった！」と手を叩たたき、

「あたしのことが好きなのね？」

「それはもっと違う！　断じて違う！　極きわめつけに違う！」

「……力ちから一いつ杯ぱい否定するのね」

　おや、と健太は思った。

　のえるの表情がムスっとふくれたように見えたのだ。

（……僕ぼく相手でも、ひどいこと言われるとショックなのかな）

　それはちょっとした驚おどろきだった。

　僕が泣こうがわめこうがのえるはゲラゲラ笑っているのと同じで、僕が何を言おうとのえるがむくれたり傷ついたりすることはない、と思っていたからだ。

　おもちゃ扱あつかいされていると思っていたからだ。

　だから言われた分だけ、お返しもしていたのだけれど、それは言っても大だい丈じよう夫ぶだと思うからで、今みたいな顔を見てしまうと、

（これからは言葉に気をつけよう）

　と、思ってしまう。

　たとえ僕をおもちゃ扱いする女の子でも、傷ついた顔を見るのは好きじゃない。

　もしかして、のえるが無神経なのも、僕がどんなに怒おこったって凹へこんだりしないって思ってるからなんだろうか。

（……そんなこと、ないんだけどな）

　すると、のえるは、

「好きなら好きって、彼女に言っちゃったほうがいいんじゃない？」

（ほんっっっっっとに、無神経だな!!）

　健太は反省した自分を反省した。

「弥生さんは好きだけど……、わかんないよ」

「なんで？」

「したことないもん」

「恋こい？」

　健太はうなずいた。

「だから、どういうレベルの好きなのかってこともわかんないし、だったら、わざわざ告白とかすることないだろ」

「とりあえず告コクっちゃったほうが、見てるぶんには面おも白しろいよ」

「そりゃ面白いだろうさ！」

　健太はマジメに話をしたことを後こう悔かいした。

「そうじゃなくて、自分の中でぐるぐるシミュレーションしてるより、実際にやってみたほうが話が早い、ってこと」

「したって無む駄だだよ」

「無駄？」

「格があるだろ。人に好かれるタイプとか、そうでないタイプとか」

「健ちゃんはモテるタイプだと思うな～」

「そんなわけないだろ。僕ぼくみたいな冴さえないヤツは、誰だれかを好きになったって相手にされないよ」

「はぁ？　なによそれ」

「よくわかんない。……でも、なにか取とり柄えがあるわけじゃないし、カッコイイわけでもないしさ、人に自じ慢まんできるものが何もないと、恥はずかしいじゃん」

「？」

　わからない、といった顔をされてしまう。

　そりゃそうだ。

　のえるみたいに自信に満ちあふれた人間には絶対に理解できない。

「トレーディングカードと一いつ緒しよだよ。僕がカードを欲しいと思っても、相手が交こう換かんしたくなるようなカードを持ってないと、取引は成立しないだろ」

　だから、と健太はうつむく。

「僕ぼくみたいなのは、人を好きになっちゃいけないんじゃないかなあって思うことがあるんだ。どうせ叶かなわないんじゃ、思うだけ虚むなしくなるだろ。だから、さ」

「なによそれ～っ！」

　のえるは健太の自信のなさに驚おどろく、というか怒おこった。

「なんでそんなに後ろ向きになっちゃったの？　なりたいものとかいっぱいあったじゃない。子供の時は」

「もう子供じゃないよ」

「若いうちから遠えん慮りよしてどーすんのよ、夢なんか見たもの勝ちよ」

「違ちがうよ。できる人とできない人がいる。ふさわしい人がいるってことだよ」

「ふさわしい人って？」

「頭いいヤツとか、才能あるヤツとか、格好いいヤツとか」

「そんなのがエライって誰だれが決めたの？」

「僕が決めなくたって、そうなってるだろ」

「そんな風に考えなきゃいいのに……」

　のえるは寂さびしげな顔をする。

「あたしとしばらく会わないうちに、健ちゃん、いろんなものにセンノーされちゃってるね」

「センノー？」

　そうよ、とのえるはうなずき、

「いろんなこと覚えすぎちゃって、やってみもしないうちからダメダメって決めつけちゃってるのよ。もっと自由に考えればいいのに」

「考えたって、できないことはできないよ」

「なんでそんなに自信なくしちゃったのーっ！」

「のえるのほうこそいい年して、自信持ちすぎなの」

「減らそか？」

「そういうところが自信たっぷりなの！　いいよもう、のえるには僕の気持ちなんかわかるわけないんだ」

「それ言ったらおしまいだと思う……」

「だって、しょうがないだろ」

「だって、なんていうから後ろ向きになるのよ。言い訳禁止」

「だって……」

　しまった、と口を押おさえる健太。

「人間、できないことを増やすために人生を積み重ねてるわけじゃないのよ。今日という日を明るく生きるためには言い訳なんて必要ないの。必要なのは……」

「なにさ」

「開き直りよ！」

「はいはい」

「あ、ちょっと、今のいい話、健ちゃんマジメに聞いてなかったでしょ」

「聞いてた聞いてた」

「聞いてない聞いてない」

「だったら、もっとタメになるようなこと言いなよ……」

「わかったわ」

　のえるの瞳ひとみがキラリと光った。

　健太は条件反射的に皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

　身体からだに染みついた経験がある感情を呼び起こしていたからだ。

「世の中は自由だってことを、教えてあげる」

　のえるがいかにも名案といった笑え顔がおで迫せまってくる。

　健太は恐きよう怖ふした。

（のえるの良い考えに、ろくな考えがあった例しがないんだ）

　ホントにそうだった。




　　　　○




　ここは東京ドームだ。

　なぜかマウンドには健太が立っていて、

　なぜか客席は満員で、なぜかジャイアンツの選手がポジションについていて、なぜかドラゴンズの選手がバッターボックスについていて。

「プレイボール！」

　なぜか試合が始まってしまい……。

「さあ、長谷川投手の第一球に注目しましょう」

　と、アナウンサーは言い、

（どうしてこんなことに…………！）

　五万人の視線を一身に浴びる健太は、グラウンドの中心で呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　背番号は14。急ごしらえのユニフォームは採寸を間ま違ちがえたのか、袖そでがだぶついている。

「八月決戦の天王山、巨きよ人じん中日３連戦最後を迎むかえた今日のゲームの勝敗は、優勝の行方ゆくえにも大きく影えい響きようを及およぼすことでしょう」

「そんな大切な試合になんで僕ぼくが～っ!?」

　健太は絶望したように天を仰あおいだ。

　ボールを握にぎろうとするのだが、汗あせですべり、グラブの中でもてあそぶはめになる。

『健ちゃん、プロ野球の選手になりたいって言ってたよね？』

　だからって……。

「こんなのただの罰ばつゲームだよ……」

　呪のろいの言葉がもれる。言葉の力で相手を呪い倒たおせたらどんなに楽だろう。

「国家権力で僕をピッチャーにしたって、どうなるもんでもないのにっ！」

　怒いかりをこめ、健太は全力で投球した。

　だがそのボールは、まるで始球式のように見当違ちがいの方向へ飛び、バウンドし、ストライクゾーンはおろか、バッターボックスの外へ大きくそれ、キャッチャーが追いかけてようやくミットに収めることができた代しろ物ものだった。

　スタンドからたちまちわき起こる爆ばく笑しよう。

（だからイヤだっていったんだ～っ！）

　健太はもう泣きそうだ。

　無理もない。ＴＶ中ちゆう継けいも含ふくめれば何千万人もの人間に無様な姿をさらしているのだ。

（死にたい……）

　自分はいったい何点取られたらマウンドを降りることができるのだろうか。

　バッターに申し訳なく思った。ストライクゾーンにボールが入らないのでは、どんな名打者だって打ちようがない。ごめんなさい、ごめんなさい。

　ところが審しん判ぱんは、右手を高々と掲かかげ、こう言ったのである。

「ストラーイク！」
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「なんでだよっ！」

　健太は帽ぼう子しを叩たたきつけ、ホームベースへ向かった。

　自分と同じぐらいの背をした審判に食ってかかる。

「なんで今のがストライクなんだよっ！」

「自分からボールにしてくれだなんて、変わったピッチャーね～」

「バッターボックスの外側にいった球をストライクにするキミほどじゃないよ！」

「いいじゃない、審しん判ぱんがストライクって言ったらストライクなのよ」

「そんな馬ば鹿かな話があるもんか！」

「なによ、審判のジャッジにケチつけようっていうの？」

　と、審判はマスクを取った。

　言うまでもなく、彼女だった。

「のえるっ！　野球にはルールがあるんだよ！　審判だったら持ってるだろ、ルールブック！　ストライクゾーンはちゃんと決まってるの！　のえるだってわかってるだろ」

「ルールブックって、これ？」

　審判はぶかぶかの制服のポケットから、手帳のような本を出した。

　それだよ、と健太はもぎとり、ぺらぺらとめくる。

　ストライクの判定ルール、ストライクの判定ルール、ストライクの判定ルールが……、

「ないっ！」

　というか、ルールそのものがない。

「フフフフフ……あたしに不可能はない」

「可能とか不可能って問題じゃないだろ！」

　まるで立派なことをしたかのように胸を張るのえるの姿に、健太はいつもの頭痛を覚えた。

「あたしにかかれば、ストライクもボールも自由自在……」

「自由自在にしてどーするんだよっ！」

　健太は頭を抱かかえた。自分がジャイアンツのユニフォームを着ているのも、彼女が審判をやっているのも、ボールがストライクになるのも、すべては法律が決めたことなのだ。




『内閣総理大臣特別法』

　それは国政の最高責任者である内閣総理大臣の特権を定めた法律である。

　その三十七条に、本日、ある項こう目もくが書き加えられたのだ。





　１、プロ野球は最低一人の少年選手の登録と出場を義務づける。

　２、ちなみに内閣総理大臣は自由に審判をすることができる。その場合、野球規約に拘こう束そくされることなく、まったくの自由にプレイを判定することができる。

　３、というか野球協約全ぜん廃ぱい。






　こうして、今のような顚てん末まつになってしまったのだ。

　法律ってオソロシイ……。

「この国はキミの遊び場じゃないんだよ」

「さあ、プレイ再開するわよ！」

「まだ続けるのっ!?」

　こうして自由な野球が始まった。

　健太がヒットを打てないものだから導入された十五アウト制。ホームインで入るはずの得点は審しん判ぱんの気分で決められる自由得点制、みすみすボールを見み逃のがしてフォアボールを選んだバッターには消極的な姿勢にイエローカードが出たり、キャッチャーフライをなぜか審判がキャッチしたり、審判がバッターボックスに入ったり、審判がピッチャーになったり、審判が盗とう塁るいしたり、もう何が起こるかわからない前ぜん人じん未み到とうの野球が展開されたのだ。

　もちろん、ホームランを打たれたところで……。

「アウト～っ！」

　と、審判が一言叫さけぶだけでアウトだ。

「それのどこが野球なんだよっ！」

　健太が文句をつけても、のえるは平然と、

「いつも同じルールじゃ退たい屈くつしない？」

「ルールがころころ変わってたまるもんか！」

「健ちゃんのためならルールなんてポイよポイ」

「これのどこが僕ぼくのためなんだよーっ！」

「世界は変えられるって、信じるのよ、健ちゃん！」

「わけわかんないよ！」

　こうして今夜の巨きよ人じん中日戦は、四万二千対十六万八千という、何の試合なのかわからないようなスコアで終わるのだった……。




　　　　○




「もー、母さん聞いてよ、のえるったらさあ」

　帰宅した健太は、靴くつを脱ぬぐなりさっそく愚ぐ痴ちをこぼした。

「無む理り矢や理り、東京ドームでピッチャーさせられてさあ、しかもルールがめちゃくちゃで」

　しかし母はケロリとした顔で、

「見てたわよ。よかったじゃない、滅めつ多たにない体験ができて」

「でしょでしょ」と、のえる。

「おかしいよ、みんなおかしい！」

　健太は自分が世界で一番孤こ独どくだと思った。




　　　　○




　その部へ屋やは暗い。深夜なのだから暗いのは当然だ。けれどその部屋のＴＶはまだついているし、少女もまた眠ねむることなく起きている。

　組んだ膝ひざに顎あごをのせるようにして、少女はＴＶを見ている。だがスピーカーから流れ出す音は鼓こ膜まくを素通りし、瞳ひとみに飛び込む画像は無意味な刺し激げきを脳に送りつづけているだけで、意識に届くことはない。

　ガチャリ、と玄げん関かんから音がした。

　その音は届く。けれど、彼女は動かなかった。

　父親が部屋の電気をつけ、自分が起きていたことに気づくまでは。

「なんだ、まだ起きてたのか」

　酒気を帯びた息に緊きん張ちよう感かんのない声がまじる。

「ママ、出ていったわ」

「お前もついていけばよかっただろう」

　言い捨てるような一言。

「そういう問題じゃないでしょ！」

　娘むすめは声を荒あらげた。

「どうせ次の選挙までには戻もどってくる。アイツはワシの肩かた書がきと結けつ婚こんしたような女だ」

「ママのことをアイツなんていわないで！」

「ワシの仕事を知った上で一いつ緒しよになったんだ。国を預かる仕事をする以上、普ふ通つうの家のようにはいかないことぐらい覚かく悟ごしていたはずだ。だから家のことは何もしなくていいよう、好きなことができるよう、家政婦だって雇やとったし、アイツがどんな馬ば鹿かなことをしていても、見ないふりをした」

「怒おこればよかったのよ！」

「ワシだって、いい夫ではないことぐらいわかってる」

「だからってママが、知らない男と付き合ってるの許すの？　あたしの気持ちはどうなるの？　パパがママを叱しかってくれなかったら、あたしも我が慢まんしなくちゃいけないの？」

「だから、お前は好きなほうを選んでいいって言ってるだろう」

「なんでそうなるのよ！」

　怒いかりにまかせて、家具の上に並べられていた調度品を薙なぎ払はらう。

　精せい巧こうなガラス細工だったそれらは、フローリングの床ゆかに落ちて砕くだけた。

「触さわるな。明日、ミサキさんが来たら掃そう除じしてもらえ」

「いつもそう！　自分は充じゆう分ぶんなことをしてる。家のことはミサキさんにまかせて、ママは好きにすればいい。ええ、ママは好きにしたわ！」

「そうだな、出ていった」

　不ふ愉ゆ快かいな顔をしてつぶやく。そんな態度が娘むすめには気に入らなかった。

「それまでにママがどれだけ苦しんでたかわかってるの!?　酒に逃にげて、暴れて、目に入った物を手当たり次第に壊こわして……。パパの大事にしていた物もめちゃくちゃになったけど、ママだって血を流してたわ。でも、それは全部ミサキさんが片付けた。パパが帰ってくるまでにミサキさんがキレイな家にした。だからパパはキレイな家しか知らない。違ちがう！　キレイな家しか見たくないから、パパは家に帰らなくなったんだ。仕事が忙いそがしくなればなるほど、ママが荒あれれば荒れるほど……」

「…………」

　携けい帯たいが鳴った。

「ワシだが」

　すぐに顔色が変わった。一いつ瞬しゆんで酒気は消え、男の顔になる。

　父は娘の問いに答えることなく、自室に向かおうとした。

「パパ！　答えてよ！」

「国の仕事だ」

「いや、離はなさない！」

「わがまま言うな！」

　風ふう船せんが割れるような音。簡単に吹ふき飛ぶ娘の身体からだ。

　娘の頰ほおを叩たたいた父は、彼女が倒たおれようと表情ひとつ変えず、背を向けた。

　そして、閉まる扉とびら。

「…………っ！」

　少女は唇くちびるを嚙かんだ。血が出るほど唇を嚙んで、扉を睨にらみつける。

　頰が痛んだが手を添そえたりはしなかった。痛みを認めることすら悔くやしかったからだ。

　なにが国の仕事だ。どうせ金の話だろう。大臣の椅い子すを手に入れるだけでも相当な金を使ったんだ。それより上の椅子を狙ねらうとなれば……。

　他の大臣もそうなのだろう、きっと。

　パパは弱いから、狂くるった仕組みに従うことでしか、夢を叶かなえられなかったんだ。

　やりたい政策がある。大臣にならなければいけない。金が必要になる。法に触ふれることをする。隠かくす。バレたらそこで刑けい務む所しよ行きのロシアンルーレットだ。

　幼い頃ころから、そうやって逮たい捕ほされていく政治家を何人も見てきた。

　順調に出世する父を見て、ブラウン管に映る彼らの姿にダブらせた。

　それが政治家の支し払はらわなければならない犠ぎ牲せいとでもいうのだろうか。そんな仕組みがあるから、バカな連中しか政治家になれないんだ。

「家も守れないような親が国なんか守れるもんか！」

　扉とびらを蹴けり、そして背を向ける。

　何も考えたくなくて、すべて忘れてしまいたくて、彼女は自分の部へ屋やに戻もどろうとした。

　家政婦が常に清せい掃そうを欠かさないリビングは、キレイで、泣きたくなるほどキレイで、忍は目をそむけた。そむけた先にあったＴＶにはスポーツニュースが映っていた。

　四万二千対十六万八千というふざけた結果を表示したスコアボードをバックにＶサインを決めて笑うのえるが、映っていた。

「…………っ！」

　忍は震ふるえながらＴＶを見つめた。

　例えようもなく自分がミジメな気がして、身体からだの震えを止めることができなかった。




　　　　○




　横になったら三秒で眠ねむれるというのは特技なのかどうかわからないが、のえるが夜中に目覚めるのはめずらしいことだった。

「喉のど乾かわいた」

　ドームで調子にのって声を張り上げすぎたせいだろうか。

　むしろドームならコンサートをするべきだったろうか。

　あっという間に考えがそれていく。

「……なに考えてたんだっけ？」

　すぐにわからなくなる。

「まあいいわ。水、水」

　のえるは台所へ向かった。

　そんな彼女でも、寝ねているみんなを起こしてはマズイと忍しのび足で階段を下りるぐらいのたしなみはある。とはいえ、それもまた世界のどこかで学んだ特技なのか、空気の動く音すらさせない完かん璧ぺきな忍び足なので、やっぱり彼女は変人としか言いようがないのだが。

「やっぱり、飛行機は無理って、先生が……」

　それは健太の母の声だった。居間から漏もれてくる声は、自分の前で見せてくれる明るさとはもっともかけ離はなれた重苦しいものだったので、のえるは耳を疑った。

「そうか」

　父の、ため息のような声も聞こえた。

「十五まではもたないだろうって。だから、海外で移植手術を受けるしかないだろうって、先生、外国の病院を探してくださっていたのに……」

「仕方ないだろう、光の身体からだがもたないんじゃ。光は何も悪くない」

（どういうこと!?）

　のえるは驚おどろいた。光が心臓に病やまいを抱かかえていることは健太から教えられていたが、それは人より身体が弱いというだけで、命に別状はない、という説明だった。

　それが十五までもたないとはどういうことなのか。海外で手術するしかないほど光は難病なのだろうか。のえるは飛び出してすべてを問いただしたい衝しよう動どうにかられた。けれど、それはしてはいけないことのように思えて、動くことができなかった。

「わかってますよ。でも、でも……」

　聞こえてくる声は嗚お咽えつしているとわかる。のえるははじめて知った。おばさんにそんな弱々しい一面があったことを。

「そのことは……健太には話したのか」

　返事はない。

「そのほうがいい。今から泣く必要なんてない。いずれ来るんだ。その日まで笑ってよう」

「ええ」

　その声は、泣いていて──。

「…………」

　のえるはその場から動くことができず、しばし立ちつくした。




　８月27日




「悪夢だ……」

「何が悪夢だって？」

「わっ、勝手に部へ屋やに入ってくるなよ、のえる！」

　開かれたドアには『のえる入室禁止』と書いてある。

　すでにもう健太の目の前にいるのだが。

「字読めないの？」

「紙に書かれた言葉ぐらいで、あたしは止められなーい」

　なにが誇ほこらしいのか、のえるは胸を張ってみせた。

「頼たのむから止まってよ」

「うん、泊とまる」

「居い候そうろうしてるだけだろ！」

「やだなあ、健ちゃんの部屋に泊・ま・り・た・い♡　って言ってるんだよ♪」

　ちょこん、と椅い子すに座すわっている健太の膝ひざの上に座る。

「ごまかすなーっ！」

「あはははは」

　健太は手にしていた新聞を振ふり回して、のえるを振り払はらった。

「新聞ぐらい、居間で読めばいいのに」

「読めるような記事ならね」

　彼が手にしていたスポーツ新聞の一面にはでかでかと、のえるがホームランをアウトにした写真が載のっていた。もちろん『婚こん約やく者しや』としてマウンドにいる健太も写っている。

「こんなみっともない新聞、父さんや母さんの前で読めるわけないだろ」

「面おも白しろいじゃない」

「またそれだ。のえるは何やったって面白いの一言で済ましちゃう」

「だって、面白いと思うからやったんだもん。でも、健ちゃんも気が楽になったでしょ」

「なんで!?」

「世の中けっこーいい加減ってわかったでしょ？　できないできないってびびることないのよ」

「のえるがいい加減にしたんじゃないか！」

「っていうか、法律にしただけで従うみんなも変だよね」

　のえるがいつになく真面まじ目めな顔をした。

「ルールってそんなに大事なものなのかなあ？」

「決まってるだろ」

「じゃあ、なんで三ストライクで一アウトになるの？」

　え？　健太の目が丸くなった。

「野球は九回までなのはなんで？　九人だから？　ダジャレ？　ホームベースだけなんで五角形なの？　バットが丸いのはなんで？　クリケットはひらべったいのに。なんでなんでなんで」

　そう聞かれると、返事に困ってしまう。

「む、昔から、そう決まってるんだよ」

「誰だれが決めたの？」

「誰って……」

「神様？」

　違ちがう、と健太は首を振ふる。

「昔の人でしょ？　昔の人が決めただけなんでしょ。じゃあ、あたしが変えたって問題ないじゃない」

「そんなノリで法律も変えてたの!?」

「そーよ」

　胸を張って言われてしまう。

「世の中の仕組みと、野球はレベルが違うんだよ！　あ、いや、野球のルールなら自由にしてもいいって意味じゃなくてさ」

「どっちも人間が勝手に決めたルールじゃない。地球が太陽を回るのとは訳が違ちがうわ」

「なに訳のわかんないこと言ってんだよ。話がつながってないだろ」

「健ちゃんはお金好き？」

「はぁ？」

　ますます話が脱だつ線せんしていく。

「たとえば、この引き出しがタイムマシンの入り口になっているとして──」

「またドラえもんの話なの……？」

　げんなりとする健太。

「二年前に行ったらもう、このコインは通用しないでしょ」

　と、のえるは斜ななめにミゾの入った五百円硬こう貨かをポケットから取り出した。昔の五百円玉にはミゾがない。

「お札だってそう、一万円札だって昔は聖徳太子だったのよ。そんな時代に福沢諭吉を持っていって使えると思う？」

「使えないけど……」

「みんなが血ち眼まなこになって守ろうとしてるお金だって、その程度のものなのよ。たかだか二十円とか三十円で造れる紙切れを『一万円』ってことにして、みんなで騙だまされることを選んだだけ。トレカと同じよ」

「現実世界をゲームと一いつ緒しよにするのは無理があると思う……」

「同じよ。お金だけじゃない。世の中の仕組みすべてそう。ありもしないものをバーチャルだっていうなら、この社会ぜんぶがバーチャルなのよ。誰だれかが作った決まりでしかないもので組み上げられた、仮バー想チヤル現リアリ実テイ」

「わかんないよ、ぜんぜんわかんない」

　健太はくるりと背を向けると、机に向かった。

「僕ぼくは目の前の宿題を片付けるので精せい一いつ杯ぱいなんだ。夏休みはあと五日で終わるんだからね。のえるが言うみたいにこれがバーチャルだっていうんなら、リセットしちゃいたいよ」

「押おす？」

　と、のえるは携けい帯たいのボタンを押した。

「もしもし？　文部科学大臣呼び出してくんない？」

　え……、健太は嫌いやな予感に青ざめた。

「うん、夏休みの宿題廃はい止しするの！」

「こら～っ！」

　携帯を取り上げて、通話を切る。

「あ、全国の子供から拍はく手しゆ喝かつ采さいを受けるはずの法案が消えた……」

「もーっ！　いつまでこんなの続けるつもりだよ～っ！」

「ずっと」

「九月になれば魔ま法ほうは解けるんだろ？　もうすぐ終わるくせに」

「魂たましいと引き替かえにすれば続けられるよ」

　ぎょっとする健太。

「まさか……もう契けい約やくを……」

「ムフフフフフ……」

「のえる！」

「なーんてね、ウソだよ。そんなことしなくても愉ゆ快かいに生きられるよ」

「できるわけないだろ。魔法が切れたらのえるだって普ふ通つうの女の子だよ」

　のえるが普通？

　言い直すことにした。

「……のえるは魔法が切れても普通じゃないだろうけど、でも、法律は破れなくなる。のえるの悪ふざけも夏休みと同じで期限があるんだよ。今は一日中遊んでても元気な子供だけど、九月になっても学校に行かずに遊び呆ほおけてたら、ただの不良じゃないか。バーチャルだの、ドラえもんだのもいいけど、のえるも九月からのこと考えたほうがいいよ。これはホントに真面まじ目めに言ってるんだからね」

　心配しているのは本当だった。

　総理大臣でなくなったのえるはただの奇き人じん変人だ。

　いくら世界を回って腕うでっぷしを鍛きたえたところで、何の解決にもならない。

　まわりに合わせることができなければどうなるかなんて、わかってるはずなのに。

　小学校の校庭、その隅すみに生えた木にひとりぼっちで登っていた頃ころのように……。

「のえるもいいかげん成長しないと、また同じこと繰くり返すんだよ」

　しかし、のえるはうなずかなかった。

　唇くちびるに指をあてる。納なつ得とくしてないという顔だ。

「夏休みが終わるからって宿題やって、大人おとなになるからってルール覚えて、それでホントにいいのかな？」

「宿題やらないよりはいいと思うよ……」

「健ちゃんの言ってることは筋が通ってるようで、やっぱり変なのよ」

　そう言って、のえるは立ち上がった。

　閣議の始まる時間だ。

「さ、行くわよ……」と言いかけて、やめる。

　宿題をやらせてあげよう、と思ったからだ。

　それが優やさしさから来るものか、健太の言葉がひっかかったせいなのかは、のえる自身にもわからなかった。




　　　　○




　三権分立、という言葉を授業で習ったことはあるだろうか。

　司法、立法、行政、という国の三つの仕事のことだ。

　司法というのは法律に基もとづいて揉もめ事を解決する仕事、つまり裁判所。

　立法というのは法律を作る仕事、つまり国会。

　それ以外の警察、消防、役所など生活に関かかわる仕事を受け持つのが行政、つまり内閣だ。

　内閣は内閣総理大臣とそのスタッフである大臣によって構成され、大臣の下に財務省、外務省といったお役所があり、数十万人もの公務員を従えている。

　ただし内閣総理大臣は国会議員でもあるので、法律を国会に提出することができる。

　例外的に二権にまたがることを許された特別な立場なのだ（たとえば議会に議席を有していないアメリカ大統領は、法律を作ることができない）。

　それだけの力を持った面々が一堂に揃そろい、国の進路をあーしようこーしようと相談する会議の時間を『閣議』と言う。

「なにこれ？」

　明らかにサイズの合わない巨きよ大だいな椅い子すに寝ねころぶように腰こし掛かけたのえるは、目にした書類を見て鼻をならした。足を組み、肘ひじ当あてにのせた腕うでで頭を支えている姿は、小さいながらも独裁者の風格すら漂ただよわせている。

「あたしは認めないわよ」

　そう言って、白峰厚生労働大臣を見た。

「臓器移植新法のことですな」

　白峰は背後に控ひかえていた事務官に、アレを持ってこい、と指図をすると、立ち上がった。

「十五歳以下の児童への移植は一切認めないというのはどういうこと？」

「審しん議ぎ会かいの結論がそうでしたので」

　彼女が文句をつけてくるのは予想のうちだったのだろう、白峰は事務官が持ってきたファイルをのえるに渡わたした。審議会の議事をまとめたレポートである。

　のえるはひったくるように受け取ると、凄すごい勢いで読み始めた。

　臓器移植法というのは、死亡した患かん者じやから臓器を取り出して、臓器移植をする以外に助かる道のない人に生きる可能性を与あたえるための法律だ。

　もっとも大人おとなと子供では話が違ちがう。身体からだの成長が止まった大人なら、二十歳と六十歳の間でも移植が容易だ。しかし子供はその年ねん齢れいによって臓器のサイズも異なり、移植可能な臓器を探すこと自体が困難を極きわめている。

　なのに、現在の臓器移植法では十五歳以下の子供からは臓器摘てき出しゆつができないようになっている。死後に身体の一部を切り取られてもよいのかどうかという意志決定は子供にはできないというのが理由だ。それはそれで馬ば鹿かにした話なのだが現実だった。違い反はんをすれば逮たい捕ほされる。

　だから腎じん臓ぞうなどの分割可能な臓器は、大人のものを切り分けて移植するという方法でかろうじて対応できているのだが、心臓とかはそうもいかない。

　そんな子供の生きる可能性は、現在の法律ではまったく閉ざされているのだ。

　だから、死亡した子供からの臓器摘出を認めているアメリカなどへ旅立つ患者は、現在も後を絶たない……。

　白峰が提出した新法は、さらにそれを厳きびしくしたものだった。

　のえるは何を感じているのだろうか、ページをめくるほどにその顔には赤みが増していく。最終ページを読み終える時にはもう、浮うき出た血管が切れてしまいそうであった。

　ファイルをまっぷたつに引き裂さいて、一言。

「やりなおしなさい、審議会！」

　それもまた予想の範はん疇ちゆうだったのだろう。白峰はまるで原げん稿こうを読み上げるように答えた。

「新法はすでに国会で可決されてしまいました」

「あたし知らないわよ。いつ可決したの？」

「昨日です」

　のえるは表情を険けわしくさせた。

「その日に可決するなら、言ってくれればよかったのに」

「申し訳ありません」

　まったく温度のない謝罪。

「とにかくナシ、ナシよ。九月一日から施し行こうなんて、こんな法律通すわけにはいかないわ」

「総理、国会で可決された法案を、総理の一存で差し戻もどすことはできません」

　そうなの？　と内閣法制局長官に訊たずねる。

　長官はこくりとうなずいた。

　白峰が言う。

「総理、臓器は機械の部品ではないのですよ。たとえ死んだからといって他人が勝手に取り出してよいものではないのです」

「ドナーカードを持ってないと臓器摘てき出しゆつできないのは大人おとなも同じなんでしょ。なんで子供はドナーカードの所持も認められないの？」

「民法で十五歳以下の意思表示に効力はないと決められているからです」

「なんで決まってるのよ」

「そうなっているからそうなっているのです」

「じゃあ、なんで外国ならＯＫなのよ。ホントにいけないことなら海外に行かせるのだってダメじゃない。アメリカの子供には意思決定能力があって、あたしたちにはないっていうの？」

「外国には外国のやり方があるでしょう」

「あたしには責任逃のがれの論法にしか聞こえないわ」

「それは総理のお考えです」

「白峰、あなたの考えはどうなの？　あなたは変だと思わないの？」

「決まったことですから」

　たったそれだけの言葉で、白峰は席につく。

「みんなは？　みんなはどうなの？」

　のえるは居並ぶ大臣に訊たずねた。

　しかし彼らは困った顔をして、歯切れも悪く、

「審しん議ぎ会かいで決まったことなら」「法律が決まったのですから」と言うだけだ。

　決まったこと、そこには自分の意志も判断も何もない。

　なのに、ここにいる人間たちはどうしてそれで納なつ得とくできるんだろうか。

　信じられない。

「解散、今日の閣議はこれでおしまいよ！」

　言葉の通じない連中に何を言っても意味がない。

　のえるは同じ空気も吸いたくないとばかりに部へ屋やを飛び出した。




　　　　○




「閣議は通した」

　国会前に横付けされたリムジンに乗り込んだ白峰はさっそく電話をかけ、そう言った。

　携けい帯たいではない。通話を傍ぼう受じゆさせないための特とく殊しゆな暗号化機能を持った自動車電話だ。

「簡単だ、日本の総理に可決された法律の拒きよ否ひ権けんはない。外遊にしろ休きゆう暇かにしろ、総理が留守にしている日を見計らって、法律を通してしまえばいいだけの話だ。先決しなくてはならない法案に強ごう引いんに割り込ませたから、それなりに使うものは使ったがな」

　なにが誇ほこらしいのか、自じ慢まんげに笑う。

「なに、ビジネスには投資が必要だ。その見返りは充じゆう分ぶんにあるわけだしな」

　リムジンは国会を半周して、裏手へと回っていた。

　国会議事堂の裏側には、衆議院、参議院それぞれの議員会館が並んでおり、議員やスタッフ、そして警備の警察官がまばらに見えていた。

「藩場製薬の一件？　かまわんさ。どこが潰つぶれようと、国民が使う薬の量が減るわけではないからな。別の会社が大きくなるだけだ。たまには財さい布ふを変えたほうがいい」

　右手に新しい建物が見えてきた。

「この国のルールがどんなものか。子供に教えてやるのが大人おとなの仕事というものだろう？」

　通り過ぎてゆく首相官かん邸ていを一いち瞥べつして、白峰は薄うすく笑った。







　８月28日




　その日のディズニーランドは開園して以来の最低入場客数を記録した。

　なぜなら……。

「一度、ディズニーランドを貸し切ってみたかったのよねえ～」

「いいんだろうか……」

　入場口の目の前にあるワールドバザールからシンデレラ城へとつづく眺ながめの中に、客の姿は一人もいない。健太はその光景に感動し、頭を抱かかえた。

「また内閣支持率が下がる……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ゼロより下はないんだから」

「なにが大丈夫なんだよっ！　っていうか、もう準備ＯＫしてるし！」

　レストランやショップの連なるワールドバザールは百年ほど前のアメリカをモチーフにしたゾーンだ。健太が呆ぼう然ぜんとしている隙すきに、のえるはミッキーの耳つきキャップや首からさげるパスポートケースなどを買い込み、遊びまくる準備は満タンであった。

「もーっ、総理大臣特別法は、こんなことに使う法律なんじゃないんだよ！」





　内閣総理大臣特別法　第三十九条

　内閣総理大臣は、国内の遊ゆう戯ぎ施し設せつを自由に貸し切りにできる。






「健ちゃん、知らないの？　決まっちゃった法律はどうすることもできないのよ」

「だからってバカなことしてもいいってことにはならないだろ！　もう」

「ごめんなさい……」

　背後から、おどおどとした声が聞こえた。

「や、弥生さん」

「折原さんが、チケットをくれたから、つい……」

　申し訳なさそうに、身をすくめている。

　健太はあわてて両手を振ふり、

「え、あ、そういう意味じゃないんだ。弥生さんは悪くない」

「あ、ずるーい。あたしだけが悪人なの？」

「そーだろっ！」

「お兄ちゃん、ひどい！　お姉ちゃんはあたしのお願い聞いてくれただけなのに」

　のえるとお揃そろいのキャップをした光がむくれる。

「だからそれがやりすぎなんだって……」

「光ちゃん、気にしちゃダメよ。健ちゃんは根がクソマジメだから、怒おこってるポーズを取らないことには何にもできないのよ」

「まるで僕ぼくが悪いみたいじゃないか！」

　もちろん、参加するのはのえると健太と光とほのかの四人だけではない。会場のいたるところには警護ＳＰが控ひかえている。

「じゃ、行こうか」

「あの子も呼んだんだけどな……」と、のえる。
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「あの子？」

　健太は訊たずねたが、のえるは光に腕うでを引っぱられて先に行ってしまった。




　　　　○




　ゴミ箱に、くしゃくしゃになった紙切れが放り込まれる。

　ふん、と唇くちびるを尖とがらせ、忍は背を向けた。

「誰だれが行くかよ」

　かといって、どこに行くあてがあったわけでもない。

　駅前まで出てきたが、誰かと会う約束をしていたわけでもない。

　呼び出せば来る連れの二、三人はいた。だが、ドラッグストアの一件以来、どうも歯車が合わない。余計なことを言われそうな気がして、忍は携けい帯たいを使う気になれなかった。

　なんとはなしにガードレールに腰こし掛かける。それだけの身長がある。身体からだだけはもう大人おとなだ。なのに心は追いついていない。払はらっても払っても落とすことのできないどろどろとした気持ちで全身が腐くさっていきそうだった。

　目の前をいろんな人々が行き交かう。

　慌あわただしく走っていくスーツ姿の青年、ベビーカーを押おしながら通り過ぎてゆく夫婦、バーゲンの帰りなのか両手に買い物袋ぶくろをさげて歩くおばさん、そわそわしながら人を待っている様子の男や女たち、スポーツ新聞片手にｔｏｔｏの予想をしている者。

　みんな他人には目もくれない。同じ場所にいても、それぞれの時間を勝手に生きている。

　そんなことは当たり前だ。苛いら立だつようなことじゃない、なのに。

（いっそのことミサイルが飛んできて、全員死んでしまえばいいのに）

　そうすれば公平になる。

　だが、そんな言葉を持ち出す人間は、すべて劣れつ等とう感かんの奴ど隷れいだ。

　自分が奴隷であることに気づいていないという意味で、忍は本当の奴隷だった。

　人を見ているだけでむかつく。

　忍は自分でも意識しないまま歩き出していた。

　なぜかほのかのことを思い出した。小学生の頃ころ、彼女の家に遊びに行った時のことだ。

　何をされたわけでもない。優やさしくもてなされただけだ。

　おばさんの手作りケーキをごちそうになり、帰りが遅おそくなったからとおじさんに車で送ってもらっただけだ。

　誰だれも待っていない家に。

　当時からもう母はキッチンドランカー（昼間から家で酒さけ浸びたりになる人のことだ）で、私が学校から帰る頃には寝しん室しつでだらしなく寝ねていた。ミサキさんは夜九時になれば帰る。

「ただいま」と言っても、誰の声も返ってこない家。

（邪じや魔まなら、産まなきゃよかったのに）

　子供を苦しめることしかできないなら、作らなきゃよかったのに。

　生まれてから何度つぶやいただろう。そんな呪のろいの言葉が胸をじりじりと焼きはじめる。

　無む邪じや気きなあの子。いつも幸せそうな顔をして、人を疑うことを知らない。

　それはそうだ。あの子はたくさんの優やさしさに包まれている。父親、母親、兄弟、無数の手に抱いだかれている。さしのべられる手、守る手、醜みにくい物を見ないで済むよう目を塞ふさいでくれる手。道に迷った時はすぐにさしのべられる手。そんな手につながれて育てばいい子になるはずだ。

　イジメている相手にハンカチをさしのべられるような子に。

　その時のことを思い出し、そのとき感じた不快感を思い出し、忍は憎ぞう悪おを募つのらせた。

（だから、私があの子をイジメるのは正しいんだ！）

　人は平等だ、生まれで差別してはいけない、という言葉をしたり顔で語る大人おとなを見るたびに、おかしくて仕方なくなる。

　アンタたち、何も考えてないだろ？　本に書いてあることをそのまま言ってるだけだろ？　自分には関係のないことだから無責任に言えるんだろ？

　平等なんだったら、どうしてウチのママは部へ屋やから出てこないの？　差別しちゃダメなんだったら、どうして誰の家も公平にしてくれないの？

　他の家の子も、私と同じぐらい不幸にしてくれないの？

（そうすればみんな平等なのに）

　ほのかの優しさ、愛らしさが憎にく々にくしい。

　あの子に比べて、私はどうだ？

　人の言葉をすぐに疑う。誉ほめられても憎にくまれ口を叩たたき、誰も信用できない。

　ちょっとした言葉にも被ひ害がい妄もう想そうをかきたてて、人を傷つけてしまう。

　どうしようもない理由で昔からの友達を傷つける。

　のえるにわざわざ糾ただされるまでもない、最悪な人間だ。自分でも思う。

　けど、信じることができないのだ。傷つける以外にないじゃないか。

　あの子をイジメることが間ま違ちがってるのなら、教えて欲しい。

　どうして、あの子の家には当たり前のようにある温度が、ウチにはないのか。

　どうして自分は、明かりのついた家に帰ることができないのか。

　誰だれも教えてくれない。

（だから──）

　私が教えるんだ。あの子に教えてやるんだ。

　傷つけられる痛みを。やりきれない孤こ独どく感かんを。

　そうすれば、私の中の何かが確実に埋うめられる。

　決まりきった言葉では埋められない何かを。

　なのに……。

（ほのかは、私にハンカチをくれた）

　そのことが、苛いら立だたしくて仕方ない。

　気づくと、忍はなじみのない通りに立っていた。

　ディスカウントストアがのべつまくなしに流している音楽が聞こえてくる。駅前からはそんなに離はなれてないようだ。見覚えがないのは裏通りだからか。キャバレーとか大人おとなの店が並ぶ風ふう俗ぞく街で、昼間は死んだように閑かん散さんとしている。だから学校にも行かず、昼間っから時間を潰つぶす以外にやることのない連中にとってはいい穴場だ。

「や、やめてよっ！」

　言わんこっちゃない。

　駅を横断する隧すい道どうは、人目につかず悪さを働く格好の場所だ。

　見ると、背は高いがひょろりとした男子が、赤、青、黄と信号機のような髪かみをした三人組にからまれていた。

　どうせ、緊きん張ちよう感かんもなくのほほんと歩いていたところを「ちょっと来いよ」と凄すごまれて、連れ込まれたのだろう。バカ。

　二人の男に羽は交がい締じめにされ、一人にポケットを探さぐられている。

　だが、身体からだの大きさは伊達だてではなかったようだ。男子は右みぎ腕うでをふりほどくと、財さい布ふを取り返そうと腕うでをのばした。相手はかわそうとしたが、バスケットボールをカットするような感じで財布を弾はじき飛ばされてしまう。

　財布は、忍の前に転がった。

「渡わたせ！」「返して！」

　男たちが駆かけ寄る。

　忍は財布を拾い上げた。紙し幣へいだけを抜ぬき取って、軽くなったそれを持ち主に渡わたす。

「金ぐらいで済むんだ、安いと思いな」

「ひっ……」

　男子は忍を睨にらんだ。しかし追いかけてきた男どもが抜いたものを見て、逃にげ出した。

　それはナイフだ。

「なに横取りしてやがるんだよ！」

　だが忍の表情はそよとも動かない。

　バカが。なんでもナイフを使えばいいと思っている。

「刺させばいいだろ。あたしも道連れが欲しかったところさ」

　と、忍は同じものを見せてやった。




　　　　○




「昔ね、一いつ緒しよに来たことあるの」

「白峰と？」

　ロンドン上空で、ほのかは寂さびしげにうなずいた。

　外はまだ昼だが、アトラクションの世界は夜だ。ピーターパンがウェンディを連れ出したロンドンの夜を二人は飛んでいる。

　眼下に広がるミニチュアの街並みは鮮あざやかにきらめいて、空の二人を照らし出していた。

「まだ小さな頃ころなんだけど。その頃、まだお父さんの病院、お医者さんが足りなくてね、ほら、ウチって外来だけじゃなくて入院もあるでしょ。だから休みとか取れなくて。それでおじさんに連れてってもらったの」

「大臣がねえ……」

　慇いん懃ぎん無礼を絵に描かいたような大臣にもそういう一面があったんだな、と健太は思った。

「ちょっと思い出しちゃって。ごめんね、つまんなかったよね」

「そんなことないよ。弥生ちゃんのこと、わかると嬉うれしいし」

「えっ……」

「あ、いや、その……」

　ほのかが妙みような反応したので、健太は焦あせった。気づかれたかもしれないと思ったからだ。

「ほら、一緒に塾じゆくとか行ってても、勉強の話とかばかりで、個人的な話とかあまりしてなかっただろ？　だから」

　慌あわてて言い訳なんぞをしてみる。

「そうね、考えてみれば変だよね」

　ほのかがくすくすと笑ってくれたので、健太は胸をなで下ろした。

　せっかく彼女と二人きりでデートみたいな時間を過ごせているのだ。うかつなことを言って嫌いやな顔をされたらそれもおしまいになる。今だけじゃない。教室で顔を合わせるのも、塾で机を並べるのも地じ獄ごくだ。

　気持ちは秘密にしておくに限る。とことん隠かくしておくに限るのだ。

　健太がささやかな幸せを守り抜ぬくことを決意した隣となりで、ほのかはほのかで気になっていることがあるらしく、訊たずねることを決意していた。

「……折原さんとは、一いつ緒しよに乗らなくていいの？」

「いいよいいよ、せっかく光がお守もりしてくれるんだから、こんな時ぐらい僕ぼくも思いきり羽根を伸のばすよ。のえるから解放されてるなんてこと、めったにないんだから……」

　まるで生活に疲つかれた中年のように、しみじみ語る。

「だから弥生ちゃん、蜂はちの巣すをつつくようなことはしないでよ」

「蜂の巣？」

「組み合わせを変えようとかさ」

　とりわけ嬉うれしそうな顔で、ほのかはうなずいた。

「どうしたの？」

　鈍どん感かんな健太は、どうしてほのかがそんな顔をするのかがさっぱりわからなかった。

　ほのかは顔を赤らめながら慌あわてて両手を振ふった、首も振った、大きく振った。

「ううん、なんでもないなんでもない。……あ、そ、それじゃ長谷川くん、また行かない？　ビッグサンダーマウンテンに」

　えっ……、と健太は青ざめた。

「健太くん、苦手……だったり？」

「違ちがう違う、全然かまわないよ。さっき乗ったばかりだから、驚おどろいただけ」

「変かな？　コースター好きなんて……」

「そんなことないよ。全然そんなことない」

「よかった……。普ふ段だんは乗れても一回でしょ、こんな機会もうないと思うし」

「コースター好きなんて普ふ通つうだよ～」と言って、健太は心の中で付け足した。

　十二回も乗りたがる子は変だと思うけど……。




「弥生ちゃんってアレね。怖こわい怖いって言いながら怪かい談だん大好きなタイプね。さっきから絶ぜつ叫きよう系ばっかり乗ってるもの」

「お兄ちゃんはホントに苦手なんだよ」

「そりゃ大変だ」

　のえると光は笑いあった。

　二人は海かい賊ぞくが跋ばつ扈こしていた時代のカリブ海を模した水路をボートに乗りながらのんびりと遊覧している。二人の両りよう脇わきでは大たい砲ほうが鳴ったり、火花が散ったりするが、時速五キロで進むボートに海賊が攻せめ込んでくることはない。

「お姉ちゃんも、そっちのほうがよかった？」

　うつむいて、光が聞いてきた。

　さっきまでは機き関かん銃じゆうのように喋しやべっていたのに、その質問をした途と端たんに黙だまり込んでしまう。

「どうしたの」

　のえるは優やさしい声で、聞いた。

「……だってお姉ちゃんも、ビッグサンダーマウンテンとかが好きなんでしょ？」

「そう見える？」

　光は何度もうなずいた。まるで自分のことのように嬉うれしげな顔をしてうなずいた。

「お姉ちゃんカッコイイもん」

「わかってるじゃない。だけど違ちがうんだな。あたしクラスになると、ホントの戦車や戦せん闘とう機に乗っちゃうからね。作り物のスリルじゃ物足らないのよ」

「ほんと？」

「本当よ」

　すると光は安心したように表情を崩くずした。

「よかった……。イヤイヤあたしに合わせてくれたのかと思った」

　ずっと気にかかっていたのだろう。緊きん張ちよう感かんの抜ぬけた顔は別人のようだった。

「それも近いけど、違うな」

「え」

　また光は不安げな顔になる。

「光ちゃんと一いつ緒しよにいたいから、こっちを選んだんだよ」

　すると光は何も言えなくなり、見とれるようなまなざしで、ただただのえるを見上げた。

　建物の中は薄うす暗ぐらいからわからなかったが、光の顔はこれ以上ないほどに紅潮し、うっすらと涙なみだすら見える瞳ひとみには言葉にすることのできない感動を浮うかべていた。

　見えなくても、のえるにはわかった。

　しっかりと自分をつかんで離はなさない彼女の小さな手の熱が、気持ちを伝えてくれたから。

　それだけでのえるは、よかったな、と思った。

　内閣支持率がゼロを割り込もうと、かまうものかと。

　それに実は、前から思っていたことがあった。

「あのさ光ちゃん」

「うん」

「もし……外国に行けずに手術を受けられるんだったら、そうしたい？」

　ボートは暗くら闇やみの中に入った。

「ダメだよ」

　静かだけれど、はっきりとした声が返ってきた。

「三十年も命をあげちゃうなんて、ダメだよ」

　のえるは息を吞のんだ。

「……な、なにそれ、光ちゃん、なに変なこと言ってるの？」

「隠かくさなくたっていいよ。あたしが手術を受けるまで魔ま法ほうを続けようとしたら、お姉ちゃん。悪あく魔まに魂たましいを渡わたさないといけないんでしょ？　だいたい三十年、昔、成人した人が死ぬまでの年数なんだって、お兄ちゃんが言ってた」

「……知ってたんだ」

「あたしが寝ねてると思って、お兄ちゃんがぶつぶつ独りごと言ってるの、聞いちゃったの」

「ダメねえ、健ちゃんは」

　のえるはいつもの調子で笑った。

　けれど、出口の光を浴びて見えるようになった顔には、寂さびしさが浮かんでいた。

　その表情があまりにも笑い声と正反対だったので、光は確信した。

　自分がうんと言えば、のえるは本当に悪魔に願い事をするつもりだったんだろうと。

「全然変わってないね、お姉ちゃんは」

「そうかな？」

「昔からそうだったよ。夢中になったら、なにもかもそっちのけになって、いつも大変なことになってたじゃない」

「けなしてるのお？」

「ホメてるの。お姉ちゃんは自分のことと他人のことを区別したりしない。あたしなんかのためだって、自分を投げ出してくれる」

「自分のことを、なんか、とか言っちゃダメだよ」

「だから心配なの。お姉ちゃんは止まれないから、自分では絶対止まれない人だから、そのうちいくところまでいっちゃって、戻もどってこれないような気がする……」

「やっぱ、けなしてるんだ」

　そう言って、光の頭をぽんぽんと叩たたき、なでる。

「あたしだってもう中学生なんだから、もう無茶はしないわよ」

　光が安心するまで、なでつづけた。




　古き良き時代の蒸気機関車を模したウエスタンリバー鉄道は、ジャングルから西部開かい拓たく時代へと渡わたり、なんと恐きよう竜りゆうの世界にまで行ってしまうという、かなり自由度の高い路線だ。

「まるでドラちゃんの世界よね」

「……のえるにかかると全部それなんだね」

　なぜか、健太はのえるの隣となりに座すわっていたりする。

「今度はほのかちゃんと」と言い出して、光は彼女の手をつかむと、ぐいぐい引っ張っていってしまったのだ。ほのかはごめんね、と手で謝りながら、光と最前列に乗り込んだ。

「ごめんね、弥生ちゃん取っちゃって。ちょっとがっかりさせるようなこと言ったから」

　そう言って、笑いかけたのはのえるだった。

　笑っているくせに悲しげで、薄うすく微笑ほほえむ顔がなぜかいじらしく見えて、健太は自分からのえると後ろの席に乗り込んでしまったのだ。

　太陽は没ぼつしようとしていた。

　前方からはきゃっきゃと賑にぎやかな声が聞こえてくる。のえるはそれを満足気に見つめるだけで、あまり喋しやべろうとはしない。

　健太は不思議だった。

　物静かにしている彼女を見て、自分はしめしめと思ったり、あるいは気味悪がるだろうと思っていたのに、なぜか気になっているのだ。のえるの顔が寂さびしげに見えて。

「光が、なんか言ったの？」

　のえるは首を横に振ふっただけで、穏おだやかな笑えみを浮うかべるだけだ。

　そんな姿に、健太はなぜか彼女と再会した日のことを思い出していた。

　ジャックされたバスの中で、恐きよう怖ふが逆さか巻まく風の中を、凛りんとした姿で歩いてきた彼女を。

　そよとも怯おびえることなく、むしろ微笑ほほえんでいた彼女の横顔を。

　たった一人で凶きよう器きを持った大男に立ち向かおうという意志を秘めたまなざしを。

　そんな姿がなぜ重なるのか。こんなにのんびりとした夕暮れに。

　のえるは景色けしきに目を移した。

　赤い岩山に夕ゆう陽ひが落ちて、美しい。世界のすべてが燃えているようだった。

　何が胸をよぎったのだろう。のえるはこんなことを聞いてきた。

「健ちゃんは地球が動いてるって知ってる？」

「し、知ってるけど……」

「初めて知ったとき、どう思った？」

「どうって、ああ、そうなんだって、思っただけだけど……」

「もったいないなぁ」

「なんでさ」

「教科書で簡単に知っちゃうから感動できないんだよ」

　のえるは笑った。馬ば鹿かにするような笑えみではなくて、とても優やさしい。

「どこの国だったかな……、こんな場所だったと思う。見み渡わたす限り真まっ赤かな大地が広がっていた場所でね。ヒッチハイクに失敗したあたしは荒こう野やのど真ん中で動けなくなっちゃって、ぶっ倒たおれて、車一台通らない道の上でまるまる一日転がっていたのよ。夜空を星がぐるりと巡めぐってね、太陽が昇のぼって、そして沈しずんで、一日中、空をながめていたら、とつぜん地球の音が聞こえてきたの。ゴゴゴ、ゴゴゴゴって、動いてるの、音を立てて回ってるの。ああ、地球って動いてるんだって思って、あたしはすごく感動したのね。涙なみだが出るぐらい感激したの。何年たっても忘れない。いつまでもいつまでも覚えておこうって、その時、思ったの……」

　健太はうなずいた。

「どうして……そんな話を？」

「ううん、ちょっと思い出しただけ。でも、思い出してよかった」

　嚙かみしめるように言い、のえるは健太を見つめた。

「やっぱり世界は変えられるのよ。地球だって動いてるんだから、世界だって変えられないわけがない。そう信じるだけでいいのよ。きっと」

　健太はわからなくて、のえるが言おうとしていることがさっぱりわからなくて、きょとんとした表情を浮うかべていたのだが、のえるの笑みがやがて確信に満ちた凛り々りしいものに変わっていったので、きっとそれでいいのだと思った。

　何も知らなかったから、健太は笑うことができた。

　のえるがこの瞬しゆん間かんに覚かく悟ごを決めていたことに気づいていれば、これから起こる出来事を阻そ止しすることができたのかもしれない。

　数日後に、健太は後こう悔かいした。




　８月29日




　のえるは一つの法案を閣議に持ち込んだ。

『臓器移植新新法』だ。

　死亡した年少者からの臓器摘てき出しゆつも条件付きで大おお幅はばに認める内容となっているこの法律は、

　九月一日から施し行こうされる新法をさらに改正する新法で、

　九月一日○時○分一秒から施行されることになっていた。

「これなら手続き上、何の問題もないでしょ？」

　閣議の席で、のえるは告げた。

　いったん可決された法案を差し戻もどすことはできない。だが、その上に新しい法案を上書きすることは可能だ。それだけのアイデアだった。

　苦々しい顔をしたのは白峰だ。

「ですが総理。審しん議ぎ会かいでは、生前における臓器摘出の意思決定について年少者の自己判断能力はないという答申が出ております」

「審議会はただの諮し問もん機関、政治はあたしがしたいようにするわ」

「ですが総理……」

　なおも白峰は食い下がろうとしたが、のえるは一方的に閣議を打ちきった。




「話にならん」

　国会から出てきた白峰は苦虫をかみつぶした顔でリムジンに乗り込むと、電話を取った。

「まずいことになった。金？　そうじゃない。イタズラ好きの小こ娘むすめにお灸きゆうをすえてやりたい。そうだ、そういうことだ。ちょうど使えるコマはあるだろう。頼たのむ」

　白峰はそう言って電話を切ると、たっぷりとニコチンの含ふくまれた煙草たばこをくわえた。

　一息ついて、つぶやく。

　車は皇居をぐるりと半周して、靖やす国くに通りに出ていた。

　武道館でイベントでもあるのだろうか、北の丸公園周辺は、白峰には理解不能のファッションで固めた若者たちがたむろしていた。

「ただのバカなら、放し飼いのしようもあったんだがな」




　　　　○




「ここで降ろして」

　同じくリムジンで帰宅中だったのえるは、そういって車を停とめた。

「ちょっとのえる、どうしたんだよ！」

　飛び出すのえる、続く猫ねこ、最後に出てきた健太は転びそうになりながら追いかける。

　のえるが見かけたのは忍だった。

　見るからに柄がらの悪い連中と連れだって歩いていたが。

　もっとも、そのおかげで一度は人混みに見失った忍を発見することができた。

　髪かみの毛をそれぞれ信号機の色に染めた三人組は、いい目め印じるしだった。

「遊び友達を変えたんだ？」

　いつもながらいきなりだ。挨あい拶さつもせずに声をかける。

　忍は驚おどろいたようにふりむき、のえるを見て、顔をしかめた。

「何の用？」

「誘さそったのに来なかったから、気になって」

「バカバカしいから行かなかっただけよ。それに、私とアンタは関係ない」

「そうかな？」

　のえるは一歩近づいて、忍を見つめた。

「助けてって言ってるじゃない」

「…………」

　忍はたじろいだ、ように見えた。

　かすかに瞳ひとみがふるえ、のえるを見つめ返している。

　のえるが次に口にする言葉を待つかのように、見つめ返している。

「目が。アンタの目がそう言ってるよ」

「バカにしないで！」

　忍はキレた。素す直なおな表情は一いつ瞬しゆんで失うせ、たちまち怒いかりへと変へん貌ぼうする。

「口先だけのくせに、私に近づかないで！」

　のえるを突つき飛ばすと、忍は走り去った。

　入れ違ちがいに健太がやってきた。

「ちょっとのえる！　また白峰にからんでたのか？」

「…………」

　のえるは答えない。

　そこへ携けい帯たいの着信音が。

「はい、あたしだけど……」

　官かん邸ていからもたらされた情報は、のえるを驚おどろかせるものだった。




　　　　○




「今日はゲームに誘ってやるよ」

　と、赤あか髪がみが案内したのは、裏通りの一角にある廃はいビルだった。

　誰だれも何も考えなかったバブル期に着工され、資金回収のめどがつかずに建設途と中ちゆうで放置されたビルは、骨格にコンクリートをつめただけの巨きよ大だいなジャングルジムだった。子供たちが秘密基地にするには格好の穴蔵だ。

　大人おとなになることができない子供たちの、格好の隠かくれ家がには。

　彼らが決めたアジトの四階は、さすがに殺風景な他の階とは違ちがった。ジャンクフードやペットボトルが散乱し、どこから拾ってきたのかわからない立て看板やミラーボール、そんなものを盗ぬすんでどうするつもりだったのかさっぱりわからないティッシュが詰つまったダンボールなどが無む造ぞう作さに転がっている。

　ゴミ箱ね、と忍は眉まゆをひそめた。

　到とう着ちやくしたのは自分たちが最後だったらしい。コンクリートの床ゆかに座すわり込んでいる同じ年格好の男や女が五人ほどと、やたらさっぱりとした大人が一人、部へ屋やの隅すみの廃はい材ざいに座り込んでいた。床に座っていた鼻にピアスの男が「そいつは？」と、赤髪に尋たずねた。

「仲間さ、興味があるっていうから」

「めずらしいな、お前が女を仲間にするなんて。なにがあったんだ」

「ナイフで殺し合い」

「どうせならどっちか死ねば面おも白しろかったのに」

　男はピアスを揺ゆらしながら下品に笑うと「揃そろったよ」、と廃材に座っていた男に告げた。

　赤髪も男には敬意を払はらっているようだった。男は立ち上がった。

「九人か。まあ今回は獲え物ものが決まってるからな、充じゆう分ぶんだろう」

「今日は誰でもいいの？」黄色が聞いた。

「バカ、篠しの崎ざきさんが決まってるっていってるだろ」青色が叱しかる。

「男、女？　いくつぐらい？」また黄色。

　会話だけを聞いていると幼よう稚ち園えん児じがするようなレベルに、忍は不快感を覚えた。

　年なら同じ、いや、高校生（行ってないかもしれないが）もいるはずだ。

「コイツだ。住所は写真の裏に書いておいた。捕つかまえたら連れん絡らくを入れろ、車を出す」

　と、篠崎は鼻ピアスに写真を渡わたした。

「篠崎さん、質問があるんだけど」

「理由は聞かないはずだろう」

「じゃなくて、金、いくらくれるの？」

　篠崎は笑って、懐ふところに手を入れた。

「とりあえずこれだけだ」

「すっげー、十万！」

「うまくいったら、この倍をくれるんだよね！」

「こら、勝手に取るな。取り分は同じだぞ、ひとり一万。残りはパー代だ」

　何かにたかるハエのように、たちまち連中は金にむらがる。忍以外は。

「ほら、お前の分だよ」

　赤あか髪がみが、一万円札をくれる。

「あ、ああ」

　忍はためらった。見ていたのだ。

　金にむらがる連中をあざけるような目で見ていた篠崎を。

　だから、迷った。

「遠えん慮りよすんなって」

　無む理り矢や理り握にぎらされた。

　篠崎が去った後で、忍は訊たずねた。

「何するの？　これから」

「ゲームだよ、ゲーム」

「二チームに分かれての、狩かり」

「オヤジ狩りってあっただろ？　あれの子供版さ」

「先に拉ら致ちったほうが勝ち」

「普ふ段だんは、男とか女とか、何歳ぐらいとか、オーダーがあるんだけど、何人か見み繕つくろうと、けっこういい金になるんだ」

　みんなが口々に説明してくれる。楽しそうな顔をして。

「拉致って、それだけ？　子供なんか拉致してどうするの？」

「さあ、俺おれたちは篠崎さんに渡すだけだからな」

「渡すだけって、それで済むはずないじゃない！」

「どうだっていいじゃん」

　うすら笑いを浮うかべる鼻ピアスに、忍は怒いかりを覚えた。

　子供たちがその後どうなるかということに想像力を及およばせない彼らに、断ちがたい嫌けん悪お感かんを抱いだいたのだ。

「お、コイツ、俺おれ知ってるぜ」

　赤あか髪がみが言った。

　こりゃ、オレたちの勝ちだな、と言いながら見せた写真には、

　健太が映っていた。




　　　　○




　連れん絡らくを受けてのえるが官かん邸ていに戻もどる頃ころには、ネットニュースやＴＶ局が速報を打っていた。

　東京西部、多た摩まの山やま奥おくで、子供の死体が大量に発見されたというのだ。

　しかもその死体からは、臓器がことごとく抜ぬき取られていたというのだ……。

　官邸にはすでに警視庁長官と白峰が到とう着ちやくしていた。

　長官が詳しよう細さいな状じよう況きよう説明をしようとしたが、のえるは聞かなかった。

「もう命じてると思うけど、行方ゆくえ不明届けの出ている子供のリストアップと、時期、頻ひん度どの分ぶん析せき。これは組織的犯行よ。かならず証しよう拠こが出てくるわ。手術施し設せつも国内か、それと同じぐらいの時間で行ける外国のはずよ。出口のほうからも探さぐってみて。白峰は、新新法の草案を今夜中に作らせるよう次官に指示して。明日一番で委員会に提出して、午後には本会議に持ち込むわよ。健ちゃん、明日のスケジュールは全部キャンセルするって、官かん房ぼう長官に伝えてきて」

「わかった」と、健太は走ってゆく。

「総理、そこまで断言するのは早計かと」

　白峰が口を挟はさんだ。

「できるわよ。なんで子供の臓器だけが狙ねらわれるの？　合法的には手に入らないからでしょ？　そうだわ！　長官、移植待ち患かん者じやのうち、キャンセルした人たちを調べてみて。健康になった人を当たっていけば、きっと売った連中にたどりつくわ！」

「わかりました」と、さっそく長官は電話で指示を送る。

　白峰はあきらかに焦あせりを見せた顔でのえるをいさめようとした。

「緊きん急きゆう時ほど軽けい挙きよ妄もう動どうはつつしむべきです」

　なに言ってるの、とのえるは吠ほえた。

「軽けい挙きよ妄もう動どうってナニ？　いま急がなくていつ急ぐのよ！」

「事態を見み極きわめてからでも遅おそくありません」

「その間に殺される子がいるのも知った上で、その台詞せりふ言ってるの？」

「それとこれとは」

「同じよ。助かる可能性を奪ってる時点で、あたしたちが殺してるも同じことなのよ」

　血を吐はくような顔をして、言う。

「総理っ！」

「今のあたしを止めようと思ったら、ピストルの弾たまでも撃うち込むことね」




　ホントに撃ち込まれた。




　８月30日




　夕方だった。

　弾だん丸がんはのえるの鼻先をかすめて、壁かべに命中した。

　官かん邸ていから議員会館までほんの数百メートル。歩いて移動中の出来事だった。

　すぐさま周囲にいた警官がのえるを囲む。ざわざわと騒そう然ぜんとなる空間に、携けい帯たいが鳴った。

　のえるの携帯だった。

　着信音でわかった。電子メールだ。









　名前：ＸＸＸ

　時間：08／30　17：55

　題名：警告

　新新法を撤てつ回かいしろ。








「きょ、脅きよう迫はく状じようだ！」

　健太は狙そ撃げきに腰こしを抜ぬかしていたのだが、また、腰を抜かした。

「いい度胸してんじゃない」

　のえるは不敵に笑った。

「なに笑ってんだよ！　死にかけたんだよ！」

　健太は怒おこった。のえるの肩かたをつかもうとして、彼女の顔を見て、絶句した。

　のえるは笑っていたのだ。

　尋じん常じようではない険けわしい眉まゆ、吊つり上がった瞳ひとみは鈍にぶい光を放ち、三日月に裂さけた唇くちびるからは炎ほのおが噴ふき出してきそうなほどだ。一言で表せば憤ふん怒ぬ。溶よう岩がんを噴き上げる前の火山が不気味に震ふるえるように、のえるはぶるぶると身を震わせていたのだ。

　怒いかりを抑おさえるために笑っていたのだ。

「なるほどね、敵は内にありってことか……」

「どういうこと!?」

「道路をはさんで右に国会議事堂、左に議員会館。こんなところにライフルを持ち込むには手引きがなくちゃ不可能でしょ」

　すると、メフィがくわえてきたペンシルキャップのようなものをつまみあげた。

「ほら」

　金色の薬やつ莢きようだ。知識のない健太にはわからないが、いわゆる拳けん銃じゆうの薬莢よりも細長い。射程距きよ離りの長い、ライフル向けの代しろ物ものだ。

「どうりで国会審しん議ぎもぜんぜん進まなかったはずよ」

「脅おどされてる議員がいるってこと？」

「脅してる議員がいるのよ」

　新新法は朝イチで厚生労働委員会に提出されたものの、やる気のない審議が続き、痺しびれをきらしたのえるが委員室にのりこんだあげくに委員長のマイクをブンどって、強ごう引いんに採決を行って可決した。法案は衆議院へ送られ、若い議員が二人ほど病院送りとなった。

　法案は通例どおり衆議院に持ち込む予定になっていたのだが、のえるは急きゆう遽きよ、参議院から片付けることに決めた。

　その気になれば入れ札で、だらだらと採決を伸のばすことができる衆議院と違ちがい、参議院はボタン一発であっという間に結果を出せるからだ。

　その直後に、これだ。

「じゃあ、法案に反対票を入れた議員が……」

「そうかな？　健ちゃんだったら、反対した法案が可決した直後に狙そ撃げきとかする？」

「あ、犯人は僕ぼくですって言ってるようなものだよね」

　のえるは唇をなめて、一言。

「こうなったら、戦争よ」

「ちょっ、ちょっと、のえる……」

「健ちゃん、官かん房ぼう長官呼んできて。例のアレを使うって言えばわかるから」

「例のアレってなんだよ」

「奥おくの手よ」

「奥の手ってなんだよ！」

「たいしたことじゃないわよ」

　絶対にたいしたことだ！

　健太は確信を持って断言できた。のえるが言う『普ふ通つう』が『普通』であった例しがない。

　事態をますます悪化させるようなことを考えているに違いないのだ。

「あたしがくたばるか、あっちがくたばるか、それだけのことよ」

「それのどこがたいしたことじゃないんだよ！」

「そうね、危ないから、健ちゃんはしばらくあたしから離はなれてたほうがいいかもね」

「危ないってわかってるんなら、やめようよ！」

「しょうがないじゃない。総理大臣なんだから」

「違ちがうだろ！　のえるは総理大臣じゃなくたって、やるじゃないか」

「そうかな？」

「光のためなんだろ」

「たまたまよ、偶ぐう然ぜんの一いつ致ち」

「気持ちは嬉うれしいけど、人を助けても、それで死ぬ人がいたら、元も子もないじゃないか」

「あたしは死なないわよ」

「そう思う人間が、激流に飛び込むんだよ！」

　現場には無数のパトカーが駆かけつけ、上空にはヘリが飛び、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっている。すでに国会、官かん邸ていにつめているマスコミがわらわらと現れはじめており、駆けつけた官かん邸てい職員が、ひとまず議員会館に隠かくれましょうとのえるをうながした。

　けれどのえるは動かない。だから健太も動かない。そんな二人をメフィは見上げている。

　健太はのえるの手をつかんだ。離さないようにつかんだ。

「光は大変だよ。すごくしんどいと思う。でも、死んじゃうわけじゃないんだ。静かにしていればずっと生きてられるんだよ。十五になれば法的にだって問題なく移植手術だって受けられるようになる。そうすれば……」

（おいっ）

　健太の台詞せりふにメフィは驚おどろいた。

（自分から話すって言ってたくせに、お前……）

　と、のえるを見上げる。

　しかし、のえるは健太の言葉を訂てい正せいしようとはせず、

「うん、そうだね」と、うなずくだけだった。

「第一、光だって、そんなこと望んでないよ」

「そうだね」

　すべてを優やさしく受け止めるように、のえるは笑った。

「今日はもう健ちゃん、帰っていいわ」

　のえるは職員に車の手配を命じると、

「あたしはしばらく帰らないほうがいいでしょ。おじさんおばさんにはそう言っといて」

　そう言って、手が離はなれて──。

（戦う気だ……）

　健太は確信したのだった。

　世の中には希まれにブレーキの壊こわれた人間がいる。アクセルを踏ふんだら最後、目の前にあるのは崖がけだけだと知っても進むことしかできない人間がいる。

　それがのえるだ。

　健太は真しん剣けんな顔で、これ以上ない真剣な顔をして言った。

「もう、やめようよ……」

　ビルの中に埋うもれた太陽が、みんなの顔を赤く映す。

　影かげは長く、すっきりした顔立ちの健太ですら、西から射さし込む夕陽に、陰いん影えいを濃こくしている。健太は両手を投げ出して訴うつたえた。

「大人おとなに任せればいいじゃないか！　のえるはやりすぎだよ！」

「そうかな？　アタシにしかできないことがあるんだったら、やってみる価値あるんじゃないかな」

「どうせ明日で八月は終わるんだ。九月になって新しい法律作られたら終わりだろ。無む駄だじゃないか！」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「なんで」

「実はもうメフィと契けい約やくしちゃってるの」

「なっ！」

　健太は絶句して、メフィを見た。

　彼は否定しなかった。

「なっ……なっ……」

「これで九月からもあたしが総理大臣ってワケねっ、安心でしょう？」

「ばかっ、何が安心なんだよっ！」

「な、なによ」

「契約したら寿命が三十年縮まるんだろ！」

「そうだっけ？」

「とぼけるなよ、それがやりすぎだっていうんだよ！　いつもいつも後先考えないで、今だって、ホントに命中してたらどうするんだよ！　死んでるところだったんだぞ!!」

「大丈夫よ、あたし、運いいもん」

「ふざけるなよ！　本気で心配してるんだぞ！」

「ありがと」

　その言い方が、あくまでいつものおちゃらけた口く調ちようだったから──、

　健太はキレた。

　あくまで冗じよう談だんで済まそうとするのえるの態度に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのだ。

「勝手にしろ！」

　のえるがびっくりするほどの大声で叫さけび、背を向ける。

「ちょっと、待って！」

　すると健太は立ち止まり、十メートルほど歩いたところから、引き返してきた。

「健ちゃん……」

　のえるの表情が緩ゆるんだ。

　だが、それはのえるがくれたストラップを引きちぎって捨てていくためだ。

「こんな悪あく趣しゆ味みなこと、二度とするな！」

　のえるは何も言わず、それを拾い上げた。

　ちぎれたストラップはもう、光ることはなかった。




　　　　○




「言いたいことがあるなら、さっさと言いなよ」

　メフィが付けてきていたことに気づいていた健太は、振ふり向かずにそう言った。

　影かげが二つ、下り坂に長く伸のびて。

　西の空は太陽と同じ色に染まりながら、ゆっくりと燃もえ尽つきようとしている。

「言わないと、わからないのか？」

「のえるのこと？　もう知らないよ！　好きにしたらいいんだ。キミもよかったね。のえるみたいな見み境さかいなしを見つけることができて。魂たましいが手に入って万ばん々ばん歳ざいだろ」

「……お前は、本当にそう思ってるのか？」

「どういう意味だよ」

「アイツが何も考えずに勢いだけで行動している女に見えるかってことだ」

「そうじゃないか！　そりゃのえるのしてることは間ま違ちがってないよ。立派だよ。でも程度ってものがあるだろ。自分の命と引き替かえにするようになったら馬ば鹿かだよ。のえるは一番大事なことがわかってないんだ」

「わかっているのか、お前は」

「のえるよりはわかってると思うよ。そりゃ意気地はないけどさ」

　メフィはため息をついた。

「お前は何もわかってない」

「はいはい、二人で仲良く日本を変えたらいいだろ。のえるはご期待どおりに暴れてくれるから、キミが飽あきることはないよ。残念だったね、見られる期間が三十年も縮まって」

「お前は本当に何もわかってない」

「わかってるよ、のえるは走り出したら止まらない暴走特急、キミは無責任な見物人、後先考えない名コンビだろ」

「お前は、俺おれが誰だれであろうと魔ま法ほうを使ってやるようなヤツに見えるのか？」

「え……」

　メフィの言葉に、健太は沈ちん黙もくした。

　言葉の重み──重みのある言葉、そうじゃない。メフィが言っていることは人生の格言などではない。それはわかっていた。そうではなくて、ただ純じゆん粋すいに心の深いところに、ずん、と落ちてくるような言葉に、聞こえたのだ。

「どういう、意味だよ……」

「確かに俺とお前では見えているものが違うな。アイツが何も考えず、ただ笑ったり怒おこったりしてるだけの女に見えているようじゃ……」

「わかってるなら教えてくれればいいだろ！」

「答えを貰もらおうとするな。自分で考えろ」

「どうしろって言うんだよ！　僕ぼくにどうしろって言うのさ！　僕は止めたんだよ。聞かなかったのはのえるじゃないか！　それともなに？　逆らったらライフル撃うち込んでくるような連中と戦えって言えばよかったの？」

「まだわからないのか」

「ああ、わかんないよ！　キミがなんとかしてやればいいだろ！」

　健太は殴なぐるように言い捨てた。

　言い足りないことがあるのか、口がわなわなと震ふるえている。けれどそれは言葉にはできない。

「……っ！」

　健太はメフィに背を向けると、走り去っていった。

「ちっ、気楽でいいぜ」

　舌打ちをして、メフィは小さくなっていく健太の後ろ姿を一いち瞥べつした。

「人間は楽だな、その場の感情でいくらでも約束を反故ほごにできる」

　悪あく魔まは面めん倒どうだ。口止めされたことはどうにも教えることができないのだから。
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　悔くやしいから、そうするしかなかった。

　健太はメフィが見えなくなるまで走ると、立ち止まり、ぜいぜいと息を吐はいた。

「なんだよアイツ、知ってる知ってるって、のえるの何を知ってるっていうんだよ」

　面おも白しろくなさげにつぶやく。

　なんだか自分が仲間外れにされたような気持ちになったからだ。

　イヤイヤ言いながらものえるは友達だ、友達以上だ。友達以上の関係というのが主人とおもちゃというのは情けないが、それでも突とつ然ぜん外国へ行った時は寂さびしかったし、五年ぶりに再会した時は愚ぐ痴ちをこぼしながらも嬉うれしかったりした。そういう仲だと思っていた。

　なのに、あの猫ねこは──。

「魔法が使えるからって」

　そんな特技があれば、僕ぼくには話せないことだって話すはずだ。

　健太はそう解かい釈しやくした。

　だからメフィに対して、意味もなく苛いら立だったりする。

　のえるが破は滅めつに向かって突つき進もうとしているのに、自分には止めることができない。

　何の力にもなれていないことが、悔しかったのだ。

「長谷川くん？」

　名前を呼ばれて、健太は顔を上げた。

　買い物袋ぶくろを提さげたほのかが、そこにいた。




　ぎいぎいと、赤錆さびたブランコが寂しげに揺ゆれている。

　二人は人ひと気けのなくなった公園のベンチに座すわっていた。

「そんなことないよ、長谷川くんが落ち込むことなんてないと思う」

　柔やわらかな風にエプロンスカートの裾すそが揺ゆれる。健太のしょんぼりとした顔を見たほのかは、どうしたら元気づけることができるだろうかと、ただそれだけの気持ちで思いを巡めぐらせた。

「でも……」

「わたしなんか毎日だよ。言いたいことがあっても言えなかったりするの。自分の言ってることのほうが間ま違ちがってたらどうしようっていつも思うから、我が慢まんするほう選んじゃう」

「ああ、そうだよね、弥生ちゃんもそうなんだ」

「長谷川くんもそうなの？」

「しょっちゅうだよ。のえるには毎日のように怒おこるけどさ、だけど、自信満々なのえるを見てると、なんていうのかな、間違ってるのは自分みたいな気がして。どう考えてもめちゃくちゃ言ってるのはのえるのほうなんだけど、そんな風に思うことあるんだ」

「あるよね」

　ふふふ、と恥はずかしがるようにほのかが笑った。つられて、健太も笑った。

「折原さんはかっこいいよね」

「そうかぁ？」

「何を言われてもかまわないと思っているから、いいとか悪いとか自分で決められるんだと思う。わたしは意気地なしだから、自分の正しさより、みんなと仲良くできるほうを選んじゃう。ダメだなぁ、って思うんだけど」

「のえるは一人ぐらいがちょうどいいんだよ。二人いたら会うたびにケンカだよ」

「ううん、折原さんは凄すごい。あれから忍ちゃん、悪さとかしなくなったもの」

　知らないんだ、と健太は気づいた。

　忍が遊び仲間を変えて、もっと悪いことをしそうな連中とつるみだしていることを。

「わたしなんか言いなりになってただけで、忍ちゃんが悪いことしても注意できなかった。注意しても、無視されたらそれ以上は言えなかった……だからとっても悔くやしくて……」

　最後の言葉に、健太はどきりとした。

　どうして彼女の口から、自分の気持ちがもれてくるんだろう、と思った。

「折原さんより、わたしのほうがずっと長い友達なのに、わたしは忍ちゃんのために何もできなかったから……。わたしって何なんだろうって落ち込んだりもして……、へへ」

　ごまかすようにほのかは笑ってみせる。

「僕ぼくもさっき、それでのえるとケンカしてきたばっかりでさ」

「そうなんだ」

　そう言って、彼女はうなずいた。

「長谷川くんは我が慢まんできる人なんだと思う」

「我慢できる人？」

「我慢しないこともあるけど、我慢する力も持っている人」

「僕ぼくが？」

「折原さんや……忍ちゃんは我慢できない人。悪い意味じゃなくて、戦える人。わたしは我慢しちゃう人、何かのために戦ったりできない、意気地なし」

　健太は首を振ふった。

「そんなことないよ、身代わりになろうとしたじゃないか、バスで」

「勢いだからできただけ。もう一回やれって言われてもできない。それを言ったら長谷川くんだって、犯人に迫せまっていったじゃない」

「だって、あれは……」

　ムキになって言い合っているうちに、二人の顔は接近し、触ふれてしまえるほどの近さで見つめ合っていることに気づく。

　時が、止まる。

　吹ふきだしたのは、どっちだっただろうか。

　つられて目の前の相手も笑いだし、二人して腹を抱かかえて笑い尽つくした。

「なんか、わたしたち似てるね」

「それはあるかも。のえるとじゃ絶対こうはいかないし」

「そうなの？」

「もー、三分に一回は怒おこったり驚おどろいたりしてるよ。弥生さんみたいな子が居い候そうろうだったら、どんなに毎日が幸せなことか」

「うれしい」

「あ、ホントだよ。冗じよう談だん抜ぬきで」

「じゃあ、付き合おっか？」

「え」

　健太が固まった。その顔を見て、

「冗談、冗談だって」

　と、ほのかは両手を大げさに振った。

「あー、びっくりしたー。一いつ瞬しゆん、本気にしちゃったじゃないかー」

　くすくすとほのかは笑う。その顔はほんのりと赤くなっていたのだが、夕焼けの色にまぎれてわからない。

　だから健太は見当違ちがいにも、

（冗じよう談だんでもラッキー）と感激していた。

　女の子に告白されたことなど生まれて初めてだ。たとえそれが冗談でも記念日だ。

　しかし、思ったほどドキドキはしなかったな、とも思った。

（……実際はそんなもんなのかな）

　ぐらいに考えて、その日は別れた。




「ま、いっか」

　一人になったところで、ほのかはため息をもらした。

　冗談にしておいてよかったのかもしれない。イキオイで言ったはいいものの（わたしは意気地がないくせに突とつ然ぜん行動に訴うつたえるところがあると思う）、長谷川くんの驚おどろいた顔を見たら、怖こわくなって冗談にしてしまった。

　しまった、と思ったけれど、自分は折原さんや忍ちゃんじゃない。そんなにはっきりと行動できないもの。三歩進んだら二歩下がらないと、次の三歩へ進めないタイプの。

　あさってには新学期が始まる。毎日のように会える。そのうちにまた言える機会が来るかもしれないし。

　今度はイキオイとかじゃなく、心からの気持ちで言えるかもしれないし。
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　少女はずっと眠ねむりについていた。

　昼となく、夜となく、ベッドの中にもぐりこんで、出てこようとはしない。

　何もしたくない。

　何もする気が起きなくて、ただひたすらけだるい。

　話し声がして、目覚める。

　鳥のさえずりが聞こえる。空はもう白んでいた。

（朝か……）

　ゲームには参加しなかった。けれど、止めることもしなかった。

　わからなかった。

　人の命を遊びのネタにする連中に嫌けん悪お感かんを覚えながら、自分は何もしない。そんな自分にも嫌悪感を覚えながら、不思議な気持ちよさを感じている。

　不幸な人間が増えるほどに、満たされる何かが、心の奥おくで叫さけんでいるのだ。

　放っておけ。

　誰だれもお前を助けなかった。どうしてお前が助ける必要がある。

　お互たがいさまだ、──と。

　そうだ、そのとおりだ、と忍は何度もうなずいてみるのだが、そのたびに胸が気持ち悪くなって吐はきそうになる。

　それで逃にげるようにベッドの中にもぐりこみ、眠ねむった。

　眠れば何も考えずに済む。嫌いやな気持ちも、苦しい気持ちも感じなくて済む。

　死んだようにいられる。

　そんな時だ。閉じ忘れていた部へ屋やの扉とびらの向こうから、父の話し声が聞こえてきたのは。

「長谷川健太……篠崎……」

　父の声が確かにそういうのを聞いて、忍は跳はね起きた。

　飛び出しそうになって、ためらう自分に気づく。

　聞くな、やめておけ、と本能が警告を発していた。

　けれど忍は部屋を出て、居間で受話器片手に話をする父の声を聞いてしまったのだ。

「十年かけて築いた、臓器密売のネットワークを子供のイタズラで壊こわされるわけにはいかないからな」
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　のえるは眠っていなかった。

　昨夜、おばさんから電話がかかってきて、健太が帰宅していないことを知らされたからだ。

（誘ゆう拐かいだ）

　マジメが服を着て歩いている健太が連れん絡らくもなしに外がい泊はくするなんてことは考えられない。

　ましてや自分が狙そ撃げきされるような状じよう況きよう。健太は仮にも首相秘書官だ。

　どうしてそこまで考えられなかったのだろう。

　のえるはやりきれない思いに悶もん々もんとしながら首相官かん邸ていの執しつ務む室しつで、いつ来るともわからない報告、あるいは犯人からの連絡を待っているうちに、朝を迎むかえていた。

　机の上には、ちぎれたストラップが虚むなしく転がっている。

（居場所でもわかれば、どうにでも動けるのに……）

　今はせめて、何かの人質になっていることを祈いのるしかなかった。

　要求を通すためには、身み柄がらを傷つけるわけにはいかない。

　そうではなく、ただの見せしめとして指でも送られてきたらと考えると、のえるは全身に悪お寒かんが走った。

　バスジャックと戦った時に健太に言った台詞せりふを思い出す。

『二時間ぐらいなら、取れても平気なのよ』

　なにが平気なものか。人間の身体からだはおもちゃじゃない。

　ならどうして自分は凶きよう器きに立ち向かえたのか、そこまでは考えない。自分に対する時と、相手に対する時の基準が矛盾むじゆんしていてものえるは気にしない。

　そういう人間なのだ。

　風ふ呂ろに入らぬまま夜を明かしたために、さらさらとした髪かみもすっかり脂あぶらでべたつき、無む造ぞう作さに乱れていた。

　携けい帯たいが鳴った。

　メロディでわかる。ほのかだ。

「どうしたの？」

　軽い失望を覚えながら、着信ボタンを押おしたのえるは、彼女の言葉に目を見張った。

「健ちゃんにつきまとってた男たちって、どんな連中だったの!?」

　目の前にほのかがいるわけでもないのに立ち上がる。

『暗くなってからだったから、よく見えなかったんだけど……別れた後で振ふり返ったら、交差点で三人組の男の人が長谷川くんと話していたから、友達だと』

「特とく徴ちようは？　わからなかった」

『夕方だったから色とかわからないんだけど、髪の毛染めてたと思う。三人とも別の色に。あ、信号機と同じ色、ちょうど信号が変わるところで、同じ色だって思ったから』

　のえるの中で、答えが弾はじけた。

「わかったわ」

　言うや、飛び出す。

　執しつ務む室しつから出ると事務員が駆かけ寄ってきた。書類を抱かかえた向こうが用件を切り出してくる前に「車を出して」と言い切る。止まらず、階段を下りる。

『何がわかったの？』

「忍の携帯番号わかる？」

『あ、うん。ちょっと待って……ええっ、それってどういうこと？』

「後で話すから」

　話すつもりなどない。聞けばきっと傷つく話だ。

　駅前で忍を見かけた時に、彼女がつるんでいたのがその三人組だったことなど。

　のえるは番号を聞くと、電話を切り、すぐさま番号を入力した。

　相手は出なかった。

　何度かけても相手は出なかった。

　白峰邸ていへ向かう車の中で、一秒が永遠に感じるほどのいらだちの中で、のえるは確信へとたどりついていた……。




　白峰邸に忍はいなかった。

　というより、ほのかが先に来ていて、家政婦の人に訊たずねていたのだ。

「何があったの？」

　愛らしい顔を目め一いつ杯ぱい険けわしくさせて、ほのかはのえるに詰つめ寄った。

　その姿や声には何の迫はく力りよくもなかったが、一心に見つめる瞳ひとみには刃やいばのような鋭するどさがあった。

「忍が知ってるのよ、おそらく」

　仕方なく口にした言葉に、ほのかは絶句した。

　よほどの衝しよう撃げきを受けているのか、みるみるうちに顔が青ざめていくのが見てとれた。

「考えすぎちゃダメよ。忍がその場にいたわけじゃないんでしょう？　犯人と知りあいだっていうだけのことなんだから」

　そうだったらいい、という願望を言っただけだが。

「そうね、そうよね。忍ちゃんはそんなことしたりしないよね」

「家族は？　聞きたいことがあるの」

　お母さんは……、と言いかけてほのかは首を振ふり、

「お父さんは、折原さんのほうが知ってるでしょう？」

　そうだった。

　のえるは自分を罵ののしった。頭が回ってない。こんな時こそしっかりしないといけないのに。

　厚生労働省の官かん房ぼう室しつに連れん絡らくを取る。

　すると大臣は今日明日とプライベートで旅行に出たので、スケジュールは把は握あくしていないという答えが返ってきた。

　のえるは舌打ちして、走り出した。

「どこに!?」

「捜さがすしかないでしょ！　しらみつぶしに!!」

　ほのかも追いつこうと走り出したが、あっという間に引き離はなされてしまった。

「待って！」

　のえるは待たない。信じられない速さで駅のほうへ駆かけてゆく。

　ほのかは懸けん命めいに追いかけ、追いかけきれず、足をもつれさせて、転んだ。

　のえるの背中がみるみる小さくなってゆく。

　ほのかは叫さけんだ。

「忍は、ずっとひとりぼっちだったの！　お母さんは家にいなくて、お父さんも帰って来なくて、いつもいつも真っ暗な家に帰ってきてたの！」

（それがどうした！）

　のえるは心の中で吐はき捨てた。

　孤こ独どくになったぐらいで、殺人の資格が得られるとでも思っているのか。

　何があっても許さない。

　絶対に。




　バスロータリーの中央にある時と計けい塔とうが正午を指そうとしていた。

　いつものように賑にぎわう駅前に緊きん迫ぱくはない。

　前日に首相が狙そ撃げきされたところで、一億二千万人の圧あつ倒とう的てきな日常に変化はないのだ。

　ある者は遊び、ある者は働く。ある者は一円でも安く買い物を済ませることで頭が一いつ杯ぱいで、ある者は今日のデートで最後につぶやく殺し文句を考えている。

　少女が一人、決死の形ぎよう相そうで街を走り回っていても、その子が普ふ段だんから素行のおかしい子だとわかってしまえばそれまでのことだ。くすくすとその姿を見て笑うだけで、終わる。

　のえるは、おおよそ立ち入れる場所のすべてを捜さがし回った。

　カラオケボックスの部へ屋やひとつひとつまで開けて回った。

　そのすべてが空から振ぶりに終わり、駅の南側には見切りをつけ、北へ向かおうとしたところで、

　ばったりと、出くわしてしまったのである。

　駅ビルの入り口、二十段ほどの階段、その一番上と下で。

「の……のえる……」

　忍はあきらかに動どう揺ようした。

　それがのえるの疑ぎ惑わくに火をつけた。

「健ちゃんはどこ！」

　猛もう然ぜんと駆かけ上がる。その気き迫はくに忍は後ずさったが、逃のがれる間もなく、のえるの右手に胸元をつかまれた。明らかに忍のほうが頭ひとつ大きな身体からだをしているのに、今の忍は空気でふくらんでいるだけの人形のようだ。のえるのなすがままに引き寄せられてしまう。

「教えて！　さあ！」

　忍は何も言わない。

「知ってるのね？　知ってるから言えないんでしょう！」

「…………」

「あたし、何でもするわよ。健ちゃんを助けるためなら」

　忍はのえるの瞳ひとみに宿る殺気に怯おびえた。

　感情だけで人を傷つけることができるのなら、そうしてやろうとのえるは思っていた。

　それほどの怒いかり、それほどの苦しみ。

　だから忍は、笑ってしまった。

「そんなに思ってもらえて、健ちゃんも幸せだあ」

「ふざけないで！」

　のえるは忍を突つき飛ばした。

「いてて……。誉ほめてあげたのになあ。今度会うことがあったら、あたしからも言っといてやるよ、折原を大事にしてやんなって」

　へらへらと笑いながら、忍は立ち上がり、一言付け加える。

「ま、会えたらの話だけど」

　のえるは忍の頰ほおに鉄てつ拳けんをお見み舞まいした。

　忍は軽く吹ふっ飛んで、コンクリートの床ゆかを転がった。

「……その言葉が冗じよう談だんで済むうちに、健ちゃんを見つけたいの」

「知ったこっちゃないね」

「わかってるの？　命かかってんのよ」

「そうよ、みんな傷つけばいいのよ！」

　のえるは見切りをつけた。

「アンタには何を言っても無む駄だのようね」

　ベストを脱ぬぎ捨てたのえるは、拳こぶしを突き出した。

「時間がないわ。コレで決着つけるわよ」

「言って聞かなきゃ暴力……。アイツと同じね」

　何を思い出したのか──。

　忍は誰だれにも聞こえない声で吐はき捨て、立ち上がった。瞳は底知れぬほど、冥くらい。

「何か言った？」

「立派な総理大臣だって言ったのよ！」

　と、ナイフを抜ぬいてみせる。

「そんなことして、後のこと考えてるの？」

「お前だって自分のことしか考えてないだろ！　同じよ！」

「だから何と同じなのよ！」

「長谷川だけが助かるなんて癪しやくなのよ！」

　両手で握にぎりしめたナイフで、忍は身体からだごとぶつかってきた。

　すんでのところでのえるはかわそうとし、かわしきれず、左ひだり腕うでをわずかに切ってしまう。

　たらりと、赤い血が流れた。

　思うように身体が動かない。徹てつ夜やの上にあれだけ走り回ったのだ、疲つかれていないわけがない。だが、のえるは強しいて笑えみを浮うかべた。

「自分だって被ひ害がい者しやだって言うの？　笑わせないでよ。傷つけられたからって同じことしたら、アンタだって同じになるのよ!!」

　のえるはまだ知らない──、健太を誘ゆう拐かいした人物こそが忍の父だということを。

　だから、ここで忍が泣きそうな顔で怒ど鳴なった理由わけも、わからない。

「そうさ、私も同じ！　それでいいのよ！」

　ここは駅前だ。周りにはすでに二重三重に人だかりが生まれ、騒そう然ぜんとしている。

　駅ビルの壁へき面めんはＴＶをいくつも埋うめ込んでいて、全体で一枚の巨きよ大だいなディスプレイを作っている。正午のニュースを映すそれは、奥おく多た摩まで見つかった臓器を抜ぬき取られた大量の児童死体についての、厚生労働大臣のコメントを伝えていた。

『犠ぎ牲せい者しやのご家族には謹つつしんでお悔くやみを申し上げたい』

『卑ひ劣れつな犯行を許すことはできない』

『しかし、これだけ多くの子供の失しつ踪そうがこれまで話題にならなかったのは、警察の不備ももちろんだが、親や学校、そして社会が子供に対する関心を失っているからではないか』

「ふざけやがって！」
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　何の迷いもなく、忍はのえるの腹部めがけてナイフを突つき出す。

　皮ひ膚ふ一枚の差でかわされる。

「パパもお前も同じ！　いつもイイコトしか言わない！　わかってるわよ、そんなことぐらい！　放っておいたら長谷川が大変な目に遭あうとか、ほのかをイジメてる自分が最悪だってことぐらい！」

「…………」

「だったら、いい子にしてれば良くなるの？　パパやママがほのかの家みたいに仲良くなったりするの？　するわけないじゃない！」

「…………」

　のえるは何も言わず、忍を見つめる。

「私が我が慢まんすればいいの？　どうして私だけが我慢しなくちゃいけないの？　みんなも傷つけばいいのに、そうすればわかるのよ。自分たちが無責任な言葉を吐はいていい気持ちになっていただけってことに！」

　一いつ瞬しゆんだった。

　突とつ撃げきしてきた忍にあえて前進、すれちがうように身をかわし、皮膚が一枚、それほどの精度でナイフを避よけると、みぞおちにのえるは膝ひざ蹴げりを叩たたきこんだ。

　わずかに呻うめいて膝ひざをつく、忍。

　勝負はついた。

　致ち命めい傷しようというほどの痛みはなかった。だがそれはのえるの弱さを示すものではない。彼女は紙切れ一枚ほどの隙すきで攻こう撃げきをかわしてみせたのだから。

「…………」

　のえるは拳こぶしを握にぎりしめたまま、忍の言葉を待った。

　そこへ、

「お前ら！　何をしてる！」

　騒さわぎを聞きつけて、警察官が現れた。

　一人が総理とわかり警官は驚おどろく。すぐに忍を睨にらみつける。

　そんな見下したまなざしも、今の忍には心地ここちよかった。

「結局こういうことなのよ。よかったわね、あんたも守ってもらえて……」

　彼女は笑った。自分をあざけるように。

　自分を傷つけるように。

　それを見て──

「来ないで！」

　のえるが血でぬれた左ひだり腕うでを伸のばして、警官を制止した。

「ですが、総理！」

「止まらなきゃクビよ。警視庁長官に電話して懲ちよう戒かい免めん職しよくにしてやる」

　若い警官は息を吞のんだ。立場と正義感の間で迷っている、そんな表情で。

「大だい丈じよう夫ぶ。こんなヤツを相手にするのはあたし一人で充じゆう分ぶんだから」

　忍は苛いら立だった。

「同情したつもり？」

　のえるはため息をついた。

「やっぱアンタはどーしようもないわね。何もわかっちゃいない」

「なにっ！」

　忍は立ち上がった。ふらふらと。

　そんな姿を見ても、のえるは憐あわれむどころか、

「アンタにどんな過去があろうと知ったこっちゃないし、どんだけ昔話をされたってアンタの気持ちがわかるとも思っちゃいない。だから同情なんかしない。第一、同情したってアンタのことだ、余計傷つくだけなんでしょ」

「馬ば鹿かにしてっ！」

「言葉じゃ信用できないから、ナイフ握にぎったんでしょ、来な！」

　中指をくいっと曲げて、彼女を誘さそう。

　忍はキレた。

「死ねッ！」

　ナイフを突つき出した。ありったけの怒いかりを叩たたき込んで。

　銀色の光が一筋、のえるめがけて伸のびた。

　受け止めようと立ちはだかるのえるの左手に吸い込まれるように伸びて──、

　赤く、弾はじけた。

　肉が破れるような鈍にぶい音。

　まるでステーキを切るような柔やわらかな抵てい抗こうがあり、突き抜ぬける。

　ナイフを手にした右手に、温かい何かがしたたり落ちる。

　それはひどく生ぬるく、ひどく赤い──、

「な、なんで……」

　絶句したのは忍のほうだった。

　のえるの左手には、ナイフが突き立っていたのだ。

　手のひらから甲こうへと突き抜けて、真まっ赤かな血が絵の具のようにナイフを手にする忍に伝わり落ちていたのだ。

「おまえ……、ナイフぐらい、片手で受け止められるはずじゃ……」

　のえるは笑った。痛みがないわけがない。なのに、笑ったのだ。

「言ってわかんないんなら、こうするしかないでしょ……！」

　そう言って、のえるは真っ赤な手で忍の手を握にぎりしめようとする。

　刺さされた手で、刺した手を握りしめる。

　忍はぶるぶると首を振ふりながら、のえるを振り払はらおうとするものの、身体からだが震ふるえて、力をまったくこめることができない。

「あたしにだってわかんないよ。アンタに言ってあげられる言葉なんかないのかもしれない。アンタの言うとおりなのかもしんないし……」

　でもね、と言って、のえるは笑った。

「みんな一人かもしんないけど、きっと、一人じゃないのよ」

　忍は膝ひざが砕くだけ、崩くずれ落ちた。

　ナイフから手が放れ、ぺちゃりと床ゆかを叩たたく。

「…………」

　瞳ひとみに色はない。茫ぼう然ぜん自じ失しつとした顔はうなだれるままだ。

　いっぽうのえるは気合でナイフを引き抜ぬくと、無む造ぞう作さに放り捨て、ハンカチで左手を縛しばりつけた。そして闘とう志しみなぎる瞳めをして、言う。

「約束だ。教えてもらうよ」

　まだ、戦うつもりなのだ──。

　その気き迫はくに、忍はただ、自分の携けい帯たいを渡わたすのみだった。

「短縮番号の１だ」

「どういうこと……？」

　それ以上、忍は言わない。

　携帯のディスプレイに表示された文字を見て、その理由わけがわかる。

「ありがとう……」

　それだけを言って、のえるは走り出した。

　次なる戦いへ。




「…………っ」

　何に負けたのだろうか。腕うでっ節ぷしか、凶きよう器きでは埋うめられなかったケンカの実力か、それとも気迫か。心というならそうだろう、戦う前から勝てるとは思っていなかったのだから。けれども、自分がいま、立ち上がれないほどに打ちのめされている敗北感は、腕わん力りよくの差とか気力の差といったものではない。そんなことは戦う前からわかっていたのだから、こんなにも打ちひしがれることもない。もっと違ちがう何か、もっと大きな何かにおいて、自分は決定的に敗れていたのだ。

（だから、こんなにもみっともないんだ）

「ほら、立ちなさい」

　警官が肩かたをつかんできた。

「話を聞かせてもらうよ、いいね」

　何て言おう。寂さびしくてナイフを振ふり回した、家庭がめちゃくちゃな腹いせを誰だれかにぶつけたかった、そんなことを言えば罪が軽くなるのだろうか。馬ば鹿か馬鹿しい。そんなことしたって自分がますますミジメになるだけだ。口先では同情して、心の中で笑う。そんな連中の自尊心を満足させてやるために私は生まれてきたんじゃない。

（だとしたら、何のために生まれてきたんだろうか──）

「忍っ」

　ほのかが駆かけ寄ってきた。らしくもなく警官との間に身体からだを割り込ませると、ハンカチで手についた血を拭ぬぐいはじめる。

「いいよ」

「ダメよ。せめて手ぐらい拭ふかないと。女の子なんだし」

「やめろ」

「やめない」

　忍は振ふり払はらおうとするのだが、ほのかはつかんだ腕うでを離はなそうとはしない。

　今度は離さない、と言わんばかりに。

　忍は困った。なぜか、困り果てた。

「私に優やさしくしたって……何もないのに」

「わたしが嬉うれしいから」

　恥はずかしいのか、ほのかは顔を上げない。

「覚えてる？　初めて話をした時のこと」

「いつだっけ？」

「一年、和泉いずみ小一年三組」

「一年？」

　そうだよ、とほのかはうなずいた。

「席せき替がえの時にね、先生がわたしの出席番号のくじを作り忘れて、わたしの席がなくてね。ちょうど先生が職員室に呼び出されてて、クラスのみんな、面おも白しろがって、わたしの席を外に出したりしたの……」

　その時の気持ちを思いだしたのだろう。ほのかはしばし口ごもった。

「わたし、すごく悲しかったんだけど、何も言えなくて、泣きそうになってた。その時にね、忍が、私の席に座すわりなって、言ってくれたの……」

　顔を上げたほのかの顔は本当に嬉しそうだったので、忍は戸と惑まどった。

　自分の記き憶おくには嫌いやな言葉しか残っていない。ほのかにもひどいことをたくさん言った。泣かせたこともある。こんなにきれいな笑顔を作れる彼女を、傷つけることばかりしてきた。

「そんなこと、あったっけ……ごめん、覚えてない」

　それでいいの、とほのかは首を振った。

「忍ちゃんはそういうことが当たり前にできるから、覚えてないんだよ」

「違ちがう、私はそんな……」

　面と向かって言われてしまい、忍はたじろいだ。

　変だ。どうしてほのかに自分が気け圧おされてしまうのか。何の迫はく力りよくもない笑え顔がおごときで。

「──だからね、忍ちゃんが一人になった時は今度はわたしが味方になるんだって、ずっと前から決めてたの」

　そう言って、ほのかは照れくさそうに笑った。

　忍は反射的に首を横に振ふった。

　えっ……、とほのかの顔が凍こおりそうになった。

　それを見て忍の顔も強こわばった。違ちがう、そういう意味じゃなくて──。言葉が喉のどにひっかかって出てこない。恥はずかしさが邪じや魔まをして声にできない。

　けれども意を決して、言った。

「ほのかはずっと私の味方だったよ」

　その瞬しゆん間かん、ほのかの目にぶわっと涙なみだが浮うかんだ。まるで小さな子供のようにぼろぼろと大きな粒つぶをこぼしはじめたので、忍を呆ぼう然ぜんとさせた。泣かせまいとして言ったのに、忍はどうしてよいかわからずおろおろとしてしまった。けれど、悲しくて泣いているわけではないことがわかり、ホッと胸をなでおろした。生きた心地ここちがした。

　私も、誰だれかの力になれるのか──。

「ありがとう、ほのか」

　ちゃんと素す直なおに、そう言えた。
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　モーニングコールは手て荒あらな足あし蹴げりだった。

　わけがわからないまま、床ゆかを転がり、顔をあげると、そこには見覚えのある姿があった。

「白峰……さん……！」

　みぞおちの痛みをこらえながら、健太は部へ屋やを見み渡わたした。

　小さなパーティが開けそうなほどの空間にいるのは、自分と大臣の二人だけだ。外に面した壁かべは全部が窓になっていて、青く輝かがやく海が一望できた。

「ここは……？」

「お前は質問できる立場じゃない」

　立ち上がろうとして気づく。

　両手には手て錠じようがかけられていることに。

「白峰さん……どうして……！」

「まだわからないのか。お前は人質だ。あのガキに世の中を教えるためのな」

　健太は驚おどろいた。

「白峰さんも、悪いヤツに捕つかまっているんだと思ってた……」

「…………」

　あの小こ娘むすめもたいがいだが、この少年も相当な馬ば鹿かだな、と白峰は思った。

「ってことは！　のえるを狙そ撃げきしたのもあなたなんだ！」

　白峰は笑った。

「ってことは、法案を潰つぶそうとしたのも、そして──」

　言いかけて、恐おそろしい想像に突つき当たり、健太は顔を白くする。

「子供を殺したのも……」

　口にするだけで、身体からだが震ふるえだす。

　白峰は何も答えない。ニヤリと笑うだけで。

「どうして、そんなことを……！」

「この国の仕組みではマトモな手段で手に入るようにはできてないのだよ。総理の椅い子すは」

「だからって！　お金がいるからって、してもいいことと悪いことがあるじゃないですか！」

「そんな決まり切った言葉は聞き飽あきた」

　言い捨てて、白峰は壁かべにかけた象ぞう牙げの置き物をなでた。根本から完かん璧ぺきな形で切断されたそれは人の身体からだほどはある。おそらくはアフリカゾウだろう。射殺され、チェーンソーで牙きばを切り取られる瞬しゆん間かんを、白峰は想像もしないのだろうが。

「他の連中だって似たようなことをしている。国会でまともに政策を訴うつたえたところで総理にはなれない。この国はろくでもない方法でしか権力を握にぎることができないのだよ。折原総理だってそうなんだろう？」

　健太は答えなかった。たしかにのえるはろくでもない方法で権力を手に入れた。

（でも、お前みたいなヤツとは絶対違ちがう！）

「なに、要求するのは新新法の取り下げと、殺人事件の捜そう査さをうやむやにするだけだ。総理をやめろとまでは言わない。どうせ最悪な内閣支持率だ。ついでに国民受けの悪い政策をやってもらって、次の本格内閣の下準備をしてもらうつもりだ。ワシのする、な」

「そんなこと、のえるがするわけないだろ！」

「だから、お前をここに招待した」

　と、白峰は電話を示した。

「命が惜おしければ、せいぜい泣きつけ」

「イヤだって言ったら」

「子供の臓器はいくらでも需じゆ要ようがある」

　それはそれで好都合、とでも言いたげな笑えみ。

「…………！」

　最悪の想像が浮うかび、健太は無意識に後ずさった。

「施し設せつは同じ島の中だ。なんなら、指の一本も切って東京に送ったっていい。ふふふ、東京と言うのも変か。ここも東京なんだからな」

　健太は小学校の授業を思い出した。

　日本の南には、沖おき縄なわ以外にも島がある。

　ちょうど東京からまっすぐ南に下ったところにも諸島があって、そこも東京都だという話をデコ先生が言っていた気がする。名前までは思い出せないけれど……。

「どうして……」

「臓器はすぐ腐くさるからな。手術直前まで生かしておく必要がある。それには孤こ島とうを買い取るのが一番だろう？　どんなに泣きわめこうと聞こえはせんし、逃にげようもない。まあ逃げようとしたところで処理すればいいだけのことだが」

　処理──。なんてふさわしい言葉だろうかと健太は思った。白峰にとって拉ら致ちされてきた子供は、工場に送られた牛や豚ぶたと同じで、臓器を取り出すための家か畜ちくにすぎないのだ。白峰の思想を表した、なんてふさわしく、なんておぞましい言葉。

「奥おく多た摩まの事件も……」

「十年も前のものが見つかるとはな」

　まったく悪びれた様子もない。

「まあ、誰だれでもできるわけでもないがな。捕つかまえた子供と適合する臓器を持った患かん者じやを見つけるには、待機患者の情報を集めたデータベースが必要だ。そこでワシは政務次官時代に全国の患者のデータを集約管理するデータセンターを設立した。税金でな」

　あとは言うまでもないだろう、と白峰は象ぞう牙げをなでながらつぶやく。

　健太でもわかる。捕まえた子供からデータを取って、データベースと照合、あとは適合率の一番高い患者の親に連れん絡らくを取って、こう言えばいいのだ。

　息子むすこさん、助かりますよ、と。

　どうやって信用させたかはわからないが、厚生労働省の名前を出せば一発だろう。

　どうせこの建物も、施設も、島の買収にかかった金だって、税金から出ているに違ちがいない。

　地図にはこう書いてあるのだ。

　厚生労働省○×研究所、○×保養所。

　頭のいい人間がやることというのはそういうものだ。

　健太は自分が震ふるえているのに気づいた。

　恐きよう怖ふか、怒いかりか。

　両方だと思った。この男だけは何があっても許してはいけないと激しく思った。

　手て錠じようをがちゃがちゃと鳴らしながら、健太は白峰を睨にらみつけた。

「そんなに処分されたいか？　坊ぼう主ず」

　白峰が毒々しい笑えみをこぼす。

　するとだ。机に置かれていた携けい帯たいがぶるぶると震え出したのだ。

「なんの用だ」

　液えき晶しように表示された名前を見て、白峰はわずらわしげに鼻息をもらす。

　だが、その表情は声を聞いた途と端たんに一変した。

「ちょうど電話しようと思っていたところだ」

　不敵な笑み。

　白峰は手元に健太がいることを教え、新新法を取り下げること、殺人事件の捜そう査さは適当なところで打ち切らせることを要求した。

「…………」

　健太はのえるの性格を考えた。

　脅きよう迫はくは相手に要求をのませるのには有効な手段だ。だがそれは一いつ般ぱん人じんを相手にした時の話だ。

　のえるは違ちがう。

　脅迫なんかされようものなら、絶対に刃は向むかう。それだけの理由で刃向かう。

　どんなに犠ぎ牲せいを払はらおうとも従わない。ましてや白峰は殺人まで犯しているのだ。のえるがそんなヤツを許すわけがない。

　どんな犠牲を払おうとも！

　それで支し払はらわれるのが自分の命だというのが、かなり悲しいけれども……。

　せめて白峰の逆上する顔でも見てやろうと、顔を上げた健太が目にしたものは、

「契けい約やく成立だ」

　と、ほくそ笑む、白峰の悪逆とした表情だった……。




　　　　○




「わかったわ」

　携けい帯たいを握にぎりしめたのえるは、それだけを言った。

　官かん邸ていへと急ぐリムジンには、彼女の他に、いつものシートにメフィストが座すわっている。

　のえるに表情はない。

　怒いかりがないといえば噓うそだ。だが、彼女がむしろ怒りを抱いだいているとすれば、まんまと敵の罠わなにかかった自分への怒りだ。

　すると、声を聞かせてやる、と電話の相手が変わった。

『バカっ！　なんで言うこと聞くんだよ！』

　嬉うれしさのあまり、のえるは笑った。

「バカは健ちゃんのほうだよ。自己犠ぎ牲せいなんてカッコイイことしたら、光ちゃんが悲しむわよ」

　左手がうずく。

　血はまだ止まらず、白いハンカチを鮮あざやかに染めている。

　本当は悔くやしい。

　どうしようもなく悔しくてやりきれない。

　自分がしてきたことは間ま違ちがってないのに。白峰のような連中を叩たたき潰つぶすために戦ったのに、むざむざ許さなくてはいけないのだ。地じ獄ごくに叩たたき落としてやりたい連中の言いなりにならなければならないのだ。

『なに言ってんだよ！　魂たましいを使って、三十年も犠牲にして、あきらめるのかよ！』

「なんだ健ちゃん、本気にしてたんだ。そんなことするわけないじゃない。冗じよう談だんよ、いつもの冗談」

『うそ……』

「訊たずねた時、メフィ答えなかったでしょ？　総理大臣ごっこは今月でおしまい」

『…………』

「健ちゃんの言う通りだったよ。夏休みは今日で終わり。明日からは中学二年生。それでいいよね。あたしもイメチェンして、お嬢じようさまになってみたりして。あはは」

『ホントにいいの？　ホントにそれでいいの!?』

　のえるは返事につまった。つまったあげくに、つぶやく。

「……だって、しょうがないよ」

　唇くちびるが震ふるえている。声が、かすれている。

　どうして、口は心にもないことでも、つぶやくことができるんだろう。

『そんなこと言うなよ！　のえるが「だって」なんて言うなよ！　らしくないこと言ってんだよ！　やりたいようにすればいいだろ！　これまでみたいに！　自由に！　好きなように！』

　余計なことを言うな、という声がした。電話の向こうからだ。

　続いて鈍にぶい音がした。

　健太が殴なぐられたのか？　家具がぶつかる音、白峰の怒ど声せい、健太の悲鳴、銃じゆう声せい。

　そして、静せい寂じやく──。

「ちょっと！　健ちゃん！　健ちゃん！」

　回線の切れる音。

　携けい帯たいを見つめる、のえるの顔は信じられないほど青い。

「メフィ……！」

「よく考えるんだな」

　言いかけた言葉をさえぎるように、メフィが冷たく言い放った。

「俺おれの力は寿じゆ命みようと引き替かえだ。何があろうと契けい約やくは絶対だ」

　その言葉にのえるは息を吞のんだ。

　何も言えず、沈ちん黙もくする。うつむいた彼女はゆっくりと顔をあげた。

　不敵な笑えみを浮うかべながら。

「脅おどし文もん句くぐらいで、あたしが引き下がるとでも思ってんの？」

　むやみに元気で、やみくもに凛り々りしいまなざし。

　燃える瞳ひとみはどこまでも、どこまでもまっすぐ──。

「アンタとは長いつきあいになりそうね」

「…………」

　メフィは長くのびたヒゲを揺ゆらした。のえるにはそれが笑っているように見えた。

　そして彼女は備え付けの自動車電話を取ると、こう宣言するのだった。

「内閣総理大臣の名において、国権を発動します！」

　赤く染まったハンカチが、炎ほのおのようだった。




　　　　○




　健太は生きていた。

　顔に青あざがついていたりするが、身体からだに穴が空いているということはなかった。

　すでに日は落ちている。部へ屋やは暗い。白峰は姿を消した。

　手足を投げ出し、壁かべにもたれかかったまま窓の外を見る。夜空は明るかった。

　とはいっても地上の明るさに空が照らされる東京とは違ちがう。空いっぱいにちりばめられた星の輝かがやきが地上を照らしているのだ。そう離はなれていない海岸からは潮しお騒さいが聞こえてきた。もっとも、別の部へ屋やからは白峰の下品な笑い声も聞こえてきたが。

　時とき折おり聞こえてくる会話を拾っていくと、結局、のえるは国会に現れず、新新法の審しん議ぎも行われず、可決もされなかったことがわかった。

　健太はがっかりしながらも、ホッとしていた。

　さっきはあんなことを言ったが、メフィストの魔ま法ほうを明日からも続けようとしたら、のえるは魂たましいと引き替かえにしなければいけない。そんなのは絶対にダメだ。

　のえるが新新法を通そうとしなかったということは、総理大臣ごっこを今日かぎりで終わりにすると決めたということだ。

　あの鼻っ柱の強いのえるが他人に膝ひざを屈くつしたのだ。悔くやしいに違ちがいない。

　可哀かわい想そうだと思うけれど、仕方ない。

　ゲームに勝つのはルールを熟じゆく知ちした者だ。

　この世界を作っている──世の中のルールを決めている大人おとなたちに、勝てるわけがない。

（悔しいけど、仕方のないことなんだ……）

　壁かべにかけられた時計が〇時を指した。

　下の階から、ひときわ大きな笑い声が聞こえてきた。

　新新法は消え、白峰の思おも惑わくどおりの新法が施し行こうされたのだ。

「ごめん……」

　言葉が漏もれる。涙なみだも。

　自分が捕つかまったりしなければ新新法は通せたのだから。

　結局、自分がのえるの足をひっぱったのだ。

　不ふ甲が斐いなさが悔しくて、健太は唇くちびるを嚙かんだ。

「あら、あきらめるのはちょっと早いんじゃない？」

「だって、もう九月になったんだし……」

　え……。

　健太は凍こおりついた。

（僕ぼくはいま、誰だれと話しているんだ……？）

　おそるおそる、声の方角に振ふり向く。

　──トラトラトラ。

　真っ暗な部屋の隅すみから聞こえてきた声に、健太は目をまわしそうになった。

（な、なんで彼女がここに……！）

「伏ふせて！」

　暗くら闇やみから手が伸のびて、健太は頭を押おさえつけられた。

　その直後。

　爆ばく発はつ。

　爆発。

　大爆発。

　コンクリートでできていた家屋は紙のようにちぎれ飛び、木片や土ど砂しやが津つ波なみのように荒あれ狂くるった。風は刃は物もののように振ふる舞まい、光は歪ゆがみ、熱は吠ほえ、土を溶とかす。それほど無数の閃せん光こうと爆発が一度に襲おそいかかったのだ。

　まるで地じ震しんのようだった。這はいつくばろうにも床ゆかはぐらぐらと波打ち、破片のようなものがばらばらと背中を叩たたく。怖こわくて目も開けることができない。

　何時間か──何分か──おそらくは数十秒ほどの激震が終わり、健太は顔をあげた。

　天てん井じようは消えていた。というか、建物そのものが四散していた。

　笑えるほどの奇き跡せき的てき確率で無傷だった自分たちを、彼女は他人ひと事ごとのように評した。
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　そう、彼女だ。

「うーん、砲ほう撃げきの正確さを誉ほめるべきか、あたしの運を誉めるべきか──」

「のえる！」

　のえるはいつの間に作らせたのか、自分サイズの緑色の迷めい彩さい服ふくに身を包みながら、普ふ段だんと変わらない顔で聞いてきた。面おも白しろいことしか考えようとはしない、イタズラな笑えみで。

「驚おどろいた？」

「そりゃ驚くよ……驚くけど、驚くのにも慣れた」

　不思議だった。

　のえるを見て、すごくホッとしたのだ。

　驚きとは別のところで、もう大だい丈じよう夫ぶだ、という気持ちになれる。

「見て」

　いつのまにか海岸線は無数の自じ衛えい艦かんで埋うめ尽つくされていた。浜はま辺べに乗り上げた揚よう陸りく艇ていからは戦車が、のえるお気に入りの九十式戦車が次々と飛び出して、なだらかな丘おかの頂上にあるこちらへと迫せまってきている──。

「こ、これは……」

「自衛艦って結構遅おそいのよね。ここまで来るのに時間かかっちゃった」

「ど、どういうことだ！」

　白峰が叫さけんだ。さっきまでほろ酔よい加か減げんだったのだろう、胸元がだらしなく開いたガウン姿で、のえるたちの前に現れた。

　脱だつ走そうする子供たちを『処理』するために雇やとわれた兵士たちが、わらわらと現れ出した。

　その数は数十人だろうか。

　彼らは武装しながら日本政府の統制下にはない、いわば白峰の私兵だった。

　彼らが手にしている重火器に健太は怯おびえた。そのすべてが自分たちを狙ねらっていたからだ。

　しかしのえるは眉まゆひとつ動かさず、

「あら、大臣ともあろう人が自衛隊法を知らないの？　最高司令官が誰だれなのか？」

「こんなことをして何になる？　日付は変わった。もう新法は施し行こうされたんだぞ！」

「そうだよのえる。もう九月になったんだ。のえるはもう……」

　言いかけて気づく。

（なんで九月になったのに、のえるは自衛隊を指揮できるんだ？）

「九月は来ないわよ」

　はあっ!?　と、健太と白峰がハモった。

「新しい法律通してきたから」

　と、のえるは一枚のペーパーを見せた。





『八月延長法』

　一、九月以降の月を廃はい止しする。






「こ、これって……」

　健太は顔を引きつらせた。

「九月はなくなっちゃったのよ」

　えへん、と両手を腰こしにあてて、のえるが言う。

「つまり……今日は……」

　８月32日！

「だから九月一日から施行されるアンタの腐くされ新法はいつになっても使われないってわけ」

「新法だと？　どうやってあの時間から議員をかき集めたんだ！　昨日は午後三時で閉会したと報告を受けたぞ。誰もいない国会で、どうやって法律を通すつもりだ！」

「そだっけ？」

「とぼけるな。三分の一以上の議員が参加しなければ国会は成立しないはずだ！」

「あーら、あたしの六法にはそんなのなかったけど……」

　と、ポケット六法を投げて寄こす。

　白峰は破るようにページをめくった。

　定足法とも呼ばれる国会の法は憲法で規定されている。





　憲法第五十六条　定足数、表決数について






　これだ！

「いいか、ここにちゃんと書いて……」

　白峰は条文を読み上げようとした。

　が、

「ないっ！」

　ホントになかった。

「ど、ど、どういうことだ!?　勝手な本を作るな！」

「残念だけど、本物なのよ」

　のえるは言った。

「こんなこともあろうかと、あたし一人の権限で国会を開いたり閉じたりできるようにこっそり法律を変えておいたのよ。だから夜になってから勝手に国会開いて、裁決をしちゃえば、賛成一の反対〇、棄き権けん四百八十九でめでたく可決ってわけ」

　ま、次の日にはバレちゃうからここぞという時のために隠かくしておいた奥おくの手だけどね、とのえるは健太に向かって照てれ隠かくしの舌を出した。

「卑ひ劣れつな！」白峰が吠ほえた。

「よくゆーわ」

「法をなんだと思ってる！」

　ハン、とのえるは鼻で笑った。

「法律なんてその程度のものなのよ。悪用しようと思えば何だってできる。アンタはそれを利用して悪わる巧だくみしてきたんでしょ！」

「…………！」

　返す言葉のない白峰は、あらんかぎりの憎ぞう悪おでのえるをにらみつけた。

　その間にも、キャタピラの音が徐じよ々じよに近づいてくる。

「あとは法ほう廷ていで好きなだけ言い訳をするといいわ」

「法廷まではずいぶんと遠い気がするがな」

　白峰は右手を挙げた。

　私兵たちが、たちまち射しや撃げき姿勢を取った。

「法廷が、ワシのこの手を止めることができるかな」

「なに言ってんの？　おっさん」

　のえるは左手を挙げた。

　ドオオオン！

　号ごう砲ほう一発、火を噴ふいた九十式の百二十ミリ砲が白峰たちの背後数十メートルに着ちやく弾だんした。

　かろうじて残っていた屋や敷しきの残ざん骸がいを粉こな々ごなに吹ふき飛ばす。

　そして、当人はいたってしれっとした顔で、

「戦争する気なら、受けてたつわよ」

　するとたちまち私兵たちは銃じゆうを捨てて、両手を上げた。

「お、お前らっ！」

「今度、島を買うんだったら外国の島にすることね。自衛隊が出ていけない遠くの島にでも」

　くっ、と白峰は歯ぎしりした。

「負けを認めなさい」

「どうせ終わるなら！」

　老ろう醜しゆうは往おう生じよう際ぎわすら忘れさせるものなのか、白峰は健太が近くにいるのを見てとると、その首根っこをつかみ、引き寄せ、その頭に銃をつきつけた。

「白峰ッ！」のえるが吠ほえた。

「さあ、撃うちたければ撃ってみろ。小こ僧ぞうが死んでもいいならな」

「…………！」

　歯ぎしりはのえるの番だった。

　誰だれにも聞こえないほどの声で何かをつぶやき、イヤプラグを投げ捨てた。

　すると戦車隊が一いつ斉せいに動きを止めた。

「よろしい、行ぎよう儀ぎのいいことだ」

「……海外に逃にげるつもり？」

「それもいいな」

「したければそうすればいいわ。でもね、地球は丸いのよ。そのうちに元の場所に戻もどってくるものなのよ」

「小こ娘むすめが知ったふうな口を！」

　白峰は銃の柄えで健太を殴なぐった。

　ぱっくりと額が割れ、赤い血がしたたり落ちた。

　その瞬しゆん間かん、何かがキレた。

　のえるの中の何かがキレた。

「健ちゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、のえる！　これぐらいなんともない。なんともないから！」

　健太はむしろ彼女の爆ばく発はつを抑おさえようとして、強しいて平気を装よそおった。

　だが──。

「あたしはともかく、健ちゃんは乱暴なことが大の苦手なんだから……」

　止まれと言われているというのに、

　のえるは歩きだしたのだ。白峰に向かって。

「きっ、貴様！　コイツがどうなってもいいのか！」

「……そっちがその気なら、あたしだって遠えん慮りよしないんだから」

　それはのえるからの最後通告だった。

「話を聞いてるのか！」

　代わりに健太が首を振ふった。命を諦あきらめた顔をして横に振った。

　のえるは悪あく魔まのような笑えみを浮うかべ、一歩、また一歩と近づいてくる。

　愚ぐ弄ろうされたと感じた白峰は血管を浮き上がらせた。

「コイツがどうなってもいいのか！」

　のえるはあざ笑った。

「なに能天気なこと言ってんの？　健ちゃん傷つけて、生きて帰れると思ったら大おお間ま違ちがいよ。あたしも一いつ緒しよに死んであげるわ」

「僕ぼくはまだ生きてるよーっ！」

　死の光を宿したのえるに、健太はもう見えていない。

　そしてポケットからあるモノを取り出す。それは手のひらサイズのスイッチだった。

「これ、なんだと思う？」

　な、なに？　と恐おそる恐る健太が聞いた。

「核かくミサイルの発射ボタン」

「なに～っ[image: ]」

「そ、そんなちんけなボタンで何ができる！」

「アンタとはとことん話が合わないわね。このスイッチのデザインセンスがわかんないなんて」

「わけのわからんことを」

（なんで「独裁スイッチ」なんだよ……）

　呆あきれる白峰のそばで、健太は気絶しそうになっていた。

　彼女は──、折原のえるという女の子は──、

　核かくミサイルの発射ボタンとひみつ道具を同じ次元で考えているのだ。

（世界は終わりだ……）

　健太は一足早く死にそうになっていた。

「世界のどこにいても、衛星軌き道どう上に浮かんでいるＧＰＳがあたしたちの場所をばっちりとサーチしてくれるわ。──言ってる意味、わかるわよね？」

　のえるの顔はいよいよ狂きよう気きを帯びてきた。

　ＧＰＳとはもともと米国が軍隊を世界展開させるために打ち上げた、二十四機の人工衛星とその支し援えんシステムのことだ。地球上であればどこにいようと常時四つ以上のＧＰＳ衛星からの電波を受信し、自分のいる位置を正確に割り出すことができる。その精度はメートル単位の測定を必要とされるカーナビに利用されていることでも明らかだ。

「ま、あたしの持ってるミサイルちゃんなら、一キロや二キロ誤差があったってカンケーないんだけど」

　クックックッと、マッドサイエンティストがするような不気味な笑い声をもらす。

　爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみはすでに事の本質を忘れているようだ、なんでもいいから撃うってしまいたい、撃たないことには話が始まらない。とにかく撃っちゃえ、撃っちゃわないと死んじゃう！　なんてな衝しよう動どうが、空気となって健太や白峰にも漂ただよってきた。

　もう敵も味方もない。たまらず健太がつっこんだ。

「どうしてのえるがそんなモノ持ってんだよっ！」

「旧ソ連の共和国が売ばい却きやくしたがってたから、内閣機密費でこっそり買っておいたのよ」

「貴様、非核三原則を忘れたのか！」

「そ、そうだよのえる！　日本は核兵器は持たないって決めたんだよ！」

　問題ないわ、とのえるは言い切った。

「個人所有だからＯＫなのよ！」

「んなバカな……」

　呆あきれる健太。さしもの白峰も言葉が出ない。そのせいか、のえるのバカ攻こう撃げきが通じたのか、健太の首をとらえていた腕うでの力が一いつ瞬しゆん緩ゆるんだのだ。

　その隙すきをついて、健太は抜ぬけ出した。

「今だ！　のえる！」

「行かせるかッ！」

　白峰は銃じゆう口こうを健太に向けた。

　のえるが跳とんだ。

　狂くるった笑えみを浮うかべ、白峰は引き金に指をかけた。

　するとだ。

　銃口からわずか数十センチの距きよ離りに、健太への射線を塞ふさぐように、のえるが身を投げ出してきたのだ。飛び込んできたのだ。

　白峰は驚きよう喜きした。

「バカめ！　死ねッ」

「アンタ一人で逝いってきな！」

　引き金を引くスピードが秒速なら、のえるの蹴けりは瞬速だ。

　のえるは白峰の左手首をつかみ、その喉のどに右みぎ脚あしを叩たたきこんだ。

　必殺の首狩がりだ！

　バスの中で宙を舞まった少年と同じように、彼も星空を飛び、倒たおれた。

「ワ、ワシだけが……悪いんじゃない……」

　白峰は、息も絶え絶えになりながらも、なおも何かを言おうとした。

「可哀かわい想そうだね、おっさんも」

　のえるは言い捨てた。

「言い訳しないと信じられないような正しさは、ちっとも正しくないのよ」

　白峰は果てた。

「……って、一いつ緒しよに死ぬのよとか言ってたんだっけ。ごめんね、また噓うそついちゃった」

　失敗失敗、とのえるは舌を出した。

　そんな彼女を見て、健太は呆あきれたように、嬉うれしそうに肩かたをすくめる。

「……まったく、のえるはあいかわらずなんだから」

「さ、帰ろ」

　Ｖサインの代わりに、のえるは手を振ふった。

「どうしたの、その手」

　包帯に気づいた健太が駆かけ寄る。のえるの左手は指を残して白い包帯でぐるぐる巻きにされていた。

「あ、たいした怪け我がじゃないわよ」

　つき指をしたぐらいの重みで、さらりと一言。

「手に穴があいただけだから」

「穴っ!?」

　気絶した。

　健太が。

「健ちゃんも本当にあいかわらずだよね……」

　のえるは笑え顔がおでつぶやいた。




「しかし、長谷川健太というのはつくづく惰だ弱じやくな人間だな。お前とは大おお違ちがいだ」

　いつの間にか駆けつけていたメフィが、気絶している健太を見下ろしていた。

「あら、ご主人のフィアンセにそれはないんじゃないの」

　怒おこってみせる。顔は笑っていたが。

「どうして本当だと言わないんだ」

「何が？」

「約束はしていたんだろう、本当に」

「結けつ婚こんの約束のこと？」

　メフィはうなずいた。

「したっていっても、子供の頃ころの話だし」

「たしかにコイツは不ふ釣つり合あいだな。すべてにおいてお前には遠く及およばない。強さも優やさしさも正義感も、なにもかも中ちゆう途と半はん端ぱだ。約束を冗じよう談だんにした気持ちもわかる」

「なに言ってんの？　メフィ」

　人差し指で猫ねこの額をつついてやる。

「あたしが冗談にしたのは、健ちゃんが忘れてたからだよ」

　そう言って、のえるは大の字に倒たおれている健太を見つめた。

「忘れてることを思い出させたってしょうがないし、それに大事なのは、その時の気持ちをあたしが今でも覚えていることじゃない？」

　微笑ほほえむのえるの横顔は、ちょっとだけ照れているようでもあり、健太がおおよそ目にすることのない柔やわらかで穏おだやかなまなざしは、清さやかな星の光の中で輝かがやいていた。

「わからんな。さっぱり理解できん」

「そう？　一生に一度の告白はするよりされたいでしょ」
















　８月32日




　荒あらっぽいゆりかごに揺ゆられているような夢見心地ごこちの中で、健太は目覚めた。

「あ、起きた？」

　健太の目の前に飛びこんだのは、のえるの嬉うれしそうな笑え顔がおだった。

　後頭部の温かくて柔やわらかい感かん触しよく。そして自分が横になっているという重力感。

　膝ひざ枕まくらっ!?

　健太は慌あわてて飛び起きた。

　恥はずかしい……。

　こんなこと、前にもあった気がする……。

「こ、ここは？」

「ヘリよ」

　窓の外には、一面の太平洋が広がっていた。

　水平線に顔を出した太陽が、世界を鮮あざやかな紫むらさき色いろに染めている。

　貨物スペースの最さい後こう部ぶに作られた、いかにも急ごしらえのシートにはのえると自分が座すわっていて、あとは黒くろ猫ねこのメフィと自衛隊員が数人ほど。バスほどの空間にいるのはそれだけだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛いところとか、ない？」

「う、うん……ないけど」

　格好悪いなあ、と健太は思った。

　ひどいこと言って、飛び出して、捕つかまって、足を引っ張ったあげくに助けられて。

（口先だけなのは僕ぼくのほうだ……）

　のえるのほうがよっぽど結果を出している。

　こんなこと前にもあった気がする。全然成長してないってことだ。

　…………。

「どうしたの？　痛むの？　ひどいことされた？」

　ずっと黙だまりこくっていたものだから、のえるが心配そうに顔を近づけてきた。

　そのまなざしがとても優やさしくて、温かだったから、健太はびっくりした。

　自分にびっくりした。

　のえるを見て、どきどきしているのだ。

　槍やりかなにかで射い抜ぬかれたように胸が痛んで、どくどく、どくどくと心臓の音が鼓こ膜まくを打っているのだ。

（ちょ、ちょちょっと、どういうことだよ!?）

　何かのショックで自分がおかしくなったのかと思った。

　ほのかと二人きりの時でもこんなに緊きん張ちようはしなかった。

　これって……ちょっと……。

　やばいと思う健太は、のえるから顔をそらしてしまう。

「どしたの？」

「な、なんでもないよ」

　のえるは目を見ただけで心を見み抜ぬく、という台詞せりふを思い出したからだ。

「変なの」

（確かに、僕ぼくは変だ……）

　のえるを見て、まるで初はつ恋こいをした女の子みたいに、どきどきしてしまったのだから。

　それが一時の気の迷いだったとしても。

（このことは絶対に黙だまっていよう）

　知られたら、どんな風にからかわれるかわかったものじゃない。

　のえるにとって僕はおもちゃだ。僕がのえるを好きになったってロクなことがないように、のえるが僕を好きになることだってない。

　だって僕はいいように遊ばれるおもちゃなんだから。

「それにしても今回は時間がないから焦あせったわ」

　と、のえるの声。

「そうだよ！　のえる、まったりしてる場合じゃないよ！」

「どうしたの健ちゃん。そんなに興こう奮ふんして」

「のえるこそ、なに平然としてるのさ！　三十年も寿じゆ命みようが縮んだのに！」

「何のこと？」

「とぼけないでよ！」

　健太は頭を抱かかえた。

　僕のせいでのえるはメフィストに魂たましいを売り渡わたすハメになったのだ。

　僕のせいで……。

　さっきまでの高こう揚ようはどこへやら、健太が思いきりブルーになっていると、

「なに早合点してるのか知らないけど、あたし、メフィに魂あげてないわよ」

「なに言ってんだよ！　朝が来たのに、のえるは総理をやってるじゃないか」

「なに言ってんの？　今はまだ八月よ」

　健太は目が点になった。

　思い出す。今日は八月三十二日だってことに。

　そして明日は八月三十三日。あさっては三十四日。九月からの月は廃はい止しされたから……。

「あたしはいつまでも総理大臣ってわけ♪」

　お試ためし期間のまんまで。

「そんなインチキ通るのか!?」

「それは侮ぶ辱じよくだな。悪あく魔まはお前たち人間と違ちがって契けい約やくを破ったりはしない。それがどんなに──、インチキな代しろ物ものでもな」

　メフィはヒゲをゆらした。

　声はいまいましげにも聞こえたが、そんな状じよう況きようを楽しんでいるようにも聞こえた。

「さすが、のえる……」

　そう言うしかなかった。健太は感心した。感心するというより放心した、どっと疲つかれた。

「学校も宿題もなくなったし、これでめでたしめでたし、一件落着ね」

「落着じゃないよ。女の子なんだから無茶なことしちゃダメなんだよ」

　と、のえるの手を取る。包帯の巻かれた左手だ。

「僕ぼくのせいで消えない傷なんかついたら……僕はどうしたら……」

「つまりそれは、責任をとってあたしと結けつ婚こんしたいってこと？」

「えっ？」

「あたしはいいわよ～」

　のえるの目が輝かがやいていた。カエルをにらむ蛇へびの目、兎うさぎを見つけた鷹たかの目、健太が何度も見てきた目だった。のえるがその目をしたら最後、僕は徹てつ底てい的てきに遊ばれ、おちょくられ、おもちゃにされる……。

「い、いや、だけど、法律で禁止されてるし……」

「そうなの？」と、メフィストに訊たずねる。

「民法では結婚可能年ねん齢れいは男子が満十八歳、女子は満十六歳以上からとなっているな」

「変えましょ」

「ええーっ！」

　悲鳴をあげる健太。

　夏休みは当分、終わりそうにない。







　あとがき～もしかしたら本当に総理大臣になるかもしれないキミへ




　たとえば──、

　一日が二十四時間なのは地球の都合ですが、一週間が七日なのは人間の都合です。

　決めたのは昔の人で、その人が一週間は三日にしよう、と決めていれば、三日に一度は日曜日がやってきていたわけです。週休二日なら、一日学校に行けば二日遊べるのです。

（ちっきしょー、三千年早く生まれてたら絶対そうしたのになー！）

　そんなことを考えたことはないですか？

　動物が生まれたり死んだりするのは人間にはどうすることもできない自然の法則ですが、食べてもいい生き物といけない生き物を決めているのは人間のルールです。

（クジラは食べたら可哀かわい想そうだって言うけど、牛や豚ぶたは可哀想じゃないのかな……）

　こんなことを書くと怒おこられそうですが、俺おれが小学生の時、国際会議で捕ほ鯨げい禁止が決まって、給食にクジラの肉が出なくなると聞いた時、最初に思ったことがそうでした。

　歴史の時間には、昔は金貨や銀貨といった掘り出せるものをお金としていたのに、そのうちにお札という人間の都合でいくらでも造れるものをお金にしたことを習いました。

（だったら刷れるだけ刷って配っちゃえば、みんな無理して働かなくたっていいし、税金なんかいらなくなるじゃん！　なんでそうしないのかなー？）

　先生に聞いても、ちんぷんかんぷんな答えしか返ってきません。

　それじゃ納なつ得とくのできない俺は、いつしか図書館に通いつめるようになり、本を読むことが好きになっていきました。

　そのうちに世界には自然の仕組みと人間の仕組みがあることがわかってきました。

　リンゴが木から落ちるのは自然の仕組みです。人間にはどうすることもできません。

　でも、男子は十八歳にならないと結けつ婚こんできないのに、女子は十六歳から結婚できるのは人間が勝手に決めたことです。男女で差をつけた根こん拠きよはよくわかりません。

　よくわかんないことはたくさんあります。

　俺が通っていた中学校にはバイト禁止という校則があったのですが、ＴＶでは平然と同い年の子が歌を唄うたってたりしました。紅白歌合戦に出たりもしてました。

　それってどういうことなん？　どういうことなん？

　先生や大人おとなたちがさも永遠不変、宇宙の法則であるかのように振ふりかざす校則とか法律といったルールは、けっこう実はいい加減で、守れ守れと言っている当人たちも、なんでそんな決まりになっているのかよくわかっていない代しろ物ものだったりするのです。

　そういうことをストレートに質問すると「理り屈くつっぽい子だ」などと、悪いことをしたかのように言われてしまったりします。

　方程式や文法は覚えろ覚えろと言うのに、理論的に物事を考えると怒おこられるのです。

「世の中はそういうもんなんだ」

　そういうもんってどういうもんなんやねん！（←関西生まれ）

　考えていくとキリがありません。

　だいたいなんで野球やサッカーは一度に一点しか入らんのに、バスケは二点も三点も入るん？　テニスなんか十五点も入るんはなんで？　なんでなんで？

「昔の人がそう決めたから」

　なんじゃそりゃー！　ドラえも～ん！　タイムマシン～っ!!

　ああ、俺おれがのび太なら、子孫の代まで大借金を残すような馬ば鹿かったれなら、セワシくんが未来からネコ型ロボットを送ってきてくれるのに！　そしたら俺は昔の偉えらい人になりかわり、一週間を三日にできるのに！　つーか昔の人が決めたことなら、今の人が変えたってかまわないはずじゃん！　この国の決まりを決めてるのは誰だれ？　誰が一番偉いわけ？

　よし、内閣総理大臣を主人公にしよう！

　総理は俺と同じ十四歳！　子供の都合で法律を変えていくのだ。大人おとなは絶対文句をつけてくる。そしたらこう言い返せばいい。

「世の中そういうものなんだ」

　あっはっはっは、ざまーみろ！




　……とまあ、数学のノートの片かた隅すみに書いてあった昔の自分の落書きが、のえるの原作なのかもしれません。




　それから時は経ち、俺は大人になりました。

　いよいよ妄もう想そうを現実にする時がやってきたのです！

　そんな話を聞かされて「絶対、本にしましょう！」と言ってくれた山崎さん（初代担当）がいなければ、のえるという女の子が本になることはありませんでした。現在の担当の難波江さんは「僕はこの本を世に送り出すために編集になったんですよ！」と燃えています。俺もそうです。イラストの剣さんもそうです。

　のえるは、やることなすことがアホすぎて友達がいないという困った子ですが、一番大事なことを知っている少女です。世界は変えられると信じている女の子です。

　これを読んでいるキミはまだ若くて、自分が何になれるのかわからず、不安になったり迷ったりしているかもしれません。

　けれど、わからないというのは可能性があるということです。

　イチローになれるかもしれない、ノーベル賞だって取れるかもしれない。

　それこそ本当の内閣総理大臣になれるかもしれない！

　何十年か先には、キミたちの世代の誰だれかが総理大臣になっているのです。

　のえるは物語の世界に生きている子ですが、キミは本当にすごい人になって、日本や世界を変えているかもしれない。すごい人にならなくたって、夢を現実にする方法はいくらだってあります。数学のノートに書いた妄もう想そうを、小説にすることだってできるんです。心を自由にすれば、夢への道はどんな方向にだって見えてきます。

　キミが見ようと思いさえすれば、それだけで！

　俺おれは本気です。のえるの冒ぼう険けんを通して、感じてください。


あすか正太　　


















カバー・口絵・本文イラスト／剣康之

デザイン／矢部政人










総そう理り大だい臣じんのえる！




彼かの女じよがもってる核かくボタン








あすか正しよう太た





[image: ]





平成27年11月1日　発行





(C) 2001 Shouta Asuka, Yasuyuki Tsurugi





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『総理大臣のえる！　彼女がもってる核ボタン』

平成13年7月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
B

Jl

B —S—1 1





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/u0021_4_m_v.png
i





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		第１話　内閣支持率０％



		第１．５話　総理の日記



		第２話　炎の赤、鮮血の赤



		第３話　終わらない夏休み



		おまけ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-t001.jpg
£ENIBEREKIZIER%E

DABRISVABTLUR
RRA, BEDA X —Y IR
F, EKHSEBOBEHTHSD
RUPTRRL, FURbOD Y
BROBAENICL 1.

~OxS






item/image/img-toc-001.jpg
ﬁﬁn
L’u‘k" =2






item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-t003.jpg
130V

CADHRBOZENTESZOR

3. ThERTRBBIBOKESH
ACRBILTL300LH3}
FFADNERT EILTATOT,
BARYERIIBNILYTZTE
HLcL. 032 ETROD.






item/image/img-t002.jpg
&

5o EBERSTFR
ETAR3LBBITNE.
RETRTRELSSO
FROE, ELSZ

TARAL—hIC TRRK]

LB,





item/image/img-t005.jpg





item/image/img-t004.jpg
BREBROVL. é:(.\'}s &
TRRDOBEOBAEIE [

SN ot UL, BEEDT
L OBSBICREOAREIGES

CETBILBHBIDOTRRBROD,
ERBOL, BEix [B] &L,

-
|
\
\
|
\
\






item/image/img-0008.jpg





item/image/img-0006.jpg





item/image/img-0007.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/gaiji-de_line.png





item/image/kuchie-002.jpg
[ECDHRIC

NORFI H..i‘JDI'J“B‘F-}ib‘L\-Bqu‘J: 1]

[BARISPELHOTEDL, EoL]
X, ﬁtb@hhﬁ%@l\.ubhta






item/image/kuchie-003.jpg
[PrasBEas0! ]
DABIIRUHH B,
BAOAFNWVZBEEIICHH BDTH 1.

[EvhbdHhdHbHdHHD ! |






item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg





item/image/img-0003.jpg





item/image/gaiji-bu_line.png





item/image/img-0001.jpg
FOOKMALIE XE RRESSEE. SRERR. 558 [+ 3 . Ny

R ¥EIFON = LEUBLPYEROCHE<] SEC i
i D - yrEs. RA. BEGERE. ;ﬁ'ﬁm L 4 6 FoTLESI. BEXD4AMC M e fl
) W\ CRREORE. RSN TRE REZWIBE] CRYLL, LBOLE 1 f = []
EREDB &Y LIERHIBRIC BULLIS [RETSKRUeil 5%
i ity EHA] EREENTLE 1A, i 2 FJ
RACENBB&LSTHS. DB BHSBRABTHYYLTUS: )
OBEREOBITHNICENTOS, = 4l
7 [ A
/ L7 w4
BERT | JQJ
] EEBBAE. BOR, O 3/
o EOUbHhASH5LS : ; = Ta
R T.ZIFVORLTEH, Nk y | P e 5"
) y BlED oL SBREVE, LAY o7 v
y-1 i —RLIcETA. ATAHT { ‘))_}
- LOEOSHBRAU 1 sl
YU, BOERORIIE
VDY HBS.
: oo s REMEX
mn G\ Q7R s A AR Dg2EL, OABODERD. T
E'i""' *77:|. Ny o5 25 3 ) N AOVKSDABICHERBEIC
PEEE, RREE ALY riE B, N/ U S EnTLEo>k. ERBLHAN
SWRAEOSRHT  ABEBROZXS N7, o % | T0aH. BANTOREGTR
0. SHOCEHE KB5LAUS ’ | EBL. BNERBEEBLT
BRELS, REH O, BORTH. v 5 o
R, 3 LE>. FERONRNTOS,
\ 7
, gt
8 ‘ D
— & \'/,
TN N i ME6 AQ/\\\ 7,
| o [ BADF / MBXE 47T PN
/ \| mRoms DA s TRy 50 ™
wEDR | TR oo wRE | O\ TeBAIHE. MED D
FLA3E | / B34 /) pekepgy ) LFLHBBEEN ’
\ / St S BEOYS Y L B oy
e TN \_?y / i e d g ENG7 f
N\ / % NTT b VG By
JadgEp, | FUFYESY RADEK, 15 BHERE 3 vy PR
cexoxy )| 0P )| zx, pmcmEO RBCERL TOL & g <
W, eBCR | AEBOTOBL 282v7 / s
=75 \DRBARD. . / ~
Sl e,  —






